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連用形名詞による表現性 

要旨 

本稿は動詞連用形の名詞化について、(1)連用形の名詞化率を見直すこと、(2)連用形名詞

の成立条件を明らかにすることの二つを大きな目的としている。研究の対象は日本語母語

話者のレキシコンにはまだ定着していない 56 動詞の「不安定な連用形名詞」で、用例はブ

ログやインターネットのサイトから採集したものである。採集した用例に対して①「語用論

の観点」、②「構文の観点」、③「意味の観点」という３つの観点から分析を行った。その

結果、まず 56 動詞の連用形のうち、55 動詞連用形に名詞として使用される用例を見つける

ことができ、「不安定な連用形名詞」であるにも拘わらず、中には用例の数が 300～400 台

にも上るほど、名詞化率が非常に高いということが明らかになった。そして 3 つの観点から

分析した結果、次のような特徴が挙げられる。 

まず、①語用論の観点として、発話の場について分析した結果、連用形名詞の大半は何等

かの特定分野の仲間の間で使用される傾向がある。その特定分野の仲間は概ね、（1）「仲

間ことば」、（2）「機械等の機能の名称」、（3）「モノづくりの工程の名称」、（4）「ス

ポーツの動作名」という 4 種類に分けられる。そして、連用形名詞の成立条件については、

動詞連用形が一般に名詞化しにくい一つの原因に、「動作主」や「対象物」と離れて自立的

にモノ化できないことがあげられる。実際、単独では名詞化できないが、他の名詞などと結

合して初めて名詞化できる連用形が多い。しかし、「特定分野の用語」として使用される場

合、動詞連用形が単独でも名詞として使用される。それは「特定分野の用語」の場合、①動

作主・対象物がすでに確定されている（「仲間ことば」、「機械等の機能の名称」、「モノ

づくりの工程の名称」）か、または②動作主・対象物より動作自体が注目される（「スポー

ツの動作名」）ため、連用形名詞が単独でも名詞化できるのだと考えられる。特定分野の用

語としての連用形名詞は、文法上の制限により名詞化しにくいと判断される動詞連用形で

も、「発話の場」によって、名詞になるために不足している特徴が補充されるため、単独で

名詞化できることが明らかになった。  

次に②構文の観点からは、連用形名詞と前後の文法要素との関係を分析して、最も数の多

い「～＋の＋連用形名詞」という組み合わせと、「連用形名詞＋が＋形容詞・形容動詞」と

いう構文、「連用形名詞＋を＋する/やる/行う」という構文について分析を行った。結論と

して、まず、「～＋の＋連用形名詞」という形は単独の連用形名詞の意味を補充し、まだ日

本語母語話者のレキシコンに定着していない「不安定な連用形名詞」をより具体化し、安定



 

 

化させる役割がある。また、「連用形名詞＋が＋形容詞・形容動詞」に対しては、他動詞の

動詞連用形の場合と自動詞の動詞連用形に分けて分析を行った。他動詞の連用形名詞の場

合では、この構文は動作主の明示を避け、その動作によってもたらされた結果のみに注目さ

せる効果がある。このような表現は、相手を評価する際に直接非難することを避けることが

できる。また一方で、自分のしたことに対して否定的評価を述べる時には、具体的なマイナ

ス表示を避けることができる。つまり、「連用形名詞＋が＋形容詞・形容動詞」という構文

は巧みに否定的評価を表すことができる構文になる。一方、同じ「連用形名詞＋が＋形容詞・

形容動詞」の組み合わせであるが、連用形名詞は自動詞からなるものの場合、この組み合わ

せは性質・属性を表す機能があるように思われる。「溶けがいい」や「温まりが早い」など

は、連用形名詞を用いた慣用句と同じようなニュアンスを持ち、物事の性質・属性を表して

いる。 

一方、「連用形名詞＋する/やる/行う」という構文については、三つの場合に分けて分析

を行った。その三つの場合とは(1) 連用形名詞の前に修飾部がある場合、(2) 連用形名詞

を他の名詞と共に用いる場合及び(3)修飾部と共起する名詞等がなく連用形名詞だけの場

合である。(１)の 「連用形名詞の前に修飾部がある場合」では、修飾部により連用形名詞

が表す動作がより具体化され、「修飾部＋連用形名詞」の組み合わせが一つの複合語に相当

するかあるいは一つの複合語ではカバーしきれない意味を表示することができ、連用形名

詞が表す動詞が何を目的にする動作か、どうやって行う動作かをより詳しく述べる効果が

ある。また、一部の「修飾部＋連用形名詞＋を＋する」では、動作を表す意味ではなく、物

の性質を表す役割もある。(2)の「連用形名詞を他の名詞と共に用いる場合」では、連用形

名詞は一連の作業の一つの動作を表す役割を果たす。(3)「修飾部と共起する名詞等がなく

連用形名詞だけの場合」については、これらの用例の約 79%の連用形名詞が第 2 章で述べて

いる「特定分野の用語」である。特定分野の用語としてすでに定着している連用形名詞であ

るため、そのまま「する/やる/行う」と共に用いて「～機能」「～工程」「～技」を「する/

やる/行う」という意味を表すようになる。動詞の連用形をわざわざ名詞化して、また動詞

（する/やる/行う）と共起させ,「連用形名詞＋する/やる/行う」という構文を使うという

二重手間にする理由は、（1）より動作を具体的に描写したい場合、（2）ものの性質を表した

い場合、（3）一連の作業の一つの動作を表したい場合あるいは（4）その連用形名詞がすで

に特定の分野で「～過程」「～機能」を表す用語として使用されている場合である。 

 



 

 

③の意味の観点からは、「置き換え」という方法を用いて、連用形名詞を他の名詞と比べ

ることで連用形名詞の特徴を３つ挙げた。それは①「曖昧さ」、②「生活のことばとしての

馴染みやすさ」、そして③「時代の変化への対応の柔軟さ」である。曖昧さを有しているか

らこそ動作の方法、動作の加減等の解釈も読み手がそれぞれ自由に想像できるため、漢語名

詞よりも使用の幅が広いのではないかと思われる。また、フォーマルな印象の漢語名詞と近

代的でおしゃれな印象を有するカタカナの外来語と違って、和語である連用形名詞は馴染

みやすく、日常生活を綴るブログや経験談などに好んで使われる傾向がある。また、連用形

名詞は、表記が長くなりがちで、慣れるのに時間がかかりそうなカタカナの外来語と異なっ

て、元々使い慣れている動詞からの転成であるため、時代と共に生まれてくる新機能などの

名づけに使用される時にわかりやすいという利点がある。つまり、連用形名詞には柔軟さ・

即戦力が備わっているのではないかと思われる。以上の性質を持っている連用形名詞だか

らこそ、様々な文章に使用されているのではないかと思われる。 

総じて、上記３つの観点から分析した結果、連用形名詞がもつ表現性として、「曖昧さ」

「性質・属性を表現する機能」「和語」という性質を持っていることが顕著となる。まず、

連用形名詞の「曖昧さ」について言えば、連用形名詞（特に単独の連用形名詞）には明らか

にモノ名詞やコト名詞のように一つだけの意味を表しているのではなく、むしろ、一つの側

面に特化できない、ぼんやりとした意味で、動作の方法、動作の加減などの多様な側面を表

しているように思われる。連用形名詞には「曖昧さ」という性質があるからこそ、否定的評

価のような場合には巧妙にぼやかすことで相手を傷つけないようにするという効果が生ま

れる。そして、動作の方法、動作の加減等の解釈も読み手がそれぞれ自由に想像できる余地

も生まれるのである。また、連用形名詞による表現性について、もう一つ挙げられるのは、

物事の「性質・属性を表現する機能」があるということである。具体的には、自動詞の「連

用形名詞＋が＋形容詞・形容動詞」という組み合わせと、一部の「修飾部＋連用形名詞＋す

る」という表現にはこのような効果が見られる。もともと動詞連用形という動詞由来のもの

が名詞に転成したことにより、なぜ、元来形容詞・形容動詞が担うべき性質・属性を表現す

るという機能を持つようになるのだろうか。動詞連用形の名詞化については、動詞そのもの

に関する定義や性質、名詞に関する定義や性質と関連付けながらの分析がこれまでの主流

であったが、今後は、動詞、名詞にとどまらず、「表現性」「表現する力」を視野に入れる

ことで、明らかにしていかなければならない。最後に、「連用形名詞による表現性」につい

て言えば、「和語」であるという性質を見逃すわけにはいかない。採集した用例をみると、



 

 

ほとんどが趣味や毎日のちょっとした出来事、観光施設のレビュー等、日常生活に密接した

テーマが多くみられる。このような文章には連用形名詞がとても馴染んでいるように見ら

れ、どこか庶民的で親しみを感じさせる印象を受ける。つまり、連用形名詞には和語から醸

し出される親近感や分かりやすさ、柔らかさ、時には素朴さが備わっていることから、時代

遅れどころか時代と共にどんどん新たな場面に使用されていくように思われる。 

本稿の結論として強調されるべき点は、まず、動詞の連用形の名詞化率は実は非常に高い

ということが挙げられる。 そして、連用形名詞は「曖昧さ」「性質・属性を表現する機能」

「和語」という性質を持っていることである。これらの３つの性質については、今後も引き

続き様々な観点から研究を深めていかなければならない。 

  



 

 

Demonstration of Renyoukei-derived Nouns 

 

 This paper aims to clarify two issues: Firstly, Reviewing the rate of nominalization of 

Renyoukei; and Secondly, necessary conditions for the nominalization of Renyoukei. The 

subject of the research is 56 verbs whose Renyoukei-derived Nouns are not familiar to 

Japanese native speakers. Examples of those Renyoukei-derived Nouns are collected from 

blog and internet sites. The collected examples were analyzed from three perspectives: (I) 

"perspective of pragmatics", (II) "perspective of syntax" and (III) "perspective of 

meaning".Analytic result has showed that 55 verbs out of 56 target verbs have example that 

Renyoukei can be used as noun. Therefore, it can be concluded that the rate of 

nominalization of Renyoukei is very high. 

Regarding the analytic result of Renyoukei-derived nouns on those 3 perspectives: firstly, 

from the perspective of pragmatics. Renyoukei-derived Nouns are tended to be used as 

terms in specific terms, which are divided into 4 types:  (a) "Fellow language", (b) "Name of 

function of machine etc", (c) "Name of process of manufacturing", (d) "Name of action of 

sports". Base on the perspective of pragmatics, this paper focus on finding the reason why 

when Renyoukei is used as terms in specific fields; it is easier to be nominalized. One of the 

reasons that makes Renyoukei hardly to be nominalized is that they cannot became nouns 

without action owner and objects. However, on using as terms in specific fields, the 

nominization of the repeated action is easier because those actions are repeated many times, 

both speaker and listener understand that who performs that action and what is the object of 

that (action owner and object have already been defined) . Besides, in specifc fields such as 

(d) "Name of action of sports", action itself is paid more attention than the action owner /object. 

Thus, in some specific fields, the nominalization of Renyoukei can be made.  

Next, from the perspective of syntax, on statistics on linguistics particles of Renyoukei 

from examples, this paper analyzed the combination and sentence structure accounting for 

the largest number as follows: 

(1) The Combination  “~ +  no + Renyoukei -derived Nouns  ” 

(2) Sentence structure “Renyoukei - derived Nouns  + ga + Adjective”  

(3) Sentence structure “Renyoukei - derived Nouns  + wo+ suru/yaru/okonau”  



 

 

 

In the case of (1) The Combination “~ +  no + Renyoukei”, there are many words that can 

be used in the place of “~”, including adverbial nouns or numeral. Because of those words, 

the meaning of Renyoukei -derived Nouns become more specifically. In other words, due to 

the combination “~ + no + Renyoukei -derived Nouns”, Renyoukei can be easily nominalized 

and still provide full meaning as in the case of the compound word of Renyoukei -derived 

Nouns. It is the reason why the rate of nominalization of Renyoukei when used with the 

Combination  “~ + no + Renyoukei-derived Nouns” is very high. With the sentence structure 

(2) “ Renyoukei-derived Nouns + ga + Adjective”, I analyzed the case of Renyoukei form of 

transitive verb and Renyoukei form of intransitive verb. In case of fransitive verb, this 

sentence structure is effective to avoid specifying the man who did the action. That is, the 

use of Renyoukei-derived Nouns in this sentence structure can help evaluate actions without 

mentioning the intention of the man who did the action. Because of this, this sentence 

structure is often used in making negative evaluations. In case of intransitive verb, this 

sentence structure perform a function to represent an attribute of something.In the case of 

Sentence structure (3) “Renyoukei-derived Nouns+wo + suru/yaru/okonau”, Renyoukei-

derived Nouns are used in four main following case: (3-1) When you want to describe a 

particular action and (3-2) When you want to represent an attribute of something, (3-3) When 

you want to say that the action is one step of a series of task and (3-4) When the Renyoukei 

derived Nouns are already used as a term expressing the meaning “method” “process” of 

action in a specific field. 

Finally (III)  From the perspective of meaning, I used the method “Replacement” to 

compare Renyoukei-derived Nouns to other nouns. The result shows 03 distinguished 

features of Renyoukei-derived Nouns : ① "Ambiguity", ② " Familiarity” and ③ "Flexibility of 

response to the change of times". Because of the Ambiguity, readers can explain in their own 

way that Renyoukei-noun refers to the method or result of the other side of the action. 

Besides, different from format Kango Nouns and from Katakana with a modern and stylish 

impression, Renyoukei-derived Nouns with features of Wa-go (purely Japanese word) are 

familiar to Japanese people, and are suitable to be used for sharing posts on daily life.   



 

 

Conclusion for the whole article, firstly the rate of nominalization of Renyoukei is very 

high; Secondly, from those 03 perspectives (I) "perspective of pragmatics", (II) "perspective 

of syntax" and (III) "perspective of meaning", it can be concluded that there are 3 

distinguished features of Renyoukei-derived nouns: (1) "Ambiguity": ambiguity leads to no 

bad affection from negative evaluation, ambiguity leads to self-explanation from readers, 

therefore leads to wide using. (2) Attribute representing: being shown on 02 sentence 

structures: “Renyoukei - derived Nouns  + wo+ suru” and “Renyoukei - derived Nouns  + 

ga + Adjective”. it therefore can be shown that the demonstration of Renyoukei-derived nouns 

are much better than that of nouns and verbs, those features should be researched more in 

the future studies. The last distinguished feature of Renyoukei-derived nouns is “WAGO” – 

purely Japanese words. Renyoukei-derived nouns are familiar to daily life, easy to 

understand, simple and reliable. It can be certain that Renyoukei-derived noun using will not 

be faded but more favorable, not only in the present but also in the future. 
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第 1 章  

研究の背景と研究の目的 

 

1.1．研究の目的 

 活用形の一つである動詞連用形には用言を修飾する他、名詞として使用されるという機能がある。日本

語には、「動き」や「帰り」など動詞連用形がそのまま名詞になることが多く、また、「焼きそば」や「貼

り紙」のように、動詞の連用形が体言と結合して、一つの名詞になることも少なくない。しかしながら、

日本語母語話者による「名詞化できる/名詞化できない」という判断基準は、個人個人の主観的ニュアンス

によることが多い。そのせいか、この特徴については、日本語教育において、初級レベルはいうまでもな

く、中上級レベルの教育においても言及されることがないと言っても過言ではない。そのため、学習者は

動詞の派生形としてではなく、一つ一つの連用形名詞を覚えていくしかないのである。 

 

 しかし、実際、連用形が名詞として使用されるケースは丸ごと暗記できないほど多く存在するといえる。

数多くの連用形名詞に対してひたすら暗記するだけでは学習者にとってかなりの負担となる上、また連用

形の名詞化に関する原則を知らないため、積極的には連用形名詞を使用しようとしない恐れがある。日本

語学習者の中で、ただ受動的に聞いて理解するだけではなく、自ら連用形を名詞として使いたいと思って

いるが使えない学習者は少なくないに違いない。 

 

 なぜ日本語母語話者同士の間でも連用形の名詞化について判断基準にズレがあるのだろうか。連用形の

名詞化を可能にする条件とは一体なんであろうか。本研究は動詞連用形の名詞化を可能にする条件、環境

の解明を目的としている。 それを明らかにすることにより、日本語学習者に連用形についてより深く理

解してもらい、自ら連用形名詞を使ってもらえるよう貢献したい。 

 

 動詞連用形から形成された名詞は、「連用形由来名詞」や「転成名詞」、「連用形名詞」など、様々な

呼び名があるが、本稿は西尾（1961）に従って、「連用形名詞」と呼ぶことにする。また、上記から分か

るように、本稿の対象となるのは動詞連用形で、形容詞や形容動詞の連用形は考察の対象外とする。 
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1.2 連用形名詞に関する先行研究 

1.2.1 連用形名詞の定義と分類について 

 連用形名詞について、西尾（1961）は「連用形名詞とは、現代日本の共通語で用いられる名詞のうち、

動詞連用形から成り立ち、あるいは動詞連用形を含むもので、しかも、普通の言語意識において、特別の

知識なしに、多少の反省意識が働けばその語構造を把握しうるもの」と述べている。連用形名詞は動詞活

用形の一つである連用形から成り立ったもので、「動き」や「休み」のように、動詞連用形のみから成り

立ったものもあれば、「卵焼き」や「貼り紙」のように動詞連用形と他の要素を含むものもある。 

 

 西尾（1961）は、動詞の連用形を含んでいるさまざまな名詞を次のように形式的に分類した。まず、連

用形名詞を1.「動詞連用形だけで成り立っている名詞」と2.「動詞連用形を含んでいる名詞」という大き

く2種類に分けており、また1.をA,B,C,Dに、2.をEとFに下位分類している。 

 

 1.「動詞連用形だけで成り立っている名詞」とは「休み」や「動き」のように、動詞連用形が単独で成

り立っている名詞のことを示し、その中で更にA,B,C,Dの4グループに分類した。Aグループに属するも

のは単一の連用形から成り立っている名詞で、普通の言葉意識においてはそれ以上分かつことのできない、

最も単純な形のものである。例として「遊び」や「悩み」などが挙げられる。また、Bグループの連用形名

詞とは連用形二つ(以上)で成り立っているもので、「受け入れ」や「組み立て」などがその典型的な例で

ある。なおBは複合動詞（受け入れる、組み立てるなど）の連用形と見るべきものである。一方、Cグル

ープの連用形名詞もBと同じく連用形二つ(以上)で成り立っているものであるが、Bグループとは異なり、

対応する複合動詞は現在普通には使われていないタイプのものである。例として「売れ行き」や「切り売

り」などが挙げられる。これらの連用形名詞に対応する複合動詞（売れ行く、切り売る）は、現在、ほと

んど聞かれない表現だと思われる。最後に、D グループの連用形名詞も連用形二つで成り立っているもの

で、かつ対比的な概念を表す動詞連用形が並立関係にあるものを示す。例えば、「浮き沈み」「貸し借り」

などである。 

 

 2.「動詞連用形を含んでいる名詞」の種類には、動詞連用形が下位成分として含んでいるもの（E）と、

動詞連用形が上位成分として含んでいるもの（F）がある。Eの用例として「卵焼き」や「ねじ回し」など

があり、Fの用例には「貼り紙」や「焼きそば」などがある。西尾（1961）の分類をまとめると、以下の表

のようになる。 
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表1 動詞連用形の分類について 

種類 特徴 例 

1.動詞連用

形だけで成

り立ってい

る名詞 

A 単一の連用形から成り立っている名詞で、普通

の言葉意識においてはそれ以上分かつことの

できない、最も単純な形のもの。 

感じ、動き、遊び 

B 連用形二つ(以上)で成り立っているもので、対

応する複合動詞があるもの。 

受け入れ、申し込み、組み立て 

cf.受け入れる、申し込む、組み立て

る 

C 連用形二つ(以上)で成り立っているものであ

るが、対応する複合動詞は現在、普通に使われ

ないもの。 

売れ行き、立ち読み、切り売り 

cf.＊売れ行く、＊立ち読む、 ＊切

り売る 

D 対比的な概念を表す動詞の連用形二つが並立

関係にあるもの。 

売り買い、貸し借り、浮き沈み 

2.動詞連用

形を含んで

いる名詞 

E 動詞連用形を含んでいる名詞で、動詞の連用形

が下位成分であるもの。 

卵焼き、ねじ回し、雪どけ 

F 動詞連用形を含んでいる名詞で、動詞の連用形

が上位成分であるもの。 

貼り紙、焼きそば、届け先 

 

 西尾(1961)による分類は連用形名詞の語構成について網羅しているものだと思われる。1.動詞連用形だ

けで成り立っている名詞のAは「単独の連用形名詞」「単純動詞の連用形名詞」とも呼ばれる。 

 

1.2.2. 動詞連用形の名詞化に関する各観点からの研究 

①意味分類の観点 

連用形の名詞化を扱った研究にはさまざまな観点からのものがあるが、その中の多くは名詞化した後の

連用形に対して意味分類を行っているものである（西尾1961、山本1993、玉村1970、金2003等）。分類

方法はそれぞれの論文で多少異なるが、連用形名詞の成立条件の解明に繋がる論文は、管見の限り見当た

らない。意味分類の観点による研究の一例として、金（2003）が挙げられる。 
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 金（2003）は、西尾（1961）と玉村（1970）の意味分類を参考にして連用形名詞の意味を「1.動作・作

用など」、「2.動作・作用の行われる場所」、「3.動作・作用の行われる時間」、「4.動作・作用の所産」、

「5.動作・作用の道具・手段」、「6.動作・作用の主体」という6種類に分けた。更に1を「①動作・作

用そのもの、②動作･作用の内容、③動作・作用のありさま・方法・程度・具合・感じなど」、また6を「①

主体が人である場合、②主体が人以外である場合」に下位分類した。分類した後、連用形名詞コーパスか

らどの意味を有する連用形名詞が最も多く用いられるかについて統計を出している。しかし、金(2003)も

述べているように、連用形には一つだけの意味になる語ばかりではなく、文脈により二つ・三つの意味を

持ち合わせている語もかなり多いという問題点がある。動詞連用形の意味というのは、おかれる文脈によ

ってかなり異なる場合が多い。それにもかかわらず、今までの多くの先行研究では文脈との関係に触れず、

個々の連用形名詞の意味分類を行って、幾つかの意味グループに分けてきた。また、連用形名詞の研究に

ついて「どの動詞の連用形が名詞化できるか」という問題は常に取り上げられる重要な問題であるが、連

用形名詞の意味分類はこの問題の解明には役立たないのではないかと思われる。実際、金（2003）の研究

でも、「どの動詞の連用形が名詞化できるか」という問題の解明を目的としているが、当該論文をみても、

動詞の意味分類はこの問題の解明に繋がっていないといえる。 

 

② 形態論的な観点 

 他には、動詞連用形の名詞化について形態論的な考察を行っている論文がある（（田川、2005）、（山

橋、2009））。山橋(2009)は連用形から成り立った名詞を転成名詞と呼び、「焦げ」や「錆び」などの母

音動詞由来の名詞と「動き」や「叩き」のような子音動詞由来の名詞の性質の相違点について形態論の観

点から分析を行った。その分析は以下の通りである。 

 

 単語の構成要素は基本的に実質的意味概念を有する形態素と機能的意味を有する形態素に分けられる。

「語基」は実質的な意味概念を有する形態素である一方、時制の「―る/－た」及び主格の「―が」は機能

的意味を有する形態素であり、単独に用いられることがないので拘束形態素つまり接辞である（森岡健二

1994他）。例えば「鳥」の語基は‘tori’であり、主格の「－が」とは結合するが、時制「－る/－た」と

は結合性がない（*tori－ru/ta）。一方、「みる」の語基は‘Mi’であり、主格の「－が」とは結合性は

ないが時制「－る/－た」とは結合性がある。 

 

 山橋(2009)の分析によると、今まで同じ連用形転成名詞と呼ばれているものの中でも、実は母音動詞由

来の名詞と子音由来の名詞は性質が異なるという。具体的には、母音動詞由来の名詞である「さび」の語
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基は‘Sabi’であり、主格の「－が」と結合する。また、語源とされる動詞「さびる」の語基も‘Sabi’

で、時制の「－る/－た」と結合する。 山橋（2009）はE.A.NIDA（1949）による同一形態素の認定原理に

従って、「さび」などの母音動詞由来の名詞の語基は時制の「一る/－た」とも主格の「－が」とも結合性

を持つ同一の形態素（「＋時制、＋主格」の語）であると述べた。 

 

 一方、「動き」の語基は‘ugoki’であり、主格の「－が」とは結合するが、時制の「－る/－た」とは

結合性がない。しかし、語源とされる動詞「動く」の語基は「ugok」で、時制の「－る/－た」とは結合す

るが、主格の「－が」とは結合しない。つまり、「動き」と「動く」は当該の両接辞との結合性という観

点からは、前者は「鳥」「山」と同様「－時制、＋主格」の特徴を持つ語（語基）であり、後者は「食べ

る」「見る」と同様「＋時制、－主格」の特徴を持つ語として存在する。このことは子音動詞由来とされ

る転成名詞全てに言える。従って、「動き」や「休み」などの子音動詞由来の転成名詞は全てこれまで語

源とされてきた動詞「動く」「休む」とは異なる別の語として存在しているということである。この分析

により、転成名詞という概念がなくなり、当然それに従う連用形から名詞への転成の問題も解決されたと

いう。また、山橋（2009）は前者の「＋時制、＋主格」の語を80余り集め、それらをさらに（A）可視的

なものと（B）可視的でないものに下位分類した。そして（A）の可視的なもの（20語余り）に焦点を当て

て、その意味的特徴を明らかにし、「焦げ」や「黴」などを含む（A）の語は、平常時には存在しないもの

であり、状態変化の結果産物として必然的に存在するようになるものを指すという結論に至った。 

 

 山橋（2009）は形態論の観点から今までと異なった見解で動詞連用形の名詞化を論じているが、「＋時

制、＋主格」の語の80余の用例を集めて、「可視的なもの」と「可視的でないもの」という2種類に分け

たのにもかかわらず、なぜたった20余りの少数派の「可視的なもの」の特徴にだけ焦点をあてたのかは説

明していない。もっとも、山橋(2009)も述べているように、この論説に従えば「品詞論の出発点とされ、

言語に普遍的とされる名詞と動詞との区分の意義は曖昧になる」という最大の弱点がある。 

 

③位相語の観点 

 この他に、連用形名詞を位相語としての観点から分析する論文もある（（金、2003）（陳、2006)）。例

えば、陳(2006)は「切り」と「切れ」という具体的な連用形名詞を対象に時代と共にそれらの連用形名詞

の使用がどう変化していくかを分析した。具体的には、『日葡辞書』に見られる「切り」（婦人専用語）

という連用形名詞を取り上げて、現代語における「切り」と「切れ」との意味の変化及び位相の変容を中

心に見てきた。「切り」は「切る」の連用形の名詞化したもので、「切ること。断つこと。限ること。段
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落をつけること」という意味から、広い意味を持つようになった。具体的に、「切り」は「切断。区切り」

の意味から、「最後の部分」を意味することになり、芸能用語や職業用語など、様々な分野の専門用語と

して用いられていることが分かったという。一方、「切れる」の連用形名詞「切れ」は本来の「鋭さ、鋭

利」の意味から、さらに意味が広がり、「キレがいい」という慣用的な用法が定着しつつあると述べてい

る。つまり、婦人専用語（位相語）として使用された「切り」と「切れ」の観察から、位相語も時代の変

化とともに一般語との間に流出、流入の現象が絶えず行われると結論づけた。 

 

 連用形名詞を位相語の観点から分析しようとする着眼点は興味深いが、ただこれらの研究は連用形名詞

が位相語として使用される実態を取り上げるだけで、なぜその傾向があるのかは明らかにしていない。上

記の陳（2006）もその一つで、ある具体的な位相語としての連用形名詞の通時的な意味変化を述べている

だけで、なぜ位相語として連用形名詞が好まれるのかについては言及していない。 

 

 上述したように、連用形名詞については意味分類の観点や形態論の観点、位相語の観点などから取り扱

われてきた。これらの先行研究における問題提起をみると、「どの動詞連用形が名詞化できるか」という

問題について解決したいという姿勢は多少みられるが、その殆どが未解決のままである。その一方で、動

詞連用形の名詞化について真っ向から論じる論文が僅かながら存在する。その代表的な研究として、西尾

（1961）やShen Chen（2013）、沈 晨（2013 ）が挙げられる。 

 

西尾（1961） 

 どの動詞連用形が名詞になれるかについて、西尾（1961）の分析では、(1)すべての動詞が名詞になれる

わけではなく、動詞連用形のうち、名詞になれるものは3割～４割しかない。(2)特に、動詞連用形が「立

ち」や「動き」など単独の形でよりも、「吸い殻」「受付」のような複合的な形において、名詞化しやす

い、とされている。  

 

 西尾（1961）以降の先行研究において、様々な角度から連用形名詞が分析されているにも拘わらず、以

上の（1）と（2）の2点については皆同じ見解を持っていることが伺えた。実際、陳（2003）では、西尾

（1961）の指摘(2)を裏付けるデータを示している。陳（2003）は、『日本語教育のための基本語彙調査』

の語彙表にある和語単純動詞734語について、その連用形が『学研国語大辞典』で名詞として扱われてい

るかどうかを基準に、Ａ類（連用形が名詞化するもの、449語）とＢ類（連用形が名詞化しないもの、285

語）とに分けている。また、複合名詞の造語成分となり得るかどうかという調査も行い、Ａ類、Ｂ類それ
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ぞれ、上位成分になり得るもの・下位成分になり得るもの・どちらにもなるもの・どちらにもならないも

のに分類している。陳（2003）が集めた734の和語動詞のうち、連用形が単独で名詞化できる動詞の比率

は約 61％であるのに対し、連用形が造語成分として複合名詞の前項あるいは後項になる動詞の比率は約

71％であったという。  

 

 陳（2003)などから動詞連用形が単独の形よりも複合語の形である場合のほうが名詞化しやすいことが

明らかになった。しかし、動詞連用形のうち、名詞になれるものは3割～４割しかないというデータにつ

いては本当にそうだろうか。実際、先ほども言及したように、上記の陳（2003)において、連用形が単独で

名詞化できる動詞の比率は約 61％であると述べている。61%という数字と、「動詞連用形のうち、名詞に

なれるものは3割～４割」という今までのデータと比べるとかなりの差である。また、先行研究をみると、

西尾（1961）による「3割～4割程度しか名詞化できない」という指摘は、それ以降の先行研究にもよく引

用されている（金（2003）、Shen Chen（2013））。しかし、実際、西尾（1961）は「なお、動詞の側から

見て、もろもろの動詞のうち、どれだけが連用形名詞を成立させているか、また成立させうるかという調

査も志しているが、まだ信頼すべき結果は得ていない」と述べている。西尾（1961）は自分の論文の中で、

三宅（1950）の調査を紹介し、次のように引用した。 

 

「－、基本動詞の名詞化。動詞の連用形は一に名詞形とも呼ばれて、それは直ちに名詞としても用ゐ

られることになってゐるが、それはあくまでも原則としてのことであって、実際には動詞の連用形が

悉く名詞化するといふわけのものではない。現に基本動詞約二〇〇〇語（この数字は偶然の結果であ

って単に大数を示したものではない）（内非口語的のもの約一八三語）のうち、名詞化するものは約

四八二語（内非口語的のもの約二四語）である。その百分比は二四・一にあたる。」 

 

以上の引用から、西尾（1961）は三宅（1950）のデータを参考にして、この3割～4割という数字を出し

ていると思われる。三宅（1950）や西尾(1961)の時代ではITなどの技術が発達していなかったため、統計

には、人的な作業が必要であった。そのため、西尾(1961)の名詞化率は当時の西尾のコーパスから言えば

妥当な数字かもしれないが、何十年も後の研究においても、西尾（1961）のデータをそのまま引用するこ

とにはやはり疑問を感じる。現に、具体的にその動詞全体の中で名詞化できるという3割～4割の動詞は

どのような動詞であるのかを指摘している研究がない。この疑問については2.3の節で詳しく述べたい。 
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Shen Chen(2013) 

 Shen Chen (2013)は、連用形名詞と呼ばれるものの中には、実際使用される時に普通名詞と同じように

使われるものもあれば、たくさんの文法上の制限があるものもあることを指摘した。Shen Chen (2013) は

コーパスを利用して、連用形名詞の使用実態を調査し、連用形名詞とそれが置かれる文脈との関係などを

規準にそれぞれタイプ1、タイプ2、タイプ3の3段階に分けた。 

 

タイプ1とは自立タイプで、連用形名詞のうち、「ガ格」「二格」「ヲ格」「デ格」など、様々な格に

たつことができ、機能的に普通名詞と似ているタイプである。 

タイプ2とは特定文脈のサポートを必要とする「構文補助タイプ」というタイプで、このタイプはさら

にA,B,Cのいくつかの種類に分けられる。 

 A：「主体＋の～」構文が必要なもの 

 B：「（は/の）～が･･･」「様態」構文が必要なもの 

 C：イディオム 

タイプ3とは内項・付加詞複合語タイプである。このタイプに属する連用形はタイプ1のように自立して

おらず、またタイプ2のような、「主体＋の～」構文や「（は/の）～が･･･」構文などに入れても名詞化

できない。例えば、「編む」の連用形である「編み」は単独で名詞化できない上、B：『「名詞（は/の）

動詞連用形」＋が＋「様態～」』構文の構文に入れれば、「編みがいい」（？）という意味が曖昧な組み

合わせになる。「編み」は他の要素と結合して「毛糸編み」などの複合語になれば名詞化できる。つまり、

タイプ 3 の連用形は名詞などの要素と結合して複合語になってはじめて名詞化できるという。Shen 

Chen(2013)の分類とそれぞれのタイプの用例をまとめると以下のようになる。 
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表2 連用形名詞の自立段階について 

種類 定義 用例 

自立タイプ 「ガ格」「ヲ格」「デ格」「ニ格」など、様々

な格にたつことができ、機能的に普通名詞と

同様の語 

「遊び」や「騒ぎ」など 

構文補助タイプ 以下のような特定文脈の助けを必要とする語 

A：「主体＋の～」構文 

B：『「名詞（は/の）動詞連用形」＋が＋「様

態～」』構文 

C：イディオム 

A:「反戦運動の高まり」 

 「身長の伸び」 

B:「腐りが早い」 

 「滑りがいい」 

C：「押さえが利かない」 

  「泣きを入れる」 

内項・付加詞複合

語タイプ 

必ず複合語形式で名詞化を要求する語 募金集め 

毛糸編み 

穴埋め 

 

沈 晨（2013） 

 Shen Chen(2013)は連用形名詞の自立性の問題を上記のように一つの連続線と見なした。連用形の名詞

化と動詞の関係についても、まずは動詞に着目して、動詞の性質からその関係を連続線上で捉えたいと述

べている。その結果、沈 晨（2013）では、動詞を他動詞と自動詞に二分するのではなく、一つの連続線上

で論じる他動性という概念に着目した。沈 晨（2013）による他動性と連用形の名詞化に関係について述べ

るまえに、「他動性」とは何かを述べておきたい。 

 

 動詞を他動詞と自動詞に二分する典型的なカテゴリー化と違って、Hopper and Thompson (1980)は他動

詞と自動詞は連続体をなし、他動詞は度合い・程度の高低によって、他動性の連続体上に様々な節(clause)

が並べられると考え、その度合い・程度を測るために他動性を設置した。他動性とは自動詞文･自動詞節と

の関係も含めて、他動詞文･他動詞節に関する言語一般を目指すものである。Hopper and Thompson (1980)

が提案する他動性のプロトタイプの特徴づけについては「A. Participants(参加者)、B．Kinesis(動作性)、

C.Aspect（アスペクト）、D.Punctualiy(瞬時性)、E.Volitionality（意図性）、F.Affirmation（肯定）、

G.Mode(ムード)、H.Agency(動作主性)、I.Affectedness of O（目的語への影響性）、J.Individuation of 

O（目的語の個別化）」という10の要素から成る。 
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 Hopper and Thompson (1980)による上記の10のパラメータについて、沈 晨（2013）では、C.アスペク

ト、F.肯定、G.ムード及び J.目的語の個別化は文全体レベルであって、動詞自体の意味に関係ないので、

検討の対象から外されている。残りのパラメータについて分析した結果、A.参加者とE.意図性、H.動作主

性については名詞化との相関がみられない。一方、B.動作性、D.瞬時性、I.目的語への影響性が大いに名

詞化に関係するという結論を出した。B,D,I それぞれのパラメータとは具体的にどのようなものか、また

それらのパラメータと連用形の名詞化の間に具体的にどのような相関関係が見られるのか見てみよう。 

 

 まず、B.動作性に関して、沈 晨（2013）は「目にみえる動作が発生しているかどうか」という問題を判

断基準として、データと照らし合わせ、分析した。その判断基準により、「祈る」や「喜ぶ」のように、

心理・感情を表す語は内的状態であり、動作性がもっとも弱いとされる語は「－動作性」の語と名付けら

れ、「その類の動詞の連用形はほとんど自立タイプに入り、複合語の支えを必要としない」と述べている。

一方、「押す」や「たたく」など、動作性が強い語（「＋動作性」の語）は自立タイプが少なく、多くは

複合語か構文補助の形式で名詞化される。さらに「答える」や「誘う」のように、人間の認識活動・表現

活動・言語活動動詞というのは「＋動作性」の動詞と「－動作性」の動詞の中間に位置するように思われ

るため、この類の動詞の多くは名詞化でき、一部は複合語形式で名詞化されるという。 

 

 D.瞬時性について、「動作が瞬時に完成するかどうか」ということを判断基準にして、「遊ぶ」や「育

つ」など、動作が完了するまでに一定の時間が必要な動詞（つまり「－瞬時性」の語）は単独形式で名詞

化されやすいと述べている。一方、「たたく」や「刺す」など、動作の始まりと終わりに明確な時間的存

続が感じられない動詞（つまり、「＋瞬時性」の語）は複合形式での名詞化が要請されるという。 

 

 最後のI．目的語への影響性に関しては、「喜ぶ」や「祈る」など、感情・心理のような、対象物にほと

んど影響を与えない動詞（つまり、「－影響性」の語）は名詞化されやすいと述べている。それに対して、

「刈る」や「消す」など、対象物に形態・位置変化をもたらす語（つまり、「＋影響性」の語）は、特定

の構文の支えを要求するか、複合形式での名詞化が多く見られる。また、「答える」や「誘う」のように、

人間の認識活動・表現活動・言語活動動詞など、「＋影響性」の動詞と「－影響性」の動詞の中間に位置

する動詞は自立形式で名詞化されやすいという。 

 

 3 つのパラメータと連用形の名詞化との相関関係をまとめると、B.動作性、D.瞬時性、I.目的語への影

響性の3つとも(－)の場合、動詞の連用形が最も単独で名詞化しやすい。その例として、「喜ぶ」や「願
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う」が挙げられる。一方、B.動作性、D.瞬時性、I.影響性の3つとも(＋)の場合、つまり、働きかけの力

(動作性・瞬時性・影響性)が強い場合は、動詞の連用形が単独の形で名詞化しにくく、ほとんど複合語の

形で名詞化される。例として「入れる」や「置く」などがある。表にまとめると、次のようになる。 

 

表3 自動性のパラメータと名詞化の関係（沈 晨、2013） 

 喜ぶ 調べる 乾く 作り 叩く 入れる 

影響性 － － ＋ ＋ － ＋ 

動作性 － ＋ － ＋ ＋ ＋ 

瞬時性 － － － － ＋ ＋ 

名詞化 

パターン 

 

自立 

 

構文補助 

 

複合語 

    

名詞化という操作は、動詞がもつ意味構造(行為連鎖)の全体あるいは一部分を切り取って、デキゴトまた

はモノという名詞の概念に変えることである(影山、1999)。その理論に基づいて、沈 晨（2013）は分析し

た結果を更に動詞の語彙概念構造と照らし合わせて、名詞化の難易をより分析した。沈 晨（2013）の分析

に入る前に、動詞の語彙概念構造とは何かについて、述べておこう。 

 

 語彙概念構造(Lexical Conceptual Structure, LCS)あるいは概念構造（Conceptual Structure）とは、

動詞が表す概念的な意味を抽象的な述語概念で表示した構造である。これは意味理論の一つで、動詞の概

念的意味を明確に表示し、統語構造と意味構造との関係の明確化を目的としている。語彙概念構造の基本

形は以下の4つである。 
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表４ 語彙概念構造の基本形 

語彙概念構造の基本形 公式 例 

A 状態 状態（State）（アル型） 

  [ [ ]y BE AT- [ ]z] 

ある、いる 

 

B.状態変化（動き） 

（ナル型） 

 

１．変化（change） 

 [BECOME [ [  ]y  BE  AT - [   ]z ] ] 

太る、疲れる 

２．移動（motion） 

  [ [ ]y MOVE [Path]z ] 

到着する、出発する 

C.継続活動（スル型） 

自動詞と他動詞を含む 

 

 [ [ ]x ACT  ON - [ ]y] 

自動詞：働く、降る 

他動詞（接触・打撃動詞）：蹴

る、誉める。 

D.使役（使役他動詞）

（causation） 

[[ ]x CAUSE[BECOME[[ ]y BE AT - 

[ ]z]]] 

壊す、沸かす 

  

上記のA,B,C,Dの構造を見比べると、A,B,Cが基本的な意味タイプを構成し、使役他動詞（D）は継続活動

（C）と状態変化・位置変化（B）を使役関係（つまり、コントロールの作用）で結び付けたものであるこ

とが分かる。状態（A）と状態変化（B）は人間や外的原因が関与しない自然発生的な出来事ないし状態を

意味している。一方、継続活動（C）は、多くの場合、そのエネルギーは動作主によって行使される。A, B、

Cを合体したものが使役構造（D）である。使役構造では、使役作用となる活動が先にあり、その結果、何

らかの状態変化がもたらされるから、使役作用の部分が上位事象（Supper-Event）であり、それによって

もたらされる結果の部分は下位事象（sub－Event）である。 

 

  



13 

 

図1．語彙概念構造図（D構造） 

 

 

               

 

 

               

 

 

 

                            

                                                                                                               

 

 

 

この構造では、使役事象が左側（ACT）、結果事象が右側に並べられている。これは上位事象＋下位事象と

の時間的流れを捉えている。上位事象の部分には継続活動（C）が入り、下位事象の部分には（A,B）の状

態ないし状態変化の構造が入る。つまり、状態（A）と状態変化（B）は下位事象だけからなる構造であり、

逆に継続活動（C）は上位事象だけで下位事象を持たない構造だということになる。一方、使役他動詞（達

成動詞）は上位事象と下位事象の両方を表すものである。 

 

  沈 晨(2013)はコーパスの動詞と語彙概念構造を照らし合わせて、次のような結論に至った。まず、

「祈る」や「調べる」など、「+/-動作性」「－影響性」「－瞬時性」の動詞は継続活動の動詞（上位事象）

で、これらの動詞は連用形が自立形式で名詞化するケースが多い。また、「濡れる」や「乾く」など、「－

動作性」「＋影響性」「＋瞬時性」の動詞は変化の過程や結果を表す動詞で、語彙概念構造では「下位事

象」にあたる。これらの動詞は概念的に自立しておらず、複合語の名詞化を要求する。さらに、「置く」

や「入れる」などの「＋動作性」「＋影響性」「＋瞬時性」の動詞は語彙概念構造の全体を有するもので

ある。つまり、「上位事象＋下位事象」の公式を有する動詞で、この類の動詞は他動性が強く、働きかけ

の力と対象物が緊密な関係があり、働きかけの力として依存的であるため、名詞化しようとすると複合語

での名詞化を要求する。結論として、働きかけの力(動作性・瞬時性・影響性)が強ければ、動作・行為と

上位事象 下位事象 

達成（accomplishment） 

ACT 

CONTROL 

BECOME STATE 

活動

（activity 

到達

(achievement) 

BE 

状態(state) 
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対象物の関係がより強い力で結ばれ、行為連鎖から切り取る(名詞化する)際、動作・行為の程度・具合な

どを明記するか、対象物と一緒に切り取るか、といったことが要求される。言語表現では、特定構文を必

要とするか、項との複合が求められると考えられる。 

 

 以上の分析を経て、沈 晨(2013)は次のように名詞化の難易度をつけた。なお、以下の公式は、左へ行く

ほど名詞化しやすく、右へ行くほど名詞化しにくいことを表す。 

 

     上位事象＞下位事象＞上位事象＋下位事象 

 

 上記のように、A(状態動詞)とB（状態変化動詞）は下位事象のみからなる構造で、C（継続活動動詞）は

上位事象だけで下位事象を持たない構造であり、D（使役他動詞）は上位事象と下位事象の両方を受け持つ

構造である。これに沈晨（2013）の分析を合わせてみると、連用形の名詞化難易度は以下のようになると

考えられる。 

 

    活動動詞 ＞ 状態動詞・状態変化動詞 ＞ 使役他動詞 

 

  

要するに、単独で最も名詞化しやすい動詞は活動動詞で、その次は状態動詞と状態変化動詞であり、使

役他動詞は最も単独で名詞化しにくい動詞だということになる。また、沈晨（2013）では、「－瞬時性」に

なると名詞化しやすくなるという。 

 Shen Chen (2013)及び沈 晨（2013）の研究によって、同じ連用形名詞と呼ばれるものの中でも、名詞化

のしやすさに段階があり、どの動詞類がどの段階にあるかということがある程度明らかになった。しかし

ながら、実際、インターネットで調べたたところ、最も名詞化しにくいと判断された「上位事象＋下位事

象」を持つ動詞の連用形でも名詞として使用される用例が非常に多い。これが何を意味するかについて、

1.3の問題点でより詳しく述べたい。 

 

  

名詞化しやすい 名詞化しにくい 
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1.3 問題点 

 先行研究では、動詞連用形の名詞化については、多少の見解はあるものの、次のような疑問が残るので

はないだろうか。第一に連用形が名詞化できる比率は本当にそんなに低いのかということである。西尾

（1961）による「3割～4割程度しか名詞化できない」という指摘は、それ以降の先行研究にもよく引用さ

れている（金（2003）、Shen Chen（2013））。また、西尾（1961）は三宅（1950）を参考にして、この3

割～4割という数字を出していると思われる。西尾(1961)の時代ではITなどの技術が発達していなかった

ため、統計には、人的な作業が必要であった。そのため、西尾(1961)の名詞化率は当時の西尾のコーパス

から言えば妥当な数字かもしれないが、何十年も後の研究においても、西尾（1961）のデータをそのまま

引用することにはやはり疑問を感じる。現に、その名詞化できるという3割～4割の動詞は、具体的にど

のような動詞であるのかを指摘している研究がない。実際、コマーシャルやブログなどをみると、先行研

究では名詞化できそうにないとされている動詞連用形であっても、名詞として使われているような印象を

受ける。実際に名詞化できる連用形の比率は3割～4割よりも遥かに高いのではないかと予測される。 

 

 また、Shen Chen (2013)及び沈 晨（2013）の研究によって、同じ連用形名詞と呼ばれるものの中で、異

なる自立のパターンがあること、またどの動詞の連用形がどのパターンで名詞化しやすいかということが

ある程度明らかになった。しかし、単独で最も名詞化しにくいとされた動詞でも、「散らす」の連用形で

ある「チラシ」のように名詞化できる用例がかなり存在する。沈晨（2013）は動詞の語彙概念構造だけを

判断基準としているが、例外が多く存在するということから、沈晨（2013）の判断基準以外にも連用形の

名詞化を可能にする条件が存在するのではないかと考えられる。 

 

 最後に、Shen Chen(2013)も含め、今までの先行研究は新聞などから用例を採集して分析するのが主流で

あった。わずかながら、中道(2004)がインターネットの検索により、「食べ」や「起き」など、今まで名

詞化できないとされてきた動詞が名詞として使われている場合について論じているが、それは事実を指摘

する段階に留まっている。西尾(1961)が指摘しているように、漢語と比べ、連用形名詞は家庭生活など衣

食住に直結した場面で使用される場合が多い。もしそうなら、辞書や新聞などは連用形名詞が使用される

典型的な環境とはいえず、そこにある連用形名詞だけを考察対象にするのでは、連用形名詞の大きな特徴

を見逃してしまう恐れがある。一般的にブログやコマーシャルなどに出てくる連用形名詞の用例は誤用か

言葉の乱れというレッテルを貼られて、研究対象として見られない傾向がある。しかし、そのように誤用

や言葉の乱れとして片付けてしまうと、「連用形名詞」の実像が見えなくなるのではないだろうか。 
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  以上の問題点に対して、本稿では、1．連用形の名詞化率と 2.連用形の成立条件についてより明らか

にしたいと思っている。具体的に、動詞連用形の名詞化率が実際3割～4割よりも遥かに高いのではない

か、また連用形が名詞化できる条件としてどのようなものが存在するかを明確にしたい。この二つの課題

を解き明かすにはどのようなものを対象とし、どのような方法で研究を進めるのかについて、次章で詳し

く述べたい。 
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第 2 章 

研究の対象と手順、用例採集について 

 

第1章で述べたように、本研究の目的は大きく分けて（１）連用形の名詞化率を見直すこと、（２）連

用形名詞の成立条件を明らかにすることという二つである。この2つの目的については連用形名詞に関す

る先行研究でも様々な観点で論じられてきた。まず、連用形の名詞化率については、西尾（1961）による

「3割～4割程度しか名詞化できない」という指摘があるが、それよりも遥かに高いのではないかと予測さ

れる。 

 

 また、今までの先行研究は新聞などから用例を採集して分析するのが主流であったが、西尾(1961)が指

摘しているように、漢語と比べ、連用形名詞は家庭生活など衣食住に直結した場面で使用される場合が多

い。その指摘から、辞書や新聞などのフォーマルな文章よりも一般の感想文や日常の生活を綴る文章など

の方が連用形名詞がよく使用されるのではないかと推測される。今までの研究は辞書や新聞などから用例

採集したものがほとんどであった。しかし、そこにある連用形名詞だけを考察対象にするのでは、連用形

名詞の大きな特徴を見逃してしまう恐れがあるのではないだろうか。そのような判断により、筆者は今ま

で対象とされてこなかったブログやコマーシャルなどに出てくる連用形名詞の用例を対象にすることにし

た。それらの文章に使用される連用形名詞を分析することにより今まで明らかにされてこなかった連用形

名詞の性質を見つけ出し、連用形名詞の全体像をより明確にしたいと考えている。上記の研究の背景と研

究の目的を踏まて、本稿は次のように研究の対象を設定する。 

 

2.1 研究の対象 

 連用形の名詞化を可能にする条件を明らかにするために、今まで対象とされていない不安定な連用形名

詞を対象にして分析する。不安定な連用形名詞とは、辞書の見出しにあったり、新聞などに出てきたりす

る「安定している連用形名詞」ではなく、今までさほど注目されておらず、日本人母語話者のレキシコン

に定着していないような連用形名詞のことである。その不安定な連用形名詞を対象にする理由は以下の通

りである。 

 

①動詞の連用形は全体の3割～4割しか名詞化できないという従来の指摘と異なって、実際は、連用形の

名詞化率が非常に高いのではないか、あるいは、極端にいうとすべての連用形が名詞化できるのではない
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かということを証明したい。そのため、今までずっと名詞化できないと判断されてきた連用形の名詞化事

例を採集して、証明する。 

 

②連用形名詞の成立条件について、より明らかにしたい。今まで連用形名詞の成立条件について Shen 

（2013）等、先行研究では触れられているものの、まだ結論に至っていない。今回筆者は先行研究と違っ

た観点からその成立条件を分析していきたい。具体的には、まず不安定な連用形名詞を採集して、それら

の用例から連用形名詞の成立条件を読み取る。名詞化しにくいとされるものが、実際には大量に名詞化で

きるとなれば、そこには連用形の名詞化を可能にする、今まで発見されていない何かの条件が潜んでいる

に違いないと思われる。以上の二つの目的で、本研究の対象は「不安定な連用形名詞」であるが、どうや

って不安定な連用形名詞を採集できるかについては2.2．で詳しく述べる。 

 

2.2. 用例採集について 

2.2.1用例採集の対象の絞り方 

2.1 で述べたように、考察の対象は不安定な連用形名詞である。ここで、以下のステップを経て対象と

なる連用形名詞の元の動詞を選出する。 

 

ステップ1 

『日本語基本動詞用法辞典』から全ての単純和語動詞を抽出する。 

 

ステップ2 

単純和語動詞の連用形を「安定した連用形名詞」と「それ以外の連用形」に分ける。 

 

ステップ3 

「安定した連用形名詞」となる動詞を除く。 

 

ステップ4 

「それ以外の連用形」を対象とする。 
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初めに『日本語基本動詞用法辞典』から全ての単純和語動詞を抽出する。日本語の動詞は語種の観点から

分析すれば、和語動詞、漢語動詞、外来語動詞のように分けられる。また、サ変動詞を除いて、和語動詞

は単純動詞と複合動詞に分けられる。本稿の研究対象は単独の連用形であるため、まず単純和語動詞を取

り出す。このステップでは、『日本語基本動詞用法辞典』を判断材料として、その見出しに掲載されてい

る動詞のうち、全ての単純和語動詞を抽出する。漢語動詞や複合動詞は、対象外とする。結果として 595

の動詞を選出することができた。そして、ステップ2では、ステップ1で作成した単純和語動詞のリスト

から更に対象を絞るために、「安定した連用形名詞」になる動詞と「安定した連用形名詞」にならない動

詞という2種類に分ける。なお、安定しているか否かという判断については、『日本国語大辞典』におい

て、見出しになっており、かつ解説のところに「連用形の名詞化」か「名」と記述されている動詞連用形

を「安定した連用形名詞」とした。そして、それ以外は「安定した連用形名詞」にならないもの、つまり

「不安定な連用形名詞」として、それを用例採集の対象とする。その結果、56 の「不安定な連用形名詞」

となる動詞がリストアップできた。この56の動詞は以下の表5の通りである。 
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表5 「不安定な連用形名詞」となる動詞一覧 

番号 動詞 番号 動詞 番号 動詞 番号 動詞 

1 開ける 15 失う 29 刺さる 43 逃がす 

2 空ける 16 奪う 30 冷ます 44 臨む 

3 温まる 17 得る 31 覚ます 45 履く 

4 暖める 18 教わる 32 知る 46 離す 

5 温める 19 溺れる 33 吸う 47 放す 

6 改まる 20 傾ける 34 過ごす 48 貼る 

7 現す 21 固める 35 済ます 49 広げる 

8 表す 22 噛む 36 住む 50 ぶつかる 

9 生かす 23 来る 37 食べる 51 ぶつける 

10 致す 24 加わる 38 縮める 52 増やす 

11 傷める 25 蹴る 39 解き 53 殖やす 

12 植える 26 裂く 40 溶き 54 減らす 

13 浮かべる 27 割く 41 溶ける 55 燃やす 

14 動かす 28 避ける 42 届く 56 沸かす 

 

実際、以上の56動詞のほかに、ズボンをはく意味の「穿く」もあるが、「穿く」は常用漢字ではないため、

実際使用される時に靴をはく場合の「履く」の字で代用される場合が多いと推測しているため、今回対象

の動詞から外した。 
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2.2.2グーグル検索エンジンによる用例採集 

 「不安定な連用形名詞」となる動詞を選出した後、それぞれの動詞の連用形が名詞として使われている

かどうかをグーグルの検索エンジンを用いて検索した。前述したように、今までの先行研究では辞書や新

聞によるコーパスを用いることが多かった。しかし、他のコーパスを使えば、連用形の名詞化率は3割～

4割よりも遥かに高いことが予測される。またShen Chen（2013）等は、従来指摘されている連用形の名詞

化の判断基準以外にも何らかの条件が存在しているのではないかということを示唆している。そこで今ま

での先行研究で使用されているコーパスとは異なる、全く新しいコーパスとしてデータが豊富なグーグル

を用いることにした。 

 

 しかし、グーグル検索エンジンを利用して用例採集する際、データが膨大であるという利点の裏に、探

したいデータを絞れないという問題がある。連用形名詞の中でも筆者は最も名詞化しにくいといわれる単

独の連用形の名詞化に注目しており、それだけを対象にしたいため、用例採集の際に、複合語の連用形名

詞の用例を除外しなければならない。例えば、動詞「奪う」の連用形「奪い」が名詞として使用されるか

どうかを検索する時、検索エンジンに「奪いが」を入力すると、祭りの名前である「花奪い」という用例

がずらりと出てくる。検索の目的は「～～＋奪い」という複合名詞ではなく、「奪い」という連用形が単

独で名詞化できる用例を採集することである。そのような不要な用例が出てこないように、検索する際に

条件を加えなければならない。そこで、①「完全に一致する語句の検索」と②「語句や文字を除外する検

索」の検索機能を用いた。 

 

①の「完全に一致する語句を検索」 とは、高度な検索オプションの一つで、この検索機能を使用すると、

スペースを含めた文字全体が検索される。テキストボックスに入力された語句と同じ順序のものだけが検

索されるものである。この「完全に一致する語句を検索」 という機能を活用して、テキストボックスに”

連用形名詞＋α”を入力して、連用形を名詞として使用される用例を集める。αとは名詞の後によく出て

くる文字である。αは主に助詞であるが、名詞が文末に置かれる場合、αは「だ」や「です」」等の助動

詞になることもある。具体的にαには次のようなものが含まれる。 
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表6 検索キーワードの後の要素（α） 

1 助詞 を 

2 助詞 が 

3 助詞 の 

4 助詞 で 

5 助詞 と 

6 助詞 から 

7 助詞 まで 

8 助詞 に 

9 助詞 や 

10 助詞 など 

11 助詞 は 

12 助詞 も 

13 助詞 こそ 

14 助詞 さえ 

15 助動詞 だ 

 

グーグル検索エンジンのテキストボックスに ”連用形名詞＋α” を入力することによって、後ろに動詞

として「～ます」や「～ました」などのような不要な用例を排除することができる。また、「名詞＋です」

「名詞＋でした」も出てくる場合もあると思っているが、ここで「４」の「で」だけ使うことで、「名詞

＋（助詞）で」、「名詞＋です」「名詞＋でした」という３つの場合の用例を検索することができる。 

 

具体的にどのように検索していくかというと、例えば、「奪う」の連用形である「奪い」が名詞として

使用される用例を検索するには、順番に、（1）“奪いを” 、（2）“奪いが”、 （3）“奪いの”、（4） 

“奪いで”、（5） “奪いと”、（6）“奪いから”、 （7）“奪いまで”； （8）“奪いに”、（9）

“奪いや”、（10）“奪いなど”、（11）“奪いは”、（12）“奪いも”、（13）“奪いこそ”、（14）

“奪いさえ”、（15）“奪いだ”のキーワードを入力して検索する。 
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また、検索結果に複合動詞、複合名詞の例を除くために②「語句や文字を除外する検索」という機能を

使って、不要な用例を減少させる方法も取った。例えば、動詞「奪う」の連用形「奪い」が名詞として使

用されるかどうかを検索する時、検索エンジンに「奪いが」を入力すると、お祭りの名称である「花奪い」

という用例がずらりと出てくる。検索の目的は「何か＋奪い」という複合名詞ではなく、「奪い」という

連用形が単独で名詞化できる用例を採集することであるため、ここで「語句や文字を除外する検索」とい

う機能を使って「花奪い」のような用例を排除する。具体的にはグーグル検索エンジンに「“奪いが” －

“花奪い”」のように“花奪い”の前にマイナス記号(－)を付ける。それによって検査の結果に「花奪い」

に関する用例が出なくなる。実際、検索する際に、グーグルの膨大なデータから探したい用例だけを集め

るのに、極力制限を掛けた。例えば、「開ける」の連用形「開け」では、逆引き辞典により「開け」が複

合語の後項として使用される名詞を全て取り出しマイナス検索の対象にした。具体的に、以下のようにキ

ーワードを入力した。 

 

 「開け」の用例検索に入力したキーワード： 

「”開けが” -横開け -ドア開け -GW 開け -窓開け -海開け -箱開け -缶開け -袋開け -月開

け -梅雨開け -カーテン開け -あけがらし -鍵開け  -孔開け -穴開け -左開け -右開け -窓

開け -クローズ開け」 

 

 以上の検索方法により、56の動詞連用形に対して名詞として使用される用例を集めた。実際、検索した

際に、「温め」や「蹴り」、「ぶつかり」など、いくらでも用例が出てくる動詞連用形もある。グーグル

は膨大なデータベースのため、最も普及している用例が絞れるように、全ての対象の動詞に上限をかける

ことにした。それは、一つの“連用形名詞＋α”というキーワードに対して検索結果の10ページ目までし

か用例を採集しないということである。例えば、「開け」では、「開けを」について検索し、その10ペー

ジ目までを対象に用例を採集し、次に、違うキーワード〝開けで”で、また10ページ目までを対象に検索

して用例を採集するというやり方である。実際、上記の「温め」や「ぶつかり」の場合、10ページ目まで

ならたくさんの用例が採集できる。一方、「空け」や「来」などは、検索の結果は10ページどころか、２

～３ページしか出てこない動詞の連用形もある。以下2.3でこの検索方法による用例採集の結果を示す。 
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2.3 用例採集の結果 

対象の56動詞についてグーグルで検索した結果、56動詞のうち、55動詞は連用形が名詞として使用さ

れる用例が見つかった。今まで名詞化できないと思われてきた動詞でも名詞として使われているという事

実から、連用形の名詞化率は今までの先行研究による3割～4割という指数より遥かに高いのではないか

と考えられる。特に中でも「温まり」や「ぶつかり」など、動詞連用形が名詞として使用される用例が数

百にものぼるものもたくさんある。現実にこれほど多くの実例がある動詞連用形の名詞化を、単なる誤用

として片づけるべきではないだろう。対象動詞の用例の数は以下の表7の通りである。なお、すべての用

例は別冊の付録に記載されている。 

 

表７ 対象の動詞と名詞化用例の数 

番号 動詞 連用形名詞 用例数 

1 開ける 開け 153 

2 空ける 空け 29 

3 温まる 温まり 387 

4 暖める 暖め 310 

5 温める 温め 423 

6 改まる 改まり 260 

7 現す 現し 116 

8 表す 表し 54 

9 生かす 生かし 72 

10 致す 致し 5 

11 傷める 傷め 25 

12 植える 植え 30 

13 浮かべる 浮かべ 16 

14 動かす 動かし 230 

15 失う 失い 195 

16 奪う 奪い 118 

17 得る 得 0 

18 教わる 教わり 79 
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番号 動詞 連用形名詞 用例数 

19 溺れる 溺れ 101 

20 傾ける 傾け 173 

21 固める 固め 56 

22 噛む 噛み 47 

23 来る 来 13 

24 加わる 加わり 214 

25 蹴る 蹴り 325 

26 裂く 裂き 35 

27 割く 割き 72 

28 避ける 避け 149 

29 刺さる 刺さり 222 

30 冷ます 冷まし 250 

31 覚ます 覚まし 30 

32 知る 知り 24 

33 吸う 吸い 266 

34 過ごす 過ごし 124 

35 済ます 済まし 13 

36 住む 住み 182 

37 食べる 食べ 226 

38 縮める 縮め 91 

39 解き 解き 21 

40 溶き 溶き 36 

41 溶ける 溶け 312 

42 届く 届き 228 

43 逃がす 逃がし 104 

44 臨む 臨み 83 

45 履く 履き 26 

46 離す 離し 53 
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番号 動詞 連用形名詞 用例数 

47 放す 放し 21 

48 貼る 貼り 239 

49 広げる 広げ 31 

50 ぶつかる ぶつかり 358 

51 ぶつける ぶつけ 116 

52 増やす 増やし 78 

53 殖やす 殖やし 14 

54 減らす 減らし 74 

55 燃やす 燃やし 57 

56 沸かす 沸かし 122 

 

56動詞の中で唯一用例が見つからなかったのは、「得る」の連用形である「得」である。「得る」の場合、

連用形が「え」で一音節しかないために名詞化できないとも考えられるが、実際、「来る」の連用形「来」

も一音節であるにもかかわらず名詞化の用例がみつかった。「来る」の連用形である「来」について、次

のような用例を採集できた。 

 

（1）人の来が少ない砂利道では、道の中央でも生育し始めています。 

http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/koho/blog/siretoko/2014/1407.html 

 

（2）明日からの祝日の来に期待して、明日に備えて就寝します 

http://s.webry.info/sp/yukiyan-syuri-saemin.at.webry.info/201602/article_4.html 

 

「得る」の「得」について、用例がないのはグーグル検索では調査の手法に限界があるためである。つま

り、「得」だけ書くと「とく」と読む可能性が出てくるため、「得る」の連用形である得（え）は名詞と

して使用されるかどうかグーグル検索だけでは判断できないからである。それと少し同じように、「解く」

と表示される動詞は「とく」とも呼ばれれば「ほどく」とも読まれるため、「解く」の連用形である「解

き」を検索する際、表示された用例の「解き」は「とき」なのか、「ほどき」なのか区別しにくい用例が
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多いのである。そのため、「ほどき」と読む用例を除き、「解き」（とき）に関する用例は21しか採集で

きなかった。 

 一方、用例が20以下の連用形名詞は以下の５つである。 

 

表8 用例が20以下の連用形名詞 

番号 動詞連用形 用例数 

1 致し 5 

2 済まし 13 

3 来 13 

4 殖やし 14 

5 浮かべ 16 

 

それぞれの動詞連用形が名詞として使用される場合が少ない理由としては次のようなことが考えられる。 

まず、５つの動詞のうち、類似の動詞が存在する動詞が３つ（済ます・浮かぶ・殖やす）である。この３

つに見える共通点は、それぞれの動詞に似ている意味の動詞があって、かつその似ている意味の動詞の方

がよく使用されることである。例えば、「浮かべる」には自他対応の動詞として「浮かぶ」という動詞が

ある。この「浮かぶ」の連用形である「浮かび」も名詞としての用例が少ない。一方、「浮かぶ」の意味

とほぼ同じ「浮く」という動詞の連用形「浮き」は非常に用例が多い。また、「浮く」の使役形である「浮

かせる」の連用形「浮かせ」についても名詞としての用例が「浮かべ」よりもかなり多い。つまり、「浮

かぶ」と「浮かべる」より「浮く」「浮かせる」という動詞ペアのほうが頻繁に使用されるため、「浮か

び」・「浮かべ」というペアは「浮き」・「浮かせ」というペアに比べ名詞として使用される用例が少な

いのではないかと思われる。また、「済まし」についても同様に、「済ます」という動詞とよく似たよう

な意味を持っている「済ませる」という動詞がある。「済ませる」の連用形である「済ませ」は「お済ま

せ」という言葉で名詞として使用されている。「お済ませ」という連用形名詞があるために、「済ます」

の連用形である「済まし」は名詞として使用される用例が少ないのではないかと思われる。また、「殖や

し」については同音の「増やす」という言葉があり、「増やす」は「数量が多くなるようにする」という

意味であるのに対して、「殖やす」はお金や生き物がふえるようにするという意味である。つまり、「殖

やす」の意味を「増やす」でカバーできるため、「お金を殖やす」と言いたい時に「増やす」を使う場合

も多いのではないかと思われる。その結果、「殖やす」に関する用例が少なくなったのではないかと考え

られる。 
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次に、「致す」の連用形である「致し」の用例の少なさについてであるが、「致す」は「する」の謙遜

語である。例えば「電話する」を名詞化する場合は「電話」を使うし、「問い合わせする」「待ち合わせ

する」の名詞化の際も「問い合わせ」や「待ち合わせ」を使うといったように、「～する」という動作・

行為を名詞化する場合、「する」の前に来る名詞がそのまま使用されることが多く、「問い合わせし」」

「待ち合わせし」のように、「する」の連用形自体は名詞化しない。それで、「する」の謙遜語である「致

す」が使用される例も「電話致す」「問い合わせ致す」といったようなものなので、これらを名詞化する

際も「致す」の前にくる名詞をそのまま使うことになるため、「致す」の連用形である「致し」はあまり

名詞として使用されないのではないかと思われる。 

 

最後に、「来る」について用例が少ない理由は「来る」の基本形の読み方と連用形の読み方が異なるか

らではないかと考えられる。もともと「来る」は基本形は「くる」と呼ぶのであるが、連用形だと「き」

になる。つまり、「来る」の基本形・連用形の読み方は一般の動詞の基本形・連用形の規則と異なるため、

連用形があまり名詞として使用されないのではないかと思われる。 

 

以上は名詞としての用例数が最も少ない５つの動詞連用形についての考察であった。一方 56 動詞のう

ち、最も用例数が多い10動詞は以下の通りである。 

 

表9 用例が最も多い10の動詞 

番号 動詞連用形 用例数 

1 温め 423 

2 温まり 387 

3 ぶつかり 358 

4 蹴り 325 

5 溶け 312 

6 暖め 310 

7 吸う 266 

8 改まり 261 

9 冷まし 250 

10 貼り 239 
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用例をみてみると、全体的に自動詞の連用形はどれも名詞の用例が多い。56 動詞のうち自動詞は 9 つ

（温まる・改まる・溺れる・加わる・刺さる・住む・ぶつかる・溶ける・届く）で、どれも連用形名詞の

用例が百台以上で、これらの連用形名詞は文中の主語や目的語など様々な役割を果たし、一般の名詞と同

じように使用されている。 

 

一方、自動詞、他動詞という観点のほかは、各動詞の名詞化については一定の規則がないように見える。

例えば音節が多い動詞連用形の方が音節がすくない動詞連用形より名詞化しやすいかというとそうでもな

い。実際「蹴る」の「蹴り」は音節が少ないが用例が325と56動詞のうち最も用例数の多いトップ5に入

っているのに対して、「浮かべ」や「済まし」などの3音節の動詞も用例数が最も少ない5動詞に入って

いる。ちなみに、同じ三音節の連用形でも「冷まし」のように名詞としての用例が非常に多いものもあれ

ば、前述の「浮かべ」や「済まし」のように用例が少ないものもある。したがって、音節の数が連用形の

名詞化に影響しないのではないかと思われる。以上の結果から一つの動詞の連用形が名詞化できるかどう

かについてはその動詞自体の文法的な分析だけでは説明しきれないのではないかと思われる。そこで次章

でそれらの動詞連用形の名詞としての用例を語用論の観点から分析を試みたい。  
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第 3 章 

語用論の観点からみた連用形名詞 

 

動詞連用形の名詞化を可能にする条件を考える際には、動詞そのもの自体の分析だけでなく、連用形名

詞が使用される文章の背景、発話の場も大切だと思われる。第2章でも述べたように調査の対象にした56

動詞の連用形名詞はどれも「不安定な連用形名詞」で、一般の日本語母語話者のレキシコンに馴染まない

連用形名詞である。つまり、それらの連用形名詞を使用した人たち（発話者）は、既に定着している名詞

を用いるのではなく、わざわざ多少聞きなれない、見慣れない連用形名詞を選んで自分の気持ちや伝えた

い情報を表現しているのである。この「わざわざ選ぶ」という行為には何等かの意味があるのではないだ

ろうか。つまり、普通に定着している名詞には表現しきれない何かがあって、その何かをこれらの連用形

名詞が持っているからこそ選んで用いられたのだと推測される。では、連用形名詞はどのような場面でよ

く使用され、そこで使用される連用形名詞はどのような役割を果たしているのか、この第3章では、集め

た用例から連用形が使用された文章の背景から明らかにしたい。 

 

3.1 特定分野の用語として使用される連用形名詞 

用例採集の結果を分析したところ、連用形名詞が「特定の分野の用語」として使用される傾向があるこ

とが分かった。つまり、用例をみると、それぞれの連用形名詞はほとんどどこか一定の分野に関する文章

に多く出てくる傾向がある。詳細に言うと、その「特定分野の用語」には（a）「仲間ことば」、（b）「機

械等の機能の名称」、（c）「モノづくりの工程の名称」、（d）「スポーツの動作名」という4種類に集

約できる。 

 

3.1.1 仲間ことば 

 まず、(a)「仲間ことば」について定義しておきたい。「仲間ことば」とは、「同じ分野で一定の関係、

共通点を持つ人たちの間で使用される、その分野に関する言葉」である。仲間ことばとして使用される動

詞連用形は①「開け」、②「改まり」、③「現し」、④「固め」、⑤「噛み」、⑥「刺さり」、⑦「吸い」、

⑧「過ごし」、⑨「住み」、⑩「食べ」、⑪「溶け」、⑫「届き」、⑬「臨み」、⑭「離し」、⑮「貼り」、

⑯「増やし」、⑰「燃やし」、⑱「沸かし」の18動詞連用形である。それぞれの連用形と用例は以下の通

りである。 

 

①「開け」： 「開け」に関しては、「アクセスの開け」か「開け」だけでオートバイ操作用語として使用
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される傾向がある。「開け」の153 例の内、32例（20.77%）がオートバイレースやオートバイの練習に関

する文章に使用されていた。また、「針の開け」や「開けを期待する」など、パチンコを話題にする際の「開

け」の用例は全部で22例（全体の14.28%）であった。 

 

（パチンコ） 

(1)丁寧に使用しているお店が多いので、開けが入れば発射台が高い分だけ（日ごろの調整が甘い分だけ）

期待値は↑↑↑。 

http://p-bl.jp/diary/130818.php 

 

（オートバイ） 

(2)アクセルの開けが少ないという事はエンジンの回転が低いのでクラッチをつなぐとエンジン回転が更

に低くなりエンストしやすいのです。   

http://www.t-mari.net/qa/qa_ride.htm 

 

②「改まり」：日本語の会話テキストや研究論文等に「改まりを感じる」や「改まりの表現」等の言い方

が261用例のうち64用例（全体の約25%）を占めている。また、宗教において「心の改まり」等「改まり」

を名詞として使用される用例は77（全体の約30%）にも上った。具体的は次のような用例である。 

 

（日本語の文法表現） 

（1）人物の上下・親疎関係のほかに、その場面の改まりの程度からも考える必要があります。 

http://nihon5ch.net/contents/bbs-study/old/mie-bbs.cgi?s=1717 

 

（宗教） 

（2）改まりとは、人と人とが助け合って生きていってほしいとの神様の願いに応えること。 

http://konkokyo.main.jp/?m=20141024 

 

③「現し」：「現し」は建築業界で使用される用語である。建築用語のサイトをみると、「現し」は次の

ように説明される。 
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「現し」とは「ふつうは仕上げ材によって隠蔽してしまう構造部分を、露出させる仕上げを現しとか、現

し仕上げという」（出典：http://www.kenchikuyogo.com/100-a/028-arawashi.htm）。建築用語としての

「現し」は116例中112例を占め、約98%を占めている。例は以下の通りである。 

 

（1）柱・梁は燃えしろ設計することで、45分準耐火構造としながら内部の木の現しを実現している。 

http://www.sendo-shien.jp/28/comment/download/comment_2.pdf?20170210 

 

（2）この住宅は準防火地域にあるが．外壁は土壁で防火構造を確保してその外を板張りとし、軒天は告示

で30mmの厚板を張ることで木の現しを可能にしている。 

http://www.toshiseibi.metro.tokyo.jp/juutaku_seisaku/iezukuri_concours/sakuhin.html 

 

④「固め」：結婚式で夫婦の結びつきを固めるために取り交わす杯のことを「固めの杯」と呼ばれること

から結婚式に関する文章で「夫婦の固め」という表現がよく使われる。具体的に56用例のうち「夫婦の固

めをした」「夫婦の固めを願いだす」など、結婚式の夫婦の絆を固める儀式という意味の用例は16で、全

体の約30%を占めている。例は以下のようである。 

 

（1）これは、古礼の名残りである。江次第（ごうしだい・、朝廷の公事・儀式などを詳記した書）等によ

れば、昔は女は始め、婿の方へ行くことはなく、まず婿の方から来て、盃をして、夫婦の固めをなし、婿

がこの家に始まること三日五日、それ以上に長いこともあった。 

http://komonjyo.net/kekkonshiki.html 

 

（2）家庭結婚式は、式というよりはむしろ披露のほうに重点がある、とみるのが正しいようです。もちろ

ん、関係者の前で夫婦の固めをするのが重要な目的ではありますが、関係者に新しい夫婦ができたことを

披露し、社会的な公認をうるのが、より重要なねらいである、とおもわれるからです。 

http://www.oceanicenvironmental.com/%E6%9C%AA%E5%88%86%E9%A1%9E/%E7%B5%90%E5%A9%9A%E5%BC%8F%E3

%81%AE%E7%A8%AE%E9%A1%9E/ 

 

⑤「噛み」：47の用例のうちファスナーの歯の噛み合わせを表す「噛み」に関する用例は14で、全体の

約25％を占める。その例は以下の通りである。 
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（1）そうすると、滑りがよくなるので綺麗にファスナーの噛みが解消されます 

https://matome.naver.jp/odai/2135626704456504601 

 

（2）噛みが悪いなら取り換えるほかはないのでは。 

（https://detail.chiebukuro.yahoo.co.jp/qa/question_detail/q1435342024） 

 

⑥「刺さり」：「刺さり」に関する用例は222もあった。そのうち、釣り道具である釣り針について、「刺

さりがいい」や「刺さりをよくする」等の表現が「刺さり」に関する用例は106で、50%以上を占める。他

に、イヤホンに関する用例で、「サ行の刺さりが強く感じる」などの用例が27で、約10%を占める。さら

に、ダーツというボードゲームで矢の刺す加減についての用例が10であり、電子タバコについての用例と

して「刺さりが良い」「刺さりが悪い」などの用例が9である。具体的は以下のようなものがあげられる。 

 

（つり） 

（1）針の刺さりを良くする為に、①針自体を細くする。②針先の先端角度を小さく、抵抗を少なくする。

この2点が考えられます。 

http://www.morigen.co.jp/2dan2.html 

 

（イヤホン） 

（2）BA イヤホンで低域の音圧を稼ごうとすると、広域側の出力も高くなり、刺さりやすくなりがちでし

た。このSE846は刺さりが一切無いと言っても過言ではありません。 

http://www.e-earphone.jp/premium-class-earphone 

 

（ダーツ） 

（3）とにかく良く刺さる!4BAのような刺さりが好きな人には本当におススメ。 

刺さった時にダーツが揺れない。これは投げてて、とても気持ち良いですよ! 

ボードを貫くかのような刺さりで、まさに爽快。 

http://www.tito-shop.com/products/detail1375.html 
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（電子タバコ） 

（4）葉っぱの詰まってる先を指の腹で優しく挟んで次は少し楕円になったのを戻す位の強さで挟んであ

げると何もしなかった時より刺さりが良い気がします。 

http://hirogale.com/iqos-report-2-201 

 

⑦「吸い」：266用例のうち、赤ちゃんの母乳・ミルクの吸いに関する用例は39で、全体の約15％を占め

ている。また服やタオルの生地について「汗の吸い」という表現もよくみられる（全部で32例で、全体の

12％を占めている）。例は以下の通りである。 

 

（赤ちゃんの母乳等の吸い） 

（１）上唇のスジで、短いと唇の動きが制限されます。そのため、おっぱいの吸いが弱かったり、上顎の

成長が妨げられて歯ならびが乱れます。 

http://pedomouri.sakura.ne.jp/sinryo/sinryoZ.html 

 

（汗の吸い） 

（2）綿100%で汗の吸いも良く、サイズ調整のアジャスター付き♪ 

ツバにはワイヤーが入っているので 

くしゃっと形を作って被ってもかっこいいですよ(^○^) 

https://ameblo.jp/park-2b1g/entry-12281037001.html 

 

⑧「過ごし」：124用例のうち、障害者や高齢者等、「特別な主体の日常の過ごし方」を示す福祉施設につ

いての用例が29で、約23%を占めている。例として以下のようなものがあげられる。 

 

（1）ひとりひとりの趣味趣向に合わせて、外出計画（時には室内での過ごし）を立てます。  

ヘルパーと一緒に新しい世界を切り開いて行くような支援です。 

http://www.bethesda.jp/help.html 

 

（2）集団や個別での活動を通して一人ひとりのより良い放課後の過ごしを考えます。 

http://www.f-kouseikai.or.jp/hoyu/pamphlet.pdf 
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⑨「住み」：182用例のうち、152用例(約83%)は「住んでいるところ」「住んでいるエリア」の意味とし

て「住み」を友達探しのサイト等で見つかった。そこで、正確な住所ではなく、東京や埼玉など、どのエ

リア、地方に住んでいるか大まかに聞くときに、この「住み」が好まれる傾向がある。例は以下の通りで

ある。 

 

（1）ママ友を探してます♪年齢や住みは気にしないのでママさん・プレママさん 

仲良くしてください(^-^)/ 

住みが同じでしたら、ランチとか出来たら嬉しいです♪( ´▽ )` 

http://sukupara.jp/mtn_thread_show.php?thread_id=2064 

 

（2）住みが近い友達募集！ （投稿ID : raro ）  

http://jmty.jp/chiba/com-fri/article-raro 

 

⑩「食べ」：「食べ」という226例の中では、子育てフォーラムなどで子どもの離乳食の食べ方などについ

て「食べが悪い」、「食べがいまいち」、「食べがない」などの表現が使用されることが多かった。また、ペ

ットの餌食いについて相談する際にも、「食べをよくする方法」、「餌の食べを確認して」など、「食べ」と

いう連用形名詞が使用される。「食べ」という 226 例のうち、子どもが離乳食を食べる様子を表した「食

べ」の用例数は85（全体の約38％）で、ペットの餌の食べぶりについて表した「食べ」の用例数は119（全

体の約52％）である。「食べ」に関する用例は以下の通りである。 

 

（離乳食） 

（1）しかし、どうしても白米だと食べが悪く、おかずだけ食べて「お腹いっぱい」と言ってご飯だけ残し

ます。 

http://detail.chiebukuro.yahoo.co.jp/qa/question_detail/q13131983498 

 

（ペットの餌の食べぶりに関する用例） 

（2）食べが悪い時は、犬用の粉ミルク（人間用の牛乳は不可）や、子犬用の肉缶、ササミ

を湯がいたものなどを、少しだけフードに混ぜて与えると食欲を増進させます。 

http://www.11wanko.net/contents2/food.html 
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⑪「溶け」：石鹸が溶ける性質について「溶けが悪い」や「溶けがいい」などの用例は15で、他に、ビー

ル発酵の際に大麦が硬い粒から柔らかくなる変化も「溶け」という。この意味の「溶け」は全部で10例あ

り、「石鹸」の意味とそれぞれ約5%を占めている。例は以下の通りである。 

 

石鹸に関する用例 

(1) しかし、石けん受けの下に台所用のスポンジを敷いておけば、石けんの溶けを防ぎ、なおかつ洗面台

の掃除も簡単にできるようになります。  

http://j-dress.biz/soap-is-used-without-futility 

 

ビール発酵に関する用例 

（2）製法： 醸造用麦芽より発芽（溶け）を促進させた緑麦芽を、醸造用麦芽よりやや高い温度（90℃前

後）の熱風で焙燥し、特有の味と香りを付与します。 

http://www.asahibeermalt.co.jp/product/malt-hop/ 

 

⑫「届き」：228用例のうち、「電波の届き」に関する用例は106で、全体の約50%を占めている。その例

は以下の通りである。 

 

（1）WiFiの電波が家なのに届きが悪いです。 どぉしたらよいですか？ 

http://lineq.jp/q/6967275 

 

（2）以前の自宅の環境の物理的な配置の都合で、1階に設置していたWi-Fiルータの電波の届きが悪く、

有線で繋ごうにもかなり遠回りで配線する必要があり、結局2階に中継器を設置、その配下にもう一つWi-

Fiルータをブリッジモードで接続して、宅内ネットワークを構築している。 

http://highmount.hatenablog.jp/entry/2016/05/08/230352 

 

⑬「臨み」：83用例のうち46用例は「試合に臨みをかける・つなぐ」などの表現が含めまれる。つまり、

対決や試合などの場合に「臨み」が名詞として使用される用例が全体の約 52%も占めている。具体的は次

のような用例である。 

 

（1）勝てば、準決勝に臨みが繋げられた、大事な一戦。 
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http://www.xn--8dsoxh92gv4owod.com/entry/2015/11/20/141125 

 

（2）ワールドカップギリシャ戦を引き分けで終え 

最終戦に臨みをつないだザックジャパン!! 

http://blog.at-scelta.com/bannister_m-pacela/coordinate/21463/ 

 

⑭「離し」「～キーの離し」や「長押し後の離し」など、ゲームやパソコン作業のためにキーボードを操

作する際に「離し」が使用されることが多く、53用例の22例があり、約41%を占めている。例として以下

のものが挙げられる。 

 

（パソコン操作） 

（1）それも書いてある。「シフトキーの押し・離しは文字端末では検出できないために、汎用性がありま

せん。」とそういうことだ。 

http://d.hatena.ne.jp/eclipse-a/20081124/1227518100 

 

（2）もっと低レベルでは keybd_event関数を使います。キーの押し・離しまで仮想的に再現できます。

使い方やサンプルは検索すればたくさん見つかるでしょう。 

https://oshiete.goo.ne.jp/qa/7256126.html 

 

⑮「貼り」： 採集した用例のうち、31 例はバイクや車などの車両に装飾用ステッカーを貼る際に使用さ

れる。これらの用例は全体の約13％を占めている。また、家の外壁、天井等に専用紙やグロスを貼る業務

に対して「貼り」で表現する用例が28用例で、全体の約12％を占めている。 

 

（バイクや車のステッカー装飾に関する用例） 

（1）昨日、とっしゃしゃん殿にステッカー作りと貼りをしていただきました！ 

http://minkara.carview.co.jp/en/userid/1191863/blog/ 

 

（家の装飾に関する用例） 

（2）本日でパテ作業は終了します。これから壁紙の貼りが始まります。 

http://blog1.koni-k.com/?cid=29 
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⑯「増やし」：78用例のうち、「パチンコの玉増やし」を意味する「増やし」の用例は44で、全体の約

56％を占めている。 

 

（1）今回は右側での玉の増やしを一切考慮していません。 

アタッカーへのオーバー入賞やポケット（３個賞球）での増えも考慮しなければなりません。 

http://a-k-slot.com/hokutomusou-bo-da 

 

（2）まだ打てていませんが、打っている人の後ろから見る限り、電チュー開放も長く単調で電チュー3個

返しの為、マイナス調整でなければ、多くの増やしを期待出来そうです。 

 https://777-

pachinko.com/diary/2015%E5%B9%B4%E6%8C%A8%E6%8B%B612%E6%9C%88%E5%B0%8E%E5%85%A5%E3%81%AE%E7%8B

%99%E3%81%84%E7%9B%AE%E6%A9%9F%E7%A8%AE.html 

 

⑰「燃やし」： 57用例のうち、「枝」や「竹」等植物の燃やしについての用例が18用例で、全体の約

30％を占めている。用例は以下の通りである。 

 

（1）今日は朝７時から３時間は、茗荷畑の草むしりと先日横浜の実家から持ち帰った枝木の燃やしをやっ

てきました。 

https://blogs.yahoo.co.jp/cswmk261/14773486.html 

 

（2）インドネシア社会のあり方、経済の仕組み、政治構造から推測すれば、スマトラでプランテーション

開発のための森林伐採燃やしと小規模農民らの燃やしが、おいそれと止むことはありえないでしょう。 

http://www.big.or.jp/~aochan/column/column2005/05sepoct.htm 

 

⑱「沸かし」：採集した「沸かし」の122例の内、天然温泉ではなくお湯を沸かす温泉の種類を「沸かし」

と表示する用例が47例があり、全体の約39％を占めている。 

 

（1）温泉は部屋に付いている岩風呂が源泉の沸かしが無い為か今ひとつ入ったら上がれないくらいの温

度だったんで、温泉ドームの方が無料でOKって事でした。 

http://blog.livedoor.jp/murakami1001/archives/51445462.html 
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（2）宿は35軒ありますが、循環や沸かしを一切していないので、どの宿を選んでも温泉にハズレなし！

宿泊客は鍵を借りて、外湯に無料で入れます。 

http://onsen-blog.travel.biglobe.ne.jp/201011/article_2.html 

 

3.1.2  機械等の機能の名称 

つぎに、「特定分野の用語」の第2グループについて(b)の「機械等の機能の名称」を述べる。用例をみ

ると、一部の連用形名詞は家電製品の機能をネーミングする時にもよく使用されていることが分かった。

56動詞のうち、①「暖め」、②「温め」、③「沸かし」という３つの動詞連用形が該当する。 

 

①「暖め」：310 用例のうち、家電製品の暖める機能（特に暖房、布団干し機）を意味する用例は131 用

例で全体の約42％以上を占めている。その例は以下の通りである。 

 

（1）ふとん乾燥・暖めをしながら脱臭する場合>掛けふとんと敷きふとんの間に枕を入れノズルを差し込

み、吹出口から約15cmの位置で6段階臭気強度表示法による検証。 

http://panasonic.jp/futon/p-db/FD-F06X1_points.html 

 

（2）たとえば、すぐにお部屋全体を暖めたいという時にはＡＵＴＯモードボタンを押します。 すると、

お好みの設定温度に室内を保つため暖めをすばやく開始しその後も室内を快適に保ち続けます。 

https://rbdidanzy.wordpress.com/ 

 

②「温め」：家電製品の機能（特に電子レンジ）の温める機能を示す用例が149で423用例のうち約35%

を占めている。例は以下の通りである。 

 

（1）温めを開始するタイミングは、お食事開始20～30分前が目安です。 

http://www.heart-deli.com/hot.html 

 

（2）電子レンジとトースターを組み合わせると、トースターだけでは不十分だった温めを電子レンジが補

ってくれるため、サクサク温かい状態を再現しやすいそうです。 

http://tg-uchi.jp/topics/4317 
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③「沸かし」：最後に、わずかであるが、お風呂の「沸かす機能」を表す用例は6用例である。 

 

（１）お風呂の沸かしを予約でいれておいたので、お相撲の結びの２番！を見る前にお風呂

に入って少しストレッチ。 

http://www.jognote.com/user/59346/days?month=1&year=2009 

 

（2）我が家の風呂設定：エコ停止設定にしています。（電気代の安い深夜に給水と沸かしをして、日中は

停止している設定です） 

http://oshiete1.watch.impress.co.jp/qa7464820.html 

 

3.1.3  モノづくりの工程の名称 

以上の用例のほかに、連用形名詞は(c)「モノづくり等の一つの工程の名称」として使用される傾向も見ら

れる。具体的には（①「割き」、②「裂き」、③「冷まし」、④「縮め」、⑤「減らし」、⑥「沸かし」

という６つの連用形名詞が工程の名称として使用される用例が見つかった。その例が以下の通りである。 

 

①「割き」：ウナギをさばく作業を意味する「割き」は72用例のうち69用例で、全体の約96%を占めて

いる。以下はその例である。 

 

（鰻をさく工程） 

（1）うなぎのさばき普段なかなか見ることの出来ない熟練の職人技に拍手が出ることも。割きの工程は、

職人が行うのでお子様でも安心です。 

http://otsuka-miyagawa.com/71863/%E4%BD%93%E9%A8%93%E3%82%A4%E3%83%99%E3%83%B3%E3%83%88/ 

 

（2）うなぎ屋の言葉で、「裂き８年、串３年、焼きは一生」という言葉がある。 

つまり、うなぎをさばくには、一人前になるまでに８年の月日が必要だ、 

ということらしい。 

http://falx.dragonfield.xyz/?p=114 

 

②「裂き」：布を裂いて新しく織りなおすという裂き織り作業の「裂き」の工程を表す用例は７で、「裂

き」に関する35例の20%を占めている。以下はその例である。 
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（1）きょうも、頑張りました！ 裂き織、長さ１ｍ、幅４２織れました。 藤倉機、３０羽、着物地の裂き

です。 

http://blog.goo.ne.jp/oribito1952/e/929c16fefdf73f9bd5e615a29f3217e8 

 

（2）そうなんです織りは楽しいばかり裂きが大変なんです 

でも・・・実は母が裂いてくれたんです。助かりました 

http://rani.naganoblog.jp/e1488529.html 

 

③「冷まし」：「冷まし」に関する用例は 250 あるが、その中で陶器作りの一つの工程として「冷まし」

が使用される用例が250用例のうち51あり、全体の約20％を占めている。例は以下の通りである。 

 

（1）窯焚きのご案内もしてませんでしたが、一月第三週に行い二週間の冷ましを経て昨日窯を開き窯出し

を致しました。検品をした後、展示のご案内をさせていただきますのでよろしくお願いいたします。 

http://suikoden.ti-da.net/d2016-02.html 

 

（2）5日間の冷ましを経て、本日登窯の窯出しを行いました。 

焼き締めの窯変の具合や釉薬の発色の具合など、なかなか良い出来だと思います。 

明日から一個一個選別しながら手入れして、連休の父子展に向けて準備を進めていきます。 

http://blog.toukichirougama.com/?month=200804 

 

④「縮め」：縮めは指輪のサイズの直しについて使用される用例が28で、全体（91用例）の約30％を占

めている。例は以下の通りである。 

 

（1）指輪のサイズ直しは伸ばしと縮めがあります。 

https://www.jewellles.com/knowledge/eternal-eternity-ring）のような用例が27 

 

（2）特に修理のご依頼が多い指輪のサイズ直しは縮めと伸ばしでは 

伸ばしは地金代もかかる分、何号伸ばすかで金額に大きな差が出ます。 

http://smith-

jewelry.com/%E3%81%8A%E5%95%8F%E5%90%88%E3%81%9B%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6/ 
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⑤「減らし」：「減らし」についても、編物の目数を減らす技術の意味を表す場合、「減らし目」という用語

がある。その「減らし目」が現在、「減らし」だけの形でも編物をする人々の間で通用している。編み物に

関する「減らし」の用例は全部で30例で、全体の約39%を占めている。以下はその例である。 

 

（1）セーターは脇の減らしが終わったので、来週先生に見ていただくまで中断。 

http://ameblo.jp/nekonotumemigaki2/entry-11788802173.html 

 

（2）マークを付け、その後５２段編み、肩の減らしに入る。 

http://homepage2.nifty.com/woolworks/try/try2.html 

 

⑥「沸かし」：また、鍛冶屋業界では「鉄を溶解寸前まで高温過熱すること」を「沸かし」と言い、鍛冶

屋業界の用語としての「沸かし」は21例（全体の約17％）採集できた。以下のような例が挙げられる。 

 

（1）沸かしには、本沸かしと仮付けの沸かしがあります。 

これは本沸かしの時の写真です。 

http://kuniichitakami.blog68.fc2.com/?mode=m&no=331 

 

（2）ゆっくりと鞴を吹き鉄の心から沸かしをかけ、沸かしでフクレを切ったり、折り返すときにフクレの

有る面に鏨を入れて折り返していきます。 

http://kuniichitakami.blog68.fc2.com/blog-entry-331.html 

 

3.1.4  スポーツの動作名 

連用形名詞のもう一つの機能として、(d)「スポーツの動作名」、つまり、スポーツの技や姿勢をネーミン

グする時に使用されることがあげられる。具体的にこのスポーツの動作のネーミングには、①「動かし」、

②「奪い」、③「傾け」、④「蹴り」、⑤「避け」、⑥「離し」、⑦「ぶつかり」、⑧「ぶつけ」という

8つの連用形名詞が見られる。 

 

①「動かし」：サッカーやバスケットボール等のスポーツや将棋、体操に使用される用例が多い。例えば

次のような用例である。 
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（サッカー） 

（1）特にDFラインでの動かし、幅を使った動かしを今週はトライしていかなければいけないと思ってい

ます。 

http://jefunited.co.jp/top/matches/2010/0328/interview/ 

 

（体操） 

（2）腕の動かしを連続でするのではなく、間を取りながら行います。 

http://www.seikend.com/pdf/bowlbody.pdf 

 

②「奪い」：「奪い」に関する用例は様々な話題、分野に渡り幅広く使用されているが、その中で「奪い」

がサッカーの分野において、98用例のうち使用されている用例が19あり、全体の約16％を占めている。

例は以下の通りである。 

 

（1）堀井の泥臭いボールの奪いから、相川がポストプレイで落として清野が決める 

http://consadole.s12.xrea.com/consa/kako/109/1090943967.html 

 

（2）サッカーを経験したことがない子も必ずボールをける経験ができ、サッカーをならっている子はその

奪いからのゲームを楽しむことができます 

http://kakechino.exblog.jp/m2009-03-01/ 

 

③「傾け」：「傾け」はスキーについての文章で、一つの技をネーミングする言葉として使用されている。

また、カヤック競艇についての文章にも名詞として使用される用例もみられる。例は以下の通りである。 

 

（スキー） 

（1）上体の傾け動作は、上体に傾けを付けるだけではエッジングとの関わりが無くなりますから、実戦で

は好ましくありません 

http://tiski.exblog.jp/21056767/ 

 

（カヤック） 
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（2）流れの中でカヤックを操作する際に多用するのがリーニング（艇の傾け）を使った操作。 

リーニングを使う際に大事なのが膝でカヤックをコントロールする事。 

http://www.init003.com/topics/%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%89%E6%94%B9%E9%80%A0/ 

 

④「蹴り」：合気道やテコンドーなど、いろいろな格闘技に関する用例でこの「蹴り」が名詞として使用

され、特に空手では、「蹴り」は技の名称として意味が定着している。例えば、空手に関する文章で以下

のような例がある。 

 

（1）しかし、上段廻し蹴りは、いくら筋力をアップさせたところで、なかなか力強い蹴りや、スピードの

ある蹴りを出すことはできません。   

http://www.budosuki.com/category19/entry114.html 

 

（2）空手をやっています。突きや蹴りをはやくするにはどうしたらいいですか 

https://detail.chiebukuro.yahoo.co.jp/qa/question_detail/q10150066620 

 

⑤「避け」：格闘技ゲームでよく使用される名詞である。また、カポエイラというブラジルの伝統芸能で

もこの「避け」は一つの基本動作の名称になっている。例は以下の通りである。 

 

（カポエイラ） 

（1）みんなで基本の避けをやってみます。 

http://casa14.pokebras.jp/c117_2.html 

 

（格闘技） 

（2）コンパッソの体勢からの避けや、アルマーダ蹴りあいなんかをやりました。最近常々痛感しますが 

http://capoeiratempo.blog121.fc2.com/blog-date-201002.html 

 

⑥「離し」：弓道の技を表現する時に使用される用例がある。それは以下の通りである。 

 

（1）錬士あたりになると、離しと離れの区別がつくようになるらしい。 ただ、本当に離れているという

より、離しに見えないような離しをしているのが、実情のようですね。  
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https://mao.2ch.net/test/read.cgi/bullseye/1328950335/l50 

 

（2）離しは見て判ることが多いと思いますが、離れはご本人でなければわからないことです。 

http://ecoecoman.com/kyudo/bbstec/2010042917464590.html 

 

⑦「ぶつかり」：「ぶつかり」は相撲の技として使用される用例が非常に多い。その例として以下のよう

なものがある。 

 

（1）稽古はもうずっと、申しあい・三番・ぶつかりを3セット、が定番メニューになっているので、かな

りできているほうじゃないんですか。 

http://www.arashio.net/basho120906.html 

 

（2）稽古を始めるにあたり、四股（準備運動）を５０分程行いながら、力士達の申し合いやぶつかりを見

ていました。 

http://www.kyuden-judo.jp/practice_out/h23.html 

 

⑧「ぶつけ」：116用例のうち、「ぶつけ」を将棋に関する用語として使用する用例が30である。それは

以下のような用例である。 

 

（1）百戦錬磨の阪田氏は△６三桂の勝負手、△４二歩の粘り（▲同竜は△４四飛のぶつけ）をひねり出し

ます。 

http://kifulog.shogi.or.jp/ryuou/2016/12/post-b00d.html 

 

（2）▲３六角に対して単純に△９九龍と香を取るのは、▲８四飛と回る手があるので成立しない。また、

△６三歩と受ける手には▲６五飛として、▲８五飛のぶつけを見る。意外と難しそうだ。 

http://www.hakusa.net/shogi/77kei/kadai/ 
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3.2 「特定分野の用語」と「動作主・対象物の特定」の関係について 

以上の結果からわかるように、対象とした56動詞のうち、「特定分野の用語」として使用される動詞は

32動詞である。（中には、「沸かし」等、一つの動詞連用形で3つの種類の「特定分野の用語」になった場

合もある）。つまり対象とした動詞の約57%は連用形が「特定分野の用語」として名詞化されている。では、

なぜ「特定分野の用語」として使用される場合、動詞の連用形がより名詞化しやすくなるのだろうか。ま

た、なぜ日本語母語話者のレキシコンにより定着した「一般名詞」ではなく、連用形名詞のほうが「特定

分野の用語」として好まれるのだろうか。以下（a）「仲間ことば」、(b)「機械等の機能の名称」、(c)「モ

ノづくりの工程の名称」及び（d）「スポーツの動作名」という4種類をそれぞれ解説していくことによっ

て連用形名詞と「特定分野の用語」の関係を明らかにしたい。 

 

連用形名詞には複合語の名詞と単独の名詞が含まれているが、動詞連用形は複合語と比べ、単独で名詞

化することの方が少ないように思われる。その原因の一つとして単独で名詞化した場合、動詞は動作主と

動作の対象物と離れて自立的にモノ化ができないからである。実際単独で名詞化できない動詞連用形は名

詞等と組み合わせて初めて、複合語となって名詞化できるケースが多くある。例えば、「編み」は単独では

名詞化できないが、「毛糸」と組み合わせて「毛糸編み」になると名詞化できる。つまり、単独の動詞連用

形は「動作主」、（動作の）「対象物」抜きでは名詞として成立できず、「動作主」「対象物」と共に複合語に

なって初めて名詞化できるようになるものが多い。しかし、「特定分野の用語」として使用される場合は、

連用形は単独でも名詞化される。その理由は「動作主」「対象物」の確定と関係しているのではないかと思

われる。以下具体的に（a）「仲間ことば」、(b)「機械等の機能の名称」、(c)「モノづくりの工程の名称」

及び（d）「スポーツの動作名」についてそれぞれ説明していきたい。 

 

まず、（a）の「仲間ことば」であるが、ある種のグループ内において同じ話題について何度も対話する

うちに、その話題の中でよく言及される行為や動作は、対話するメンバーにとっては馴染みのあるものと

なり、その行為や動作を表す動詞の連用形を単独で名詞化しても理解されるようになる。このような場合、

動詞連用形は単独で使用されるが、実際名詞として使用した人とそれを読む人・聞く人は「動作主＋連用

形名詞」か「対象物＋連用形名詞」の組み合わせで意味を理解する。例えば、同じ「食べが悪い」という

表現を子育てフォーラムで用いた場合、この「食べる」という動作の動作主は赤ちゃんで、対象物は離乳

食であると理解できる一方、この表現をペットショップや動物病院で用いた場合、ここでいう「食べる」

という動作の動作主はペットで、対象物は「餌」であるだろうと暗黙のうちに理解できる。つまり、「仲間

ことば」の場合、動詞連用形が単独の形で名詞化できるのは、その特定の分野の人たちにとってその連用
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形名詞が形式上では単独の連用形名詞であっても、実際には複合語の連用形名詞として理解できてしまう

のである。上述したような子育てフォーラムへの投稿であれば、「食べが悪い」と書かれていたら、それを

読む人は説明を与えられずとも、「どこかの家の子どもの離乳食の食べぶりが悪い」と理解でき、また、「刺

さり」の場合は、釣りのフォーラムであれば、「釣竿の針の刺さりがいい」と理解する一方、イヤホンにつ

いてのトピックでは「刺さりがある/ない」というイヤホンで聞こえる音声の質について表現するものと理

解する。要するに、「仲間ことば」の場合、「対象物」（時には「動作主も」）がすでに確定されているため、

動詞の連用形が単独で名詞化してもその仲間内の人たちはそれが「対象物（動作主）＋動詞連用形」とい

うセットで理解できるのである。 

 

また（b）の「機械等の機能の名称」（①「暖め」、②「温め」、③「沸かし」）と「対象物の確定」の

関係についても同様に解説できる。これらのことばは特定の機械の機能を示す言葉であるため、まず「動

作主」はその機械（電子レンジやお風呂等）ということで既に確定されている。また、同時に特定の機械

はたいてい、電子レンジの場合は食べ物、お風呂の場合はお湯等のように対象物も確定されている。動作

主も対象物も確定された環境なので動詞連用形が単独で名詞化しても「対象物（動作主）＋動詞連用形」

というセットで理解されるのではないかと考えられる。 

 

さらに、（c）の「モノづくりの工程の名称」と動作主・対象物の確定についても同様の説明ができる。

ある作業を成し遂げるためには、一連の動作が順番に行われる。例えば、日本の刀を作り出すためには、

まず材料の鉄を一定の温度まで高温加熱しなければならない（つまり、水やなんらかの液体を熱して、沸

かすことが必要である）。また、陶器を作る際には形を整え、窯に入れて焼き、その後取り出して冷やす

といったような段階を経なければならない。このように特定の分野で一つの作業が何回も繰り返される場

合、次第にその分野の職人はその作業を表す動詞を聞くだけで、すぐに動作主が誰であるか対象物が何で

あるかが暗黙のうちに理解できるようになる。そのため、このような工程の名称として使用される場合、

動詞連用形が単独でも容易に名詞として使用されるのではないかと考えられる。 

 

最後に（d）の「スポーツの動作名」と「動作主・対象物」の確定の関係について説明する。これには上

記の3つの場合と異なる原因がある。スポーツの動作の場合、動作主がだれであるかまたは対象物が何で

あるかということよりも、その動作自体に注目されるのではないかと思われる。本来、スポーツは個々の

技をこなしていくことにより体や精神を鍛える。そのため、「スポーツの動作名」として使用される「ぶ

つかり」や「蹴り」等は誰かあるいは何かに影響を与える動作という意味ではなく、健康のために鍛える
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動作の意味となり、「対象物」の存在が必ずしも問われることがなくなる。そのような理由で「スポーツ

の動作名」として連用形名詞は単独でも名詞化できるのではないかと考えられる。 

 

3.3 第3章のまとめ 

以上、それぞれの「特定分野の用語」と動作主・対象物の確定との関係について解説した。まとめると、

動詞連用形が一般に名詞化しにくいと思われる一つの原因として「動作主」や「対象物」と離れて自立的

にモノ化できないことがあげられる。現に単独では名詞化できないが、他の名詞などと結合して初めて名

詞化できる連用形が多い。しかし、「特定分野の用語」として使用される場合、動詞連用形が単独でも名

詞として使用される。それは「特定分野の用語」の場合、①動作主・対象物がすでに確定されている（「仲

間ことば」、「機械等の機能の名称」等）かまたは②動作主・対象物より動作自体が注目される（「スポ

ーツの動作名」）ため、連用形名詞が単独でも名詞化できるのだと考えられる。 

 

 ある動詞連用形が名詞化できるかどうかを判断するためには、今までの文法的基準だけではなく、「発

話の場」なども大切な判断基準になることが考えられる。特定分野の用語としての連用形名詞は、文法上

の制限により名詞化しにくいと判断される動詞連用形でも、「発話の場」によっては、その限られた部分

（名詞になるために不足している特徴）が補充されることによって、単独で名詞化できることが明らかに

なった。 
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第 4 章 

構文の観点からみた連用形名詞 

 

連用形名詞の用例を分析する際には、その連用形名詞が置かれた文章の中での前後の文法要素を無視す

ることはできない。連用形名詞の前後の文法要素、構文との関係を検討すると、採集した用例の中で連用

形の前に来る助詞の中では「の」が最も多い。つまり「～＋の＋連用形」の組み合わせが非常に多い。次

に連用形名詞の後にくる助詞をみると、「連用形名詞＋を」と「連用形名詞＋が」の用例が圧倒的に多く

見られる。それは具体的に何を意味するのか、以下で詳しく分析したい。 

 

4.1 「の」との組み合わせについて 

 採集した用例をみると、連用形名詞が「～＋の＋連用形名詞」という組み合わせの中で使用される用例

が圧倒的に多い。実際、採集の結果、対象とされる56動詞連用形のうち43動詞連用形は「～＋の＋連用

形名詞」のある用例がその動詞連用形の全用例の半分以上占めているという。中でも、「来」や「放し」

に関する用例は 100％「～＋の＋連用形名詞」という組み合わせであり、他に「開け」（90％）や「動か

し」（90％）、「固め」（97％）、「避け」（97％）、「知り」（96％）、「逃がし」（97％）、「燃や

し」（95％）等、連用形名詞の前に「の」がつく用例の割合が90％以上のものも少なくない。 

 以上から分かるように、動詞連用形が単独で名詞化できる大半の例は、前に「～＋の」と結合する形で

名詞化するものである。では、この「～＋の＋連用形名詞」という組み合わせの中で、「～」にはどんな

言葉が入るか、「温め」に関する用例を例として明らかにしたい。 

 

（1）惣菜パンの温めが上手く出来ず硬くなってしまいます。 

https://www.kitchen-pocket.com/question/qa/range/357/ 

 

（2）ただ、牛乳の温めがめんどうなんですよね。 

https://kakakumag.com/seikatsu-kaden/?id=10235 

 

（3）簡単にできる蒸しタオルでの温めがおすすめ。 

 http://the-

reflex.jp/%E7%BE%8E%E5%AE%B9/%E7%9B%AE%E3%81%AE%E7%96%B2%E3%82%8C%E3%82%92%E5%8F%96%E3%82%8B%E

6%96%B9%E6%B3%95/ 
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（4）食中毒に気をつけるためにも、しっかり加熱できる鍋での温めをおすすめします。 

http://kitchen-report.net/curry-save 

 

（5）基本的に電子レンジでの温めをおすすめしています。方法や時間はこちらの一覧を参考にしてくださ

い。 

http://www.rockfield.co.jp/sp/atatame/ 

 

（6）就寝前の温めがポイント 

https://nishikawa-

style.jp/news/%E5%B0%B1%E5%AF%9D%E5%89%8D%E3%81%AE%E6%B8%A9%E3%82%81%E3%81%8C%E3%83%9D%E3%82%A

4%E3%83%B3%E3%83%88/ 

 

（7）夏の温めが妊活にオススメ！下半身を温める夏の入浴法で妊娠体質に！ 

https://excefk.com/2016/03/26/natsu-nyuuyoku/ 

 

（8）パナソニックの布団乾燥機「FD-F06A7」は汗などでしけった布団の乾燥から、寒い冬の温めまでがで

きる、オールマイティーな家電製品です。 

https://enechange.jp/articles/panasonic-futondryer 

 

（9）さらにレンジで約２〜３分の温めですぐに食べられる手軽さです。 

https://www.maruha-nichiro.co.jp/shifuku/ 

 

（10）今回は15分の温めでしたが、30分ほど温めればさらにおいしくいただけると思います。 

https://kakakumag.com/chosatai/?id=10165 

 

（11）温めは、特許を取得した特別な道具を用いて行います。  

今までにない極上の温めを、お時間の許される方はぜひお試しください。  

http://mixi.jp/view_bbs.pl?comm_id=1428706&id=81168140 
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 例（1）、（2）のように「の」の前に来る言葉は「動作主の対象物」であったり、（3）、（4）、（5）

のように「～で＋の」という形で動作を行うための手段を示したり、（6）、（7）、（8）のように動作を

行う時期、時間帯を示したり、（9）、（10）のように動作を行う時間の長さを示す言葉であったり、（11）、

のように動作の程度を示す言葉もある。このように、助詞「の」とその前の言葉により、何を、いつ、ど

うやって、どのぐらい行為がなされるかについて、連用形名詞が表す「行為」がより具体化される。「の」

は名詞のほか、数詞や助詞等様々な品詞と接続することができるため、この機能をうまく活用して単独の

連用形名詞をより具体化する。「～＋の＋動詞連用形」という形では、動詞連用形が単独で名詞化してい

るが、実際「～＋の」という部分によりその単独の連用形名詞の意味がより補充され、この組み合わせと

共に使用される単独の連用形名詞が複合語の連用形名詞と同じような意味合いを有する。このような理由

で、この組み合わせでは、動詞連用形が名詞化できる確率が非常に高くなるといえる。 

 

 さらに、「の」は様々な品詞のことばと接続できるという特徴を利用して、複合語よりも単独の連用形

名詞を意味的に補充できる組み合わせを作り出すこともできる。例えば、「～＋の＋連用形名詞」の用例

の中に次のような用例が含まれる。 

 

（12）【メディカルハーブ講座】 寒さに向かうための温めのハーブ 

https://www.facebook.com/events/1779694275637452/ 

 

（13）立ち上がりの暖めは、ガスや石油の暖房器具で、暖まったらランニングコストの割安なエアコンで、

など、それぞれの特徴を活かし、エアコンを上手に使うことが、上手な節電につながります。 

http://tatamitai.com/saitama_1/kumagaya_shi.html 

 

（14）卵の大きさによって、卵白の量も変わりますが、１個分卵黄より多くしみて下さい。 

卵白だけ、他の調理の時、取り分けて冷凍しておくと、便利です。後は、焼き上がりの冷ましを、逆さに

すること。 

https://detail.chiebukuro.yahoo.co.jp/qa/question_detail/q129373692 

 

（15）左の人はお茶のペットボトルを持ち込んで、それをちびりちびり飲みながらの冷ましを実行してお

られます。 

http://www.lcv.ne.jp/~kohnoshg/site91/spa_enjoy.htm 
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（16）窯詰め、焼き、焚いた後の冷ましの作業を、を並行してやっていたのだろう。 

良質の粘土も採れたそうで、埴輪制作をその地で一貫してやっていたそうだ。 

https://sites.google.com/site/suzukikannikki/-2016-1-28-jin-rikaraibarakidezainfea 

 

以上のように、「の」は（12）のような目的を表す名詞「ため」や、（13）、（14）のような動詞連用

形、（15）のような「ながら」という接続助詞、（16）のように「タ形＋後」という組み合わせにまで接

続することができる。このように、様々な品詞と接続することにより、「の」と前の部分はより連用形名

詞の意味内容を具体化しているといえる。つまり、「寒さに向かうための温め」や「立ち上がりの暖め」、

「飲みながらの冷やし」、「焚いた後の冷やし」等、動作の目的や動作を行うタイミング、姿勢等の意味

が連用形名詞に追加される。このように多岐にわたる意味内容は通常、「立ち上がり暖め」（?）や「焚き

冷やし」（?）等のような一つの複合語に収めることは難しいものであると考えられる。したがって、複合

語の形ではカバーしきれない意味を「～＋の＋連用形名詞」という形で表現するのだと思われる。 

 

以上まとめると、「～＋の＋連用形名詞」という形は、単独の連用形名詞の意味を補充し、まだ日本語

母語話者のレキシコンに定着していない「不安定な連用形名詞」の意味内容をより具体化し、安定化させ

る役割がある。「～＋の＋連用形名詞」という形の「の」の前の部分には動作の対象物や助数詞から、目

的を表す言葉、他の動詞連用形等様々にあり、一般の複合語の連用形名詞がカバーしきれない意味が表現

できる。そのため、「～＋の＋連用形名詞」という形は用例の多くに現れ、単独の連用形名詞を使用する

際の最も顕著な組み合わせではないかと思われる。 

 

4.2 連用形名詞と後続する要素について 

4.1 では、連用形名詞の前に来る助詞について分析した。そこで本項では連用形名詞の後に来る助詞に

ついて述べたい。検索する際に「連用形名詞＋助詞」等のキーワードを使って検索したので、様々な助詞

と一緒に使われる用例を得た。そこで、連用形名詞の後につく助詞の中で、「連用形名詞＋が」と「連用形

名詞＋を」の二つの組み合わせが圧倒的に多い。まず、「連用形名詞＋が」に関する用例について、一番用

例数が多い「連用形名詞＋が＋形容詞・形容動詞」について述べて行きたい。 

 

4.2.1 「連用形名詞＋が」の組み合わせについて 

「連用形名詞＋が」の場合、その述語になるのが形容詞・形容動詞が一番多く、その次は動詞で、名詞と

いう場合が最も少ない。「連用形名詞＋が＋動詞」の場合、前は動作を表す連用形名詞のため、後に来る動
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詞にもたいてい、「出来事」に関係する動詞が多い。具体的には出来事の終始を表す「はじまる」、「終わる」、

「終了する」、出来事が起こるという意味の「発生する」「生じる」「起こる」、出来事を行うという意味の

「進行する」「続く」「繰り返す」、出来事の存在を意味する「ある」（＋否定形の「ない」）、変化を表す「形

容詞/形容動詞＋なる」）である。また、「できる」「できない」という動詞もよくつかわれる（動詞ではな

いが、同じ意味で、「～が可能/不可能」という表現も多い。 

 

一方、「連用形名詞＋が＋形容詞・形容動詞」の組み合わせは圧倒的に多い。これら組み合わせについて

は、他動詞からなる連用形名詞の場合と自動詞からなる連用形名詞の場合に異なる現象が見られるので、

2 つの場合に分けて分析を試みたい。まず、他動詞からなる連用形名詞の「連用形名詞＋が＋形容詞・形

容動詞」という組み合わせから「様態述語文」を分析する。次に、自動詞からなる連用形名詞の「連用形

名詞＋が＋形容詞・形容動詞」の組み合わせから属性表現について分析する。 

 

4.2.1.1 様態述語文について 

 他動詞からなる連用形名詞の「連用形名詞＋が＋形容詞・形容動詞」という組み合わせの「形容詞・形

容動詞」はたいていの場合、物事の状態・性質を表しているため、ここでこの組み合わせのことを「様態

述語文」と名付ける。では、この「様態述語文」にはどのような性質を有しているのか、以下のように３

つ挙げられる。 

 

① 評価する際によく使用される 

 様態述語文はどのような文脈の中で出てくるのか、いくつかの用例を示しておきたい。 

 

（1）オムライス 卵の溶きが甘かった。 

https://www.garow.me/media/1472840877030747000_549765419 

 

（2）海苔、ごはんの半分を占めるようにカッコよくセットしたつもりでしたがごはんの冷ましが甘かった

ようで縮みました… もはや何者かわからない海苔…  

http://www.imgrum.org/tag/%E3%81%BE%E3%81%84%E3%81%A1%E3%81%8F%E5%BC%81/J0HWSd65AAAAF0HWRmxIwA

AAFhIA 
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（3）最近排煙ダクトの吸いが悪い！厨房内が異常に暑い！ 

こんな状態になっていませんか？ 

http://k-ram.net/?p=64 

 

以上の用例からわかるように、この様態述語文は何かを評価する際によく使用されるという傾向がある。

実際、「が」の後にでてくる形容詞・形容動詞が全部で35あり、その中で感情を表す形容詞・形容動詞３

つ（つらい・にがて・こわい）以外は全て「遅い」や「浅い」「悪い」等物事の特徴、様態を表す形容詞・

形容動詞である。 

 

②マイナス意味の形容詞・形容動詞の方が多く使用される。 

 様態述語文をもつ用例を一つずつ分析して、その構文の形容詞・形容動詞がプラスの意味かマイナスの

意味かを考察してみた。（例えば、「食べ」に関する用例で、「食べが悪い」「食べがいい」という表現

があるが、「悪い」はマイナスの意味の形容詞、「いい」はプラスの意味の形容詞とする）。そして、同

じ連用形名詞に関する用例で、マイナス意味の形容詞とプラス意味の形容詞の数を比較してみる。なお、

この様態述語文に「大切」や「必要」等の形容詞・形容動詞が出る場合もあり、それらの形容詞・形容動

詞をプラスの意味かマイナスの意味かを判断しづらいため、「中立」と名付けた。その結果、自動詞や移

動動詞を除いた後、46の他動詞の動詞連用形のうち、様態述語文で、プラス意味の形容詞・形容動詞の用

例がマイナス意味の形容詞・形容動詞の用例より数が多いものは「現し」という動詞のみである。それに

対して、マイナス意味の形容詞・形容動詞の用例の方が多いものは22であった。（「空け」、「暖め」、

「温め」、「生かし」、「動かし」、「傾け」、「固め」、「噛み」、「割き」、「裂き」、「避け」、

「冷まし」、「吸い」、「食べ」、「縮め」、「溶き」、「履き」、「離し」、「貼り」、「広げ」、「減

らし」、「沸かし」）。残りの連用形名詞はこの「連用形名詞＋が＋形容詞・形容動詞」構文がないもの

か、「大切」や「重要」等特にプラスの意味もマイナスの意味も持っていない「中立」の形容詞・形容動

詞しかないもの、プラスの意味の用例の数とマイナスの意味の用例の数がほぼ同じものである。以上の結

果からわかるように、「連用形名詞＋が＋形容詞・形容動詞」という様態述語文では、マイナス意味を有

する形容詞・形容動詞と共起する傾向がある。つまり、マイナス的評価を下す時にこの構文がよく使われ

ている印象がある。 

 具体的に、最も使用される形容詞・形容動詞の数は以下の通りである。 
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表10「連用形名詞＋が＋形容詞・形容動詞」構文に最も使用される形容詞・形容動詞 

番号 形容詞・形容動詞 数 

1 悪い 225 

2 甘い 68 

3 不十分 48 

4 いい/良い 28 

5 早い 20 

 

以上の表からわかるように、5 の形容詞・形容動詞のうち、明らかにマイナス意味を示す「悪い」、「甘

い」「不十分」という3つの形容詞・形容動詞が最上位を占めている。特に、「悪い」が出てくる用例は

225もあり、プラス意味を示す「いい」の約10倍にも上った。また、「不十分」という形容動詞は48用

例に出ており、3位になったが、実際同じような意味の「足らない・足りない」という言葉もあり、「連用

形名詞＋が＋足らない」という組み合わせのある用例もあった。両者を合わせると「連用形名詞＋が＋不

十分/足りない/足らない」という意味の用例は「甘い」とほぼ同じ数になる。 

 

③あいまいな意味の形容詞・形容動詞が多い。 

様態述語文にでている形容詞・形容動詞を見ると、「早い」や「遅い」、「きれい」、「醜い」のよう

な、具体的に評価する形容詞・形容動詞があるものの、それらの形容詞・形容動詞より意味があいまいな

「いまいち」「甘い」「不十分」等の形容詞・形容動詞の方が多く使用される傾向がある。具体的に、次

のような例が挙げられる。 

 

（1）今日のカツ丼は、卵の溶きがあまいようで白身が・・・笑今回の感想は、とんかつが以前より小さ

くなりましたねぇ～（厚みも薄くなり）まぁ～原価低減の施策でしょうか・・・でもこれで850円で頂け

るのだから、大満足です！！ 

http://gazoo.com/my/sites/0001454817/VAIO/Lists/Posts/Post.aspx?ID=255 

 

（2）滅菌処理した後の冷ましが不十分だったんだと思います。 

https://detail.chiebukuro.yahoo.co.jp/qa/question_detail/q11172891646 
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（3）まずは自分用を作ってみるのですが、今回は接着芯の貼りが…イマイチ。生地を変えて作ってみた方

が良さそうな。 

http://cotcotcot.exblog.jp/12965768 

 

以前の（1）、（2）、（3）では、どれもマイナス的な評価の文である。しかし、「いまいち」も「甘い」

も「不十分」もただマイナス的な評価をしているが、具体的に何がだめなのか、何が足りないのかを明確

に表してない。 

 

以上、様態述語文について① 評価する際によく使用される、②マイナス意味の形容詞・形容動詞の方が

多く使用される、③あいまいな意味の形容詞・形容動詞が多いという３つの特徴を指摘したが、なぜ単独

の連用形名詞はこのような構文の中によく使用されるだろうか。実はその理由は上記に述べた構文の３つ

の特徴と密接に関係している。ではこの構文における連用形名詞について次節で解説していきたい。 

 

4.2.1.2 様態述語文における連用形名詞について 

 まず、様態述語文に使用される単独の連用形名詞は誤用あるいは何らかの複合語の連用形名詞の省略だ

という見解がある。しかし、もし誤用か何等かの省略であるなら、この構文にある連用形名詞は適切に書

き直すことができるはずである。では、試しに言い換えてみたい。 

 

（1）チョコレートの温めが不十分だった 

http://www.callebaut.com/ja-

JP/%E3%83%81%E3%83%A7%E3%82%B3%E3%83%AC%E3%83%BC%E3%83%88%EF%BC%8D%E3%83%86%E3%82%AF%E3%83%8B%

E3%83%83%E3%82%AF/%E3%83%88%E3%83%A9%E3%83%96%E3%83%AB%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%83%86%E3%

82%A3%E3%83%B3%E3%82%B0/%E3%83%81%E3%83%A7%E3%82%B3%E3%83%AC%E3%83%BC%E3%83%88%EF%BC%8D%E3%83%

A0%E3%83%BC%E3%82%B9 

 

以上の文を置き換えると、次のような文が想定される。 

（1A）チョコレートを不十分に温めました。 

（1B）チョコレートが不十分に温められました。 

（1C）チョコレートの温め方が不十分だった。 
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これはどれに置き換えても違和感を覚えるのではないだろうか。(1A)に置き換えると、動作主がわざとチ

ョコレートをきちんと温めないニュアンスがある。（1B）では受身文なので、一見、客観的に描写する文

のように見えるが、それでも「不十分に温めました」とはいったいどんな風に温められるか想像しにくい。

（1C）に置き換える場合もやはり違和感を感じる。なぜなら、それは（1）で使われている「不十分」とい

う形容詞の対象が、本当に「温め方」というはっきりしたものかどうか、確信できないからである。実際、

この文の背景には、ケーキ作りの際に「チョコレートムースがザラザラした質感でだまだらけ」という現

象に対する一つの原因を述べている。つまり、（1）の「チョコレートの温めが不十分だった」というのは

「温める温度」あるいは「温める時間」などが足りないため、という意味を示すと思われる。あくまで原

因を憶測する文なので、発話者もあえて「温度」や「時間」を使用せず、「温めが不十分」というぼんや

りとした言い方をするのではないかと思われる。 

 

以上の例とその置き換えたものからみると、いずれにおいても違和感を覚えるということは、つまり、

ここに挙げた「温め」のような単独の連用形名詞は誤用ではなく、ある一定の効果を狙って、意図的に「連

用形名詞＋が＋形容詞・形容動詞」という構文が使われているのではないかと思われる。具体的にいうと、

その効果とは「動作主」を明確にしたくないというものである。通常の動詞を使うと、上記の(1A)「チョ

コレートを不十分に温めました。」のように、誰かが故意にチョコレートをわざときちんと温めないうニ

ュアンスを与え、動作主の意志を感じさせてしまう。しかし、（１）のような使い方（チョコレートの温

めが不十分だった）では、連用形名詞を使うことによって、誰かが故意に雑に温めるのではなく、ただ結

果的にチョコレートが十分に加熱されていないという事実だけ述べている。つまり、ここで「温めが不十

分」のような「連用形名詞＋が＋形容詞・形容動詞」という言い方により、動作主の意志ではなく連用形

名詞に後続する形容詞に注目させる効果がある。特に、否定的評価の際に使用すると、動作主を曖昧にし、

動作主の責任を軽減するという役割も果すのではないかと思われる。前節で述べた様態述語文の特徴その

③では、「連用形名詞＋が＋形容詞・形容動詞」という組み合わせの用例をみると、マイナス意味の形容

詞・形容動詞の方がプラス意味のものより使用される場合が多いということから確かに「連用形名詞＋が

＋形容詞・形容動詞」は否定的評価の際によく使用されるのである。 

 

このような表現は他人に対して何かを評価する時や、自分のしたことについて知らせる・評価する時に

使われている傾向がある。そこで、次節では、具体的に(a)「否定的他人評価の場合」と(b)「否定的自己

評価の場合」という2つの場合において、連用形名詞の使用がそれぞれどのような効果を生むのかを検討

したい。 
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(a) 否定的他人評価の場合 

まず、他人のしたことに対して否定的評価をつける際、述語に動詞を用いずに、「連用形名詞＋が＋形

容詞・形容動詞」というこの様態述語文を使うことで、状態性を表す構文になるために、動作主が明示さ

れなくなる。例えば、次のような例をみると、それがより明確にわかるのではないだろうか。 

 

（１）本日有楽町ビックでブルーの機種を触っていましたが、全く同じようにeの文字のロゴが剥がれて

いました。全体的に貼りが甘いのではないでしょうか？ 

（http://bbs.kakaku.com/bbs/K0000008812/SortID=9463693/） 

 

上記の文はコンピューターを取り扱う通販サイトに投稿されたレビューである。当該コンピューターのロ

ゴの文字の一つが剥がれていて綺麗だとはいえない状態であり、これに対するコメントとして「貼りが甘

い」という表現が使用されている。このような表現により、「誰かが雑な作業を行った」ということから

焦点をずらし、「結果としてそのような状態になった」ということだけに注目させることができる。この

ように「連用形名詞＋が＋形容詞・形容動詞」という構文を使用することにより、動作主を明確にしない

で、物事の状態に対して評価を述べることができるため、動作主が特定できない場合や動作主を明示して

気まずくしたくない場合に、このような表現が意識して使用されるのではないかと思われる。他にも（１）

と同じような評価文として以下の用例が挙げられる。 

 

（2）味も変わらないなぁ。今日は沸かしが長かったのか、塩分がやや強めに感じたけど前回も麺切れ直前

はそうだったかな。 

（http://www.chibaraumen.com/report/tomita.html） 

 

（3）チップはとても綺麗ですし、重量感もあります。現象も説明にある通り、最初は子供だまし的なもの

かと誰しも思いますが、続く変化に驚いてもらえます。★ひとつマイナスなのはカラー部分の貼りが若干

甘かった為。この価格なので、塗装だったらいいのですが・・・現象も良いしその他の部分は綺麗だった

ので惜しいですが、初心者にもできるのでおすすめ! 

（https://www.frenchdrop.com/detail?id=403） 
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(b) 否定的自己評価の場合 

次に、(b)「否定的自己評価の場合」の効果について述べたい。自分のしたことについて否定的評価を表

示する場合、「連用形名詞＋が＋形容詞・形容動詞」という構文を使用することによって、自分が「故意

に」ではなく、自然にそのような状態になったことを表すことができ、自分の責任を明示的にしないこと

ができるのではないかと思われる。例として次のようなものがある。 

 

（4）ちょっと、、玉子の溶きが甘いですが(^◇^;) 

スキレットに溶き卵を流したら、 

焼きそばを加えて出来上がり♪ 

とっても簡単╰(*´︶`*)╯♡ 

http://zimizimi.exblog.jp/23857644/ 

 

上記の文は自分の作った料理について綴ったブログからの用例である。ここで、「溶きが甘い」という表

現によって、自分の失敗についてあたかも故意にではないというように、客観的に描写することが可能と

なる。適度に追加される絵文字も失敗作のダメージをやわらげる効果があるように見える。この表現によ

り、直接的にその動作主について言及することが避けられる。つまり、自分の行為について否定的評価を

下す場合も、「連用形名詞＋が＋形容詞・形容動詞」という構文を使用することにより、自分が「故意に」

そうしたのではなく、自然にそのような状態になったということを表現することができ、責任の明示を避

けることができるのである。（4）と同じ意味合いの表現は他の動詞連用形に関する用例からも見られる。 

 

（5）試作品。キーケースです。 

 まずは自分用を作ってみるのですが、今回は接着芯の貼りが…イマイチ。 

 生地を変えて作ってみた方が良さそうな。 

 もうちょっと、頑張ってみます。 

（http://cotcotcot.exblog.jp/12965768） 

 

上述の通り、「連用形名詞＋が＋形容詞・形容動詞」の構文の使用は、動作主の明示を避け、その動作に

よってもたらされた結果のみに注目させる効果がある。このような表現を使用する場合、一番伝えたい内

容は一番後ろの「様態述語」である形容詞/形容動詞の部分にあると思われる。ここで使用される形容詞/

形容動詞もまた曖昧な意味を有するものが多い。表10で示したように、「悪い」という形容詞が最も多く
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使用される形容詞で、「悪い」のほかに「甘い」や「不十分」、「いまいち」等の用例も多い。他には「雑」、

「粗い」等の形容動詞もある。「悪い」や「あまい」、「イマイチ」は、「汚い」や「遅い」、「醜い」など、

マイナスであることを明確に表す形容詞とは異なり、曖昧な意味合いを持っている。これらの単語は同じ

く曖昧な意味合いを持っている動詞連用形と用いることで非常に曖昧な評価の表現を作り出すことができ

るのである。「履きが甘い」や「貼りが雑」、「ご飯の食べがイマイチ」等というような表現を使用すること

により、確かに否定的評価を下してはいるのだが、具体的に何が悪いのか、どのように悪いのかについて

は明言していない。このような表現は相手を評価する際に使用すると、その曖昧さにより相手を直接非難

することを避けることができる。また一方で、自分のしたことに対して否定的評価を述べる時には、その

曖昧さによりマイナスの詳細がどのようなことであるのかという具体的なマイナス表示を避けることがで

きる。このように、「連用形名詞＋が＋形容詞・形容動詞」という様態述語文は巧みに否定的評価を表すこ

とができる構文だと言えるのである。 

 

 以上、他動詞の連用形名詞の「連用形名詞＋が＋形容詞・形容動詞」という組み合わせにおける連用形

名詞の役割について述べた。動詞連用形の名詞化については、これまで多くの研究が、場所を示す名詞（例

えば「受付」）や人を示す名詞（例えば「酔っ払い」）等、名詞化した後の連用形の意味について分類を

行った研究が多い。しかし、実際には、これまで見たように特定の意味を持たず、曖昧な意味合いのまま

使用される連用形名詞も多いのではないかと考えられる。曖昧な意味を持っているからこそ、否定的評価

を下す時に、相手を傷つけずに事態を述べることができる。今まで誤用として片づけられてきた連用形名

詞は、実はこの「連用形名詞＋が＋形容詞・形容動詞」という構文の中でこそ、その存在価値が認められ

るのであり、婉曲的な評価を担うものとして認められるのではないかと思われる。 

 

4.2.1.3 「連用形名詞＋が＋形容詞・形容動詞」の組み合わせと属性表現の関係 

 続いて同じ「連用形名詞＋が＋形容詞・形容動詞」の組み合わせであるが、自動詞の連用形名詞の場合

では、この組み合わせはどのような役割を果たしているか分析してみたい。 

 

 56動詞のうち、自動詞は「温まる」、「改まる」「溺れる」、「加わる」、「刺さる」、「住む」

「ぶつかる」、「溶ける」、「届く」という9つがある。これらの連用形名詞の「連用形名詞＋が＋形容

詞・形容動詞」という組み合わせを持つ用例は9つのうち５つ（温まる、加わる、刺さる、溶ける、届

く）に多くみられる。以下のようなものである。 
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(1) SBゴールデンカレーは溶けが悪いです。 火を止めて、よーく溶けるまで撹拌して再加熱してもなん

だか水っぽい。翌日には普通のカレーになります 

http://tell-me.jp/q/1364575 

 

(2) 一番搾りのコラーゲンを100％ とにかく溶けがいいコラーゲン！ 

http://item.rakuten.co.jp/chamise/20121206-01/ 

 

(3) このマルセイユ石けんでも、今までの一般的に皆さんが思っていらっしゃったような石けんと比べる

と、かなり溶けが早いですから。 

https://www.taiyo-yushi.co.jp/soap/repocol/report_9.html 

 

(4) 電波の届きが良い 

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造の建物の1Fの部屋に呼び出しﾎﾞﾀﾝ､3Fの部屋に受信機を置きしっかり電波が届き満足です｡ 

https://www.amazon.co.jp/gp/aw/cr/rR2G8NGMUOWXSK3 

 

(5) 用途としては、「小型で軽い」、「免許がいらない業務用」、「電波の届きがよい」、「広域利用

が可能」、などのポイントから選ぶことができます。 

http://business-improve.net/jirei/jyouhou-kyouyu/ 

 

以上の用例から、自動詞からなる連用形名詞の「連用形名詞＋が＋形容詞・形容動詞」の組み合わせは物

の性質・属性を表すのではないかと思われる。上記の例(1)、(2)、(3)はそれぞれカレー粉、コラーゲン、

石鹸について述べる文である。どれにしても「水によく溶けるかどうか」という性質が必要なものである。

ここで動詞ではなく「溶けがいい」「溶けが悪い」「溶けがはやい」のように、「連用形名詞＋が＋形容

詞・形容動詞」の組み合わせが用いられている。この組み合わせには「いつも」という言葉を含まれてい

ないが、「飲み込みが早い」や「キレがいい」等の連用形名詞を用いる慣用句のように、「いつもその性

質を持っている」という印象を受ける。例(4)はドアチャイムのセットに関する評価文で、(5)は無線機に

関する広告の文である。どちらも商品に関する情報提供の文で、どちらの文においても「電波の届きがよ

い」という組み合わせが使用される。これも上の例(1)、(2)、(3)のようにチャイムや無線機の性質・属性

を表すように思われる。「溶け」や「届き」のほかに、「温まり」や「刺さり」「加わり」にも「連用形

名詞＋が＋形容詞・形容動詞」の組み合わせによる性質・属性の表現が見られる。 
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(6) マニアックスえじりです☆ 今日は昨日よりムシムシしましたね(^^; そんな本日はこちら！！ 

RADRABBIT！ 刺さりが抜群のRYUGIフックが標準装備♪      

それに新製品のこちら […] 

http://www.maniacs1091.jp/blog/category/%E5%85%A5%E8%8D%B7%E6%83%85%E5%A0%B1/%E3%83%90%E3%82%B

9/ 

 

(7) 手持ちのホットアイラッシュカーラーが乾電池タイプで「乾電池が交換が面倒」、「もっとコンパ

クトなタイプが欲しい」、「温まりが遅い」などと感じている人におすすめだ。 

http://news.livedoor.com/article/detail/11488164/ 

 

(8) アルミニウム合金は熱伝導に優れ熱の加わりが速いため、空焚きや強火での調理を繰り返すと高熱

により、コーティングが劣化しやすくなります。 

http://item.rakuten.co.jp/cuore-plus/gi-neon24/ 

 

4.3 「連用形名詞＋を＋動詞」の構文について 

前節では「連用形名詞＋が＋形容詞・形容動詞」という組み合わせから「様態述語文」と「属性表現」

について分析を行ったが。本節では、連用形名詞と後続する要素の中で「が」と同じように数が多い「を」

に関する構文について述べたい。「連用形名詞＋を」について、後続するのはいうまでもなく動詞であるが、

その文末の動詞にはどのような動詞がについては以下の表1ような調査結果となった。最も使用される動

詞とその用例数であるが、その中で「する」が一番多く184にも上った。また「する」と同じ意味である

「行う」は三位で72用例にでており、さらに「する」と同じ意味の「やる」は20用例があって、7位を

占めている。つまり、同じような意味を有するこの3つの動詞の数を合わせれば、何かを実施するという

意味の動詞が全部で276例で、「連用形名詞＋を」に関する用例（全部で1502例）の約20％を示す。「す

る」「やる」「行う」の他に、「実施する」や「施す」「実行する」等、同じ何かを行うという意味の動詞も

見られる。 
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表11 「連用形名詞＋を＋動詞」の構文に最も使用される動詞 

番号 動詞 数 

１ する 184 

２ 感じる 97 

３ 行う 72 

４ 繰り返す 37 

５ 防ぐ 34 

６ 見る 24 

7 やる 20 

8 かける 17 

9 意識する 16 

10 防止する 16 

 

では、なぜもともと動詞であるものをわざわざ連用形名詞にして、それからまた述語に「する」「やる」

「行う」を用いるのだろうか。「ポスターを貼る」と「ポスターの貼りをする」にはどのような違いがあ

るのだろうか。後者を使う場合、上述したようにわざわざ動詞を名詞化し、そしてその名詞を軽動詞の「す

る」と用いて使うため、前者と比べ手の込んだものになっている。それなのに三百近くの用例が存在する

ということは、きっと発話者のなんらかの伝達上の意図を表しているのではないかと推測する。そこで、

次にこの「連用形名詞＋を＋する・やる・行う」の構文に潜む発話者の意図について明らかにしたい。 

 

4.3.1 「連用形名詞＋を＋する・やる・行う」構文について 

 「連用形名詞＋を＋する・やる・行う」の構文を持つ276用例を分析した結果、いくつかの目的により

「連用形名詞＋する・やる・行う」を使用するのではないかと思われる。そこでこれらを３つの場合を分

けてその目的を明らかにしたい。その３つの場合とは(a) 連用形名詞の前に修飾部がある場合、(b) 連用

形名詞を他の名詞と共に用いる場合及び(c) 修飾部と共起する名詞等がなく連用形名詞だけの場合である。 

 

4.3.1.1 連用形名詞の前に修飾部がある場合 

 276用例のうち、連用形名詞の前に修飾部がある用例は131で約50%を占めている。この修飾部には「名

詞＋の」や動詞、形容詞・形容動詞等がある。「修飾部＋連用形名詞＋する/やる/行う」の構文では、その
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連用形名詞の表す動作は中性的・一般的動作ではなく、より具体的・精密的な動作としてとらえているよ

うに見受けられる。ただ「貼る」や「沸かす」だけではなく、具体的に「何を貼る」のか、「どんな貼り方」

をするかあるいは「どの程度沸かすのか」など、より詳しく述べたい時、「修飾部＋連用形名詞＋する/や

る/行う」で表現する用例がよく見られる。 

 

では、まず修飾部が「名詞＋の」の場合をみてみよう。修飾部に来るのは「名詞＋の」の場合が一番多

く、それらの場合においては「名詞＋の＋連用形名詞＋を＋する/やる/行う」の構文になる。同章の 4.1

「～＋の＋連用形名詞」という組み合わせについて」にも述べたように、「～＋の＋動詞連用形」という形

では、動詞連用形が単独で名詞化しているが、実際「～＋の」という修飾部によりその単独の連用形名詞

の意味がより補充され、この組み合わせと共に使用される単独の連用形名詞が複合語の連用形名詞と同じ

ような意味合いを有する。結果的に、「名詞＋の＋連用形名詞」という組み合わせは複合語と同じような意

味合いを持つため、「名詞＋の＋連用形名詞＋を＋する/やる/行う」の構文は「複合語＋を＋する/やる/行

う」としての意味を表すことが多い。その例は以下のようである。 

 

（1）専用のマットを使ってしっかりとダニ対策もでき、マットをつけずに簡単にふとんの暖めをすること

ももちろん可能です。 

http://sawachin.com/pad-dryers-2017/ 

 

（2）本日夕刻届きました。 早速、エビフライの温め、トースト、ピザの温めをしました。 

http://www.irisplaza.co.jp/Index.asp?KB=REVIEW_S&ITEM_CD=H561636F 

 

（3）１２月２日（金）、中３と小４合同で、スクラム広場の花の植えを行いました。 

http://members.fch.ne.jp/kubasho/tayori/gakkou.pdf 

 

(1)、（2）、（3）の場合は一般の温める・暖める・植えるという動作ではなく、「ふとん」「エビフライ」

「広場の花」という目的語があって、それが連用形名詞とセットされて全体として一つの漢語名詞に相当

する一つの意味のまとまりになる。そこで後ろに軽動詞の「する」か「やる/行う」と共に用いることがで

きる。 
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また、「名詞＋の」以外は動詞や形容詞等による修飾もある。それらの場合、単なる動作を行うだけで

はなく、具体的に「どのような動作」「どうやって行われる動作」かが述べられる。つまり、「修飾部＋

連用形名詞＋を＋する/やる/行う」という構文では、前の修飾部によって動作がより具体化される。例は

以下のようである。 

 

（4）市販のアワビシート、、、 

 細かい曲げての貼りをすると、、、 

 ワビ辺が浮いたり、、 

 合わせ目なども、、、 

（http://tightline.naturum.ne.jp/c20102339.html） 

 

（4）は魚の模型を作るのに使用するシートについてコメントする文であるが、やはりここでシートを「貼

る」作業だけではなく、ちょっと特殊な貼り方の作業を表現したい時に、「細かい曲げての貼り」という表

現が使用されている。つまり「連用形名詞＋を＋する・やる・行う」構文の機能の一つとして、ある動作

を動詞ではなく連用形名詞として表現することにより、連体修飾節をつけることで連用形名詞の意味内容

を具体化させることができる。この構文では連用形の前に「～＋の」が来る場合が一番多いが、以上の用

例のほかに、前の修飾部分は動詞等の場合もある。 

 

（5）かつおのたたきなどの「あぶり焼き」機能を新搭載。赤外線・絶対湿度・温度の3種類のセンサーで、

様々な料理に適した温めを行います。 

https://mainichi.jp/articles/20170927/gnw/00m/040/010000c 

 

（6）総会までにカイギを重ね色々討議する中で、ただ総会を守るための保育に留まらず子どもにとってど

うか？せっかくの時間！子育てのヒントになるような過ごしをしよう！ 

http://mitubatikko.com/blog/2009/06/page/2/ 

 

（7）始めにフットバス、終りに蒸しタオルによる温めを行い、さらに血行を良くします 

http://www.seitai-kawagoe.jp/shop03_02/index.html 
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4.3.1.2 「修飾部＋連用形名詞＋する」の構文における性質叙述機能 

 日本語では、形式面では「～をしている」という形をとるが、行動ではなく様態を表す構文がある。例

えば 

 

(8) 彼女は可愛い顔をしている。 

 

(9) 彼は憂鬱な目をしている。 

 

採集された「修飾部＋連用形名詞＋する」の構文の用例においても以上の(8)、(9)と同じ機能を果たして

いる用例がいくつかある。具体的は以下のような例である。 

 

（10）ガス温水床暖房のほうがムラもなく、気持ちの良い温まりをします。 

https://realestate.yahoo.co.jp/knowledge/chiebukuro/detail/1485631394 

 

（11）ヴェゼルはフィットとは違って、透明ビニールシートではなくて、スポンジ系の貼りをしています

ね。少しは、音のことを考えているのでしょうね。 

 

（12）ブレードタイプのダーツボード。 

デュアルコアを採用し、上質な刺さりをしてくれます。 

http://allofdarts.com/barrel/9194 

 

（13）クラッチフック・・・ボトム、トップ、デッドスロークランキングなどラインにテンションが掛か

らない釣りでは驚異的な刺さりをします！ 

 http://www.ishiguro-gr.com/fishing/cyokoki_format.php?id=662 

 

（14）バキュームは至近距離でしたらまずまずの吸いをしてくれて満足しています。 

車内の清掃作業に使用しています。 

https://www.amazon.co.jp/product-

reviews/B0045FY7M8/ref=cm_cr_dp_synop?ie=UTF8&reviewerType=all_reviews&showViewpoints=0&sortBy

=recent#R3KRH202DIOIPE 
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上の用例では、形では述語部に動詞である「する」を使っているが、意味の面では何か動作・行動をとる

というより物事の性質を表しているようにみえる。例えば、用例（12）と（13）はどれも「刺さり」につ

いての用例であるが、（12）はダーツボードのことを述べ、（13）は釣竿の針について述べたものである。

まずこれらの用例における動詞はタ形よりル形のほうが多い。つまり過去に起こった出来事について述べ

る文ではなく、むしろいつもその特徴があるというニュアンスを受ける。また連用形名詞を修飾する部分

をみても「上質」や「驚異的」など物（ダーツボードや釣りの針）の特徴、性質を表す言葉ばかりである。

つまり、これらの用例では、「温まり」「刺さり」等の連用形名詞は物の性能であり、その前に性質を表

す言葉を置いて、物の特徴を表現することになる。このように「修飾部＋連用形名詞＋を＋する」という

構文の一部にはこのような機能を有していることから、ここで、「する」という動詞は連用形名詞と合わ

せることで動作性の意味合いを失い、もはや性質や状態を示すものとなっていることが分かる。 

 

4.3.1.3 連用形名詞を他の名詞と共に用いる場合 

同じ「連用形名詞＋する・やる・行う」という構文であるが、「をする/やる/行う」の前に連用形名詞と

共に他の名詞が共起する場合では、ある一連の作業の一つの動作を表現する役割がある。具体的には 276

用例のうち、いくつかの動作を表示するために「連用形名詞＋する・やる・行う」という構文を用いてい

る用例の数は49例で、約18％を占めている。それらの一部例文は以下の通りである。 

 

（1）印刷、打抜き、機械での貼りを一貫作業で行います。一般的なパッケージだけではなく、4 面貼り、

6面貼りや宅配用パッケージの貼りが出来ますので、特殊なパッケージ製作も可能です。  

http://www.daieishikou.co.jp/product.html 

 

（2）バネ材を使用し、場所によって焼きや冷ましをして、バネの性質を持たしたり、強硬にしています。 

http://www.jplampwork.com/marco.htm 

 

（3）画面移動、ズーム、傾けを行ってシーンをナビゲートし、新しい地表面サーフェスの表示をより見や

すくします。 

https://learn.arcgis.com/ja/projects/get-started-with-arcgis-pro/lessons/explore-3d-data.htm 

 

以上のような文では、連用形名詞はほかの名詞と一緒に並べられてその後ろにまとめて一つの動詞（「す

る」、「やる」「行う」）が使用されている。動詞を使って、「～して、～して、～する」のようにテ形で繋ぐ



68 

 

より、この構文の方が、それぞれの名詞が一連の作業の一つの動作であるという印象を受ける。第3章で

述べた「特定分野の用語」では、連用形名詞は「機械の機能の名称」や「モノづくりの工程の名称」を表

す言葉として使用される役割があることを示した。ここでは連用形名詞は他の名詞と並んで一連の作業の

個々の動作の名として使用されている。まさに連用形名詞は機能や工程の名づけとして適切な言葉のよう

に思われる。 

 

また、一緒に使用される名詞をみると、49 用例の内、「漢語動詞の語幹＋連用形名詞＋を＋する/やる/

行う」の用例は33で、約67%を占めている。（残りの16用例のうち、7例は「引き延ばし・縮め」や「握

り・離し」、「剥し・貼り」の対義語のペアである）。「漢語動詞の語幹＋連用形名詞＋を＋する/やる/行う」

について次のような用例が挙げられる。 

 

（4）バスタオルやフェイスタオルをかけておくだけで乾燥・暖めをしてくれます。 

あったか〜いタオルにくるまるのはとても気持ちが良さそうですね！ 

http://ofurobu.com/?p=14269 

 

（5）特別会議室、多目的ホールでのレセプション等で提供する飲食物の配膳や温めをすることができま

す。 

https://www.f-i-a.or.jp/ja/plaza/facilitys/rental/3f/pantry/ 

 

(6)直接攻撃・奪いを行うには、この辺のルールの曖昧さを利用し、 

まずは直接攻撃を喰らわしたい敵に近づく必要がある事を知ろう。 

http://sarion04.web.fc2.com/ps_otokojyuku_dodge.html 

 

(7)ですから、「あいよかけよ」の生活を、いま自分がどこまでできているかということを点検してみるた

めには、自分自身の心を振り返ってみて、以上の３つにあてはめ、反省、改まりをしていけばよいと思い

ます。 

http://www.konkokyo.or.jp/undou/aiyokakeyo/new&back/back/huziwara1.html 

 

（8）チンした後、そこに冷凍コーンを入れればコーンの解凍&人参の冷ましを同時に行えます。 

https://recipom.com/recipe/22131 
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以上の一部の例ではどれも、「乾燥・暖め」や「配膳・温め」、「直接攻撃・奪い」、「反省・改まり」、「解凍・

冷まし」等、つまり「漢語動詞の語幹＋連用形名詞」という組み合わせである。繰り返しになるが、これ

らの連用形名詞は不安定な連用形名詞で、誤用と判断される人もいるほど定着していないものである。し

かし、それらの連用形名詞は安定的で改まった感のある漢語と共に用いられている。しかも、どれも違和

感なく意味もきちんと通じているのではないだろうか。この組み合わせの数の多さから、連用形名詞は漢

語系名詞と対等するような役割を果たしているように思われる。今までの動詞連用形をみてみると、動詞

の連用形は漢語動詞と同じように活用する場合が多いことに気付いた。例えば何かをしに行くと言いたい

時、「日本語を習いに行く」のような「～を動詞連用形に行く/来る」か「日本語の勉強に行く」のような

「～の漢語動詞に行く/来る」、どちらを使っても良い。また「してください」の丁寧な言い方として「お

使いください」のような「お＋動詞連用形＋ください」という言い方がある一方、「ご使用ください」のよ

うな「お/ご＋漢語動詞＋ください」のような言い方もある。他に、「買い物がてら、図書館へ行ってきま

した」や「帰りがてら妻に花を買う」などのように「～がてら」という表現の「が」の前に置かれた言葉

は、漢語動詞か動詞連用形のどちらかである。つまり実際、漢語動詞の語幹と動詞連用形は文型の中で同

じ位置に置かれることが多い。ここで述べている連用形名詞も漢語動詞の語幹と一緒に並べられて後ろに

「する/やる/行う」と共に用いられていることから（動詞連用形から名詞化された）連用形名詞は漢語動

詞の語幹に相当する性質を持っているのではないかと思われる。 

 

4.3.1.4 修飾部と共起する名詞等がなく連用形名詞だけの場合 

 最後に、連用形名詞の前に修飾部がない場合の「連用形名詞＋を＋する/やる/行う」という構文につい

て述べる。この構文は用例が57例ある。例は以下の通りである。 

 

（1）温めをすると開閉下部の内部歪みで蒸気が漏れ続けます 

http://bbs.kakaku.com/bbs/K0000255949/SortID=19595374/ImageID=2423418/ 

 

（2）これはドミノ編みといって中心で減らしをしていく技法です。首に巻くとこんな感じになります。 

http://katatsumuribox.blog99.fc2.com/blog-entry-11.html 

 

（3）こちらは、最後の仕上げでぶつかりをしております。三年生の藤本選手と受けている方も同じく三年

生の金井選手です。 

http://blog.livedoor.jp/nittaidaisumo/archives/3851592.html 
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それらの用例を分析してみると、第3章の「特定分野の用語」で示した「暖め」や「温め」、「改まり」

「減らし」「沸かし」、「貼り」「ぶつかり」に関する例文がほとんどで、それらの用例を合わせると57

用例のうち45用例で79%を占めている。第3章の「特定分野の用語」では「暖め」「温め」「沸かし」は

機械の機能の名称として使用され、「減らし」と「貼り」」は「モノづくりの工程の名称」を表す言葉、

「ぶつかり」はスポーツの技を名づける言葉であるとした。これらの連用形名詞は既に「特定分野の用語」

として定着しているため、「連用形名詞＋を＋する/やる/行う」という構文は「暖める機能をする」や「沸

かす機能をする」等「機能＋する/やる/行う」あるいは「減らす工程をする」のような「工程＋する/やる

/行う」、「ぶつかりをする」のような相撲の中の「ぶつかる技」を披露・練習するという意味でつかわれ

ると思われる。 

 

本節は「連用形名詞＋する/やる/行う」という構文について三つの場合に分けて分析を行った。その３

つの場合とは(a) 連用形名詞の前に修飾部がある場合、(b) 連用形名詞を他の名詞と共に用いる場合及び

(c)修飾部と共起する名詞等がなく連用形名詞だけの場合である。(a)の 「連用形名詞の前に修飾部がある

場合」では、修飾部により連用形名詞が表す動作がより具体化され、「修飾部＋連用形名詞」の組み合わせ

が一つの複合語に相当するかあるいは一つの複合語ではカバーしきれない意味を表示することができ、連

用形名詞が表す動詞が何を目的にする動作か、どうやって行う動作かをより詳しく述べる効果がある。ま

た、一部の「修飾部＋連用形名詞＋を＋する」では、動作を表す意味ではなく、物の性質を表す役割もあ

る。 

 

(b)の「連用形名詞を他の名詞と共に用いる場合」では、連用形名詞は一連の作業の一つの動作を表す役

割を果たす。この場合、連用形が他の名詞と共起して後ろに一つの動詞（する/やる/行う）でまとめられ

ているが、共起する名詞の多くが漢語動詞の語幹である。漢語動詞の語幹と連用形名詞は今まで多くの文

型の中で同じ位置を有していることと、さらにこの構文の中で対等の位置を有していることから連用形名

詞は漢語動詞の語幹と同じ性質を持っているのではないかと思われる。 

 

 (c) は「修飾部と共起する名詞等がなく連用形名詞だけの場合」である。これらの用例の約79%の連用

形名詞が第2章で述べている「特定分野の用語」である。特定分野の用語としてすでに定着している連用

形名詞であるため、そのまま「する/やる/行う」と共に用いて「～機能」「～工程」「～技」を「する/やる

/行う」という意味を表すようになる。 
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本節の結論として動詞の連用形をわざわざ名詞化して、そしてまた動詞（する/やる/行う）と共起させ

て「連用形名詞＋する/やる/行う」の構文を使うという二重手間にするには訳がある。その訳とは（1）よ

り動作を具体的に描写したい場合、（2）ものの性質を表したい場合、（3）一連の作業の一つの動作を表し

たい場合あるいは（4）その名詞はもともと「～機能」「～工程」「～技」という意味で一定の仲間内で定着

した名詞なので後ろに「する/やる/行う」と結合した場合「～機能」「～工程」「～技」を「する/やる/行

う」という意味になる場合である。 

 

4.4 第4章のまとめ 

第4章では、連用形名詞と前後の文法要素との関係を分析して、最も数の多い「～＋の＋連用形名詞」

という組み合わせと、「連用形名詞＋が＋形容詞・形容動詞」という構文、「連用形名詞＋を＋する/やる

/行う」という構文について分析を行った。結論として、まず、「～＋の＋連用形名詞」という形は単独の

連用形名詞の意味を補充し、まだ日本語母語話者のレキシコンに定着していない「不安定な連用形名詞」

をより具体化し、安定化する役割がある。「～＋の＋連用形名詞」という形の「の」の前の部分には動作

の対象物や助数詞から、目的を表す言葉、他の動詞連用形等様々あって、一つの複合語の連用形名詞に収

めきれない意味まで表現できる。そのため、「～＋の＋連用形名詞」という形は用例の多くに現れ、単独

の連用形名詞を使用する際の最も顕著な組み合わせではないかと思われる。 

 

また、「連用形名詞＋が＋形容詞・形容動詞」という組み合わせについて２つの場合に分けて分析を行っ

た。まず、他動詞の連用形名詞の場合では、様態述語文について３つの特徴を取り上げた、この構文は動

作主の明示を避け、その動作によってもたらされた結果のみに注目させる効果がある。このような表現を

使用する場合、一番伝えたい内容は一番後ろの「様態述語」である形容詞/形容動詞の部分にあると思われ

る。ここで使用される形容詞・形容動詞には「いまいち」や「甘い」等、曖昧な意味を有するものが多い。

このような表現を相手を評価する際に使用すると、その曖昧さにより相手を直接非難することを避けるこ

とができる。また一方で、自分のしたことに対して否定的評価を述べる時には、その曖昧さによりマイナ

スの詳細がどのようなことであるのかという具体的なマイナス表示を避けることができる。つまり、「連用

形名詞＋が＋形容詞・形容動詞」という構文は巧みに否定的評価を表すことができる構文なのである。 

 

そして、同じ「連用形名詞＋が＋形容詞・形容動詞」の組み合わせであるが、連用形名詞が自動詞から

なるものの場合、この組み合わせは性質・属性を表す機能があるように思われる。9つの自動詞のうち5つ

はこの「連用形名詞＋が＋形容詞・形容動詞」という組み合わせによる属性叙述の表現が見つかった。「溶
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けがいい」や「温まりが早い」など、「飲み込みが早い」といったような連用形名詞を用いた慣用句と同じ

ようなニュアンスを持ち、物事の性質・属性を表すように思われる。 

 

一方、「連用形名詞＋する/やる/行う」という構文について三つの場合に分けて分析を行った。その３つ

の場合とは(a) 連用形名詞の前に修飾部がある場合、(b) 連用形名詞を他の名詞と共に用いる場合及び

(c)修飾部と共起する名詞等がなく連用形名詞だけの場合である。(a)の 「連用形名詞の前に修飾部がある

場合」では、修飾部により連用形名詞が表す動作がより具体化され、「修飾部＋連用形名詞」の組み合わせ

が一つの複合語に相当するかあるいは一つの複合語ではカバーしきれない意味を表示することができ、連

用形名詞が表す動詞が何を目的にする動作か、どうやって行う動作かをより詳しく述べる効果がある。ま

た、一部の「修飾部＋連用形名詞＋を＋する」では、動作を表す意味ではなく、物の性質を表す役割もあ

る。 

 

(b)の「連用形名詞を他の名詞と共に用いる場合」では、連用形名詞は一連の作業の一つの動作を表す役

割を果たす。この場合、連用形が他の名詞と共起して後ろに一つの動詞（する/やる/行う）でまとめられ

ているが、共起する名詞の多くが漢語動詞の語幹である。漢語動詞の語幹と連用形名詞は今まで多くの文

型の中で同じ位置を有していることと、さらにこの構文の中で対等の位置を有していることから、連用形

名詞は漢語動詞の語幹と同じ性質を持っているのではないかと思われる。 

 

 (c) は「修飾部と共起する名詞等がなく連用形名詞だけの場合」である。これらの用例の約79%の連用

形名詞が第2章で述べている「特定分野の用語」である。特定分野の用語としてすでに定着している連用

形名詞であるため、そのまま「する/やる/行う」と共に用いて「～機能」「～工程」「～技」を「する/やる

/行う」という意味を表すようになる。 

 

本節の結論として動詞の連用形をわざわざ名詞化して、そしてまた動詞（する/やる/行う）と共起させ

て「連用形名詞＋する/やる/行う」という構文を使うという二重手間にするには訳がある。その訳とは（1）

より動作を具体的に描写したい場合、（2）ものの性質を表したい場合、（3）一連の作業の一つの動作を表

したい場合あるいは（4）その名詞はもともと「～機能」「～工程」「～技」という意味で一定の仲間内で定

着した名詞なので後ろに「する/やる/行う」と結合した場合「～機能」「～工程」「～技」を「する/やる/

行う」という意味になる場合である。 
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第 5 章 

意味の観点からみる連用形名詞 

 

今まで連用形名詞が使用される環境（発話の場）と連用形名詞がおかれた文の前後の文法要素について

分析を行った。それぞれの分析において顕著にみられる場面や最も数が多い構文、組み合わせについて言

及してきた。この章では意味の観点からみて連用形名詞が他の名詞とどう異なるのかを分析して意味の観

点からみた連用形名詞の特徴を考察してみたい。 

  

第４章の「前後の文法要素」において、「～連用形＋が＋形容詞・形容動詞」という様態述語文の場合、

今まで誤用か何等かの省略として見られてきた不安定な連用形名詞について、もし誤用なら直せるはずだ

という意味で、文中にある連用形名詞を「～すること」「～する加減」、「～する方法」などに置き換え

てみた。その結果、どれに置き換えても違和感を覚えるという結論に至った。つまり、採集された連用形

名詞は何等かの省略ではなく、何等かの意図があって文中にその意図を果たしていると考えられる。その

ため、単独の連用形名詞は「～こと」「～方法」「～加減」の省略ではなく、動詞をそのまま名詞化して

「～こと」、「～方法」「～加減」の意味内容を全て包み込みながら名詞として使用されるのではないか

と推測する。そこで、この章では、他の名詞と比較するために「置き換え」という方法を採用し、それら

の連用形名詞を他の名詞と比較してなぜ他の名詞ではなく連用形名詞を使用するのかを明らかにし、また

その分析の結果を踏まえて、より詳しく連用形名詞の本質を探りたい。 

 

それらの連用形名詞を他の名詞と比較してなぜ他の名詞ではなく連用形名詞を使用するのかを明らかに、

その分析の結果を踏まえてより連用形名詞の本質を探りたいと思っている。他の名詞と比較するために「置

き換え」という方法を採用した。 

 

5.1 他の名詞との比較からみた連用形名詞の特徴 

「置き換え」方法とは、連用形名詞の用例に対して、文中にある「連用形名詞」を置き換えの案として

類義語を探し、それを文中の連用形名詞の位置に置き換えてみる方法である。具体的には、対象とされた

56動詞のうち、ランダムに５つの動詞をピックアップし、その後、それぞれの動詞に対してまた恣意的に

に５つの用例を採集する。ただし、できるだけ文中の様々な位置にある連用形名詞を対象にして置き換え

を試みたいため、ランダムといってもなるべく用例数の多い連用形名詞を選ぶようにした。またそれぞれ

の連用形名詞に関する５つの用例は連用形名詞と後続する助詞がそれぞれ異なるようなものを選ぶ。5 つ
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の動詞に対してそれぞれ５つの連用形名詞の用例を採集するため合計２５文の用例を選び抜いた。そこで、

それぞれの例文の連用形名詞を他の名詞に置き換えてみて、違和感を覚えるか、また意味のニュアンスが

変わるかどうか確かめてみる。置き換えの結果を踏まえて連用形名詞の使用の需要を分析していく。 

 

具体的には対象となる５つの動詞は、「温める」「吸う」「ぶつかる」「蹴る」「溶ける」であり、こ

の５つの動詞の連用形名詞に関する用例は以下の通りである。 

 

ア）温めに関する用例 

１ 惣菜パンの温めが上手く出来ず硬くなってしまいます。 

https://www.kitchen-pocket.com/question/qa/range/357/ 

2 温めると筋肉をリラックスさせ、血流を促進します。 

温めを行うタイミングは、運動前・運動をしていない休憩時になります。 

https://ranrun.jp/healthcare/physicalcare-160725 

3 1日１回は体の温めで代謝アップしていきましょう♪ 

https://www.cosme.net/beautist/article/2152195 

4 なぜなら、「フライヤー（リクック）」機能には、ボタン1つでメニューに合わせた温め

や調理を行う自動メニュー（「リクックメニュー」と「自動調理メニュー」）を搭載して

おり、これが非常に便利なのだ。 

https://kakakumag.com/seikatsu-kaden/?id=3109 

5 「ヘルシオ グリエ」はカラっとすべき部分はカラッと仕上げながら、中は水分を損なう

ことなく加熱しますから、本当に食品を出来たてに近い状態にしてくれます。電子レンジ

とは違う新しい温めだと思います。 

https://kaden.watch.impress.co.jp/docs/column_review/kaden/1026271.html 
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イ）吸いに関する用例 

6 タオルって何で新しい時は水の吸いが悪いの？ 

https://detail.chiebukuro.yahoo.co.jp/qa/question_detail/q11154799346 

7 普通のパン粉はザルなどに通して細かくする。 

パン粉を細かくすることで油の吸いを押えます。 

http://www4.hbc.jp/agri_recipe/list.php?selectmonthforlist=201111&selectmonth

forcal= 

8 だが、紙巻みたいに、タバコ本体吸って、外気を含めて2度目の吸いで肺に入れると、

何も感じない。  

http://mint.2ch.net/test/read.cgi/smoking/1471430476/612-n 

9 洗った後は汗の吸いや保温力も高まり気持ちがいいですよ。 

http://www.suiminkan.net/sekken/settken3-H20.html 

10 夜泣き、アトピー、乳の吸いの悪さ、機嫌が悪いなど骨盤の歪みが原因となることもあ

りますので、一度ご相談ください。 

http://ko2ban.com/blog/tag/%E8%B5%A4%E3%81%A1%E3%82%83%E3%82%93%E6%95%B4%E4%B

D%93 

 

ウ）ぶつかりに関する用例 

11 おでこの真ん中の毛と毛とぶつかりがかわいすぎて 

https://ameblo.jp/mamezou9689/entry-12126823190.html 

12 構造上問題がなければ一部の壁を取り除き、開けた空間にします。 

ぶつかりを防いだり、家族を見渡せることで安心感も増します。 

http://www.kyoto-kenzo-hand.jp/kaigo_reform.html 

13 荒行志はね、ぶつかりでもっと重い奴にぶつかりなさい。飛んだり跳ねたりはもういいか

ら、怪我するだけ。ぶつかりで重い相手にぶつかれ。 

 http://www.arashio.net/basho140102.html 

14 どんな企業でも、農業でも、事業をしていれば必ず訪れる世代交代。 そして起こる現経

営者と後継者のぶつかりや対立。意見のくい違い。 



76 

 

 https://met-

p.jp/consulting/%E7%8F%BE%E7%B5%8C%E5%96%B6%E8%80%85%E3%81%A8%E5%BE%8C%E7%B6%99

%E8%80%85%E3%81%AE%E6%88%A6%E3%81%84%E3%82%92%E3%82%88%E3%82%8A%E8%89%AF%E3%81%

84%E6%9C%AA%E6%9D%A5%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%AA%E3%81%92/ 

15 それが実は感情のぶつかりだと理解に至ると自然に打ち解けていく。

https://twitter.com/tricolorebicol1/status/868077510042411008 

 

 

エ）蹴りに関する用例 

16 カポエイラは蹴りが多いです。カポエイラほど蹴りが多い格闘技はおそらくないと思い

ます。 

http://capoeira.or.jp/exercise_m.php 

17 しかし、上段廻し蹴りは、いくら筋力をアップさせたところで、なかなか力強い蹴りや、

スピードのある蹴りを出すことはできません。 

http://www.budosuki.com/category19/entry114.html 

18 中学１年の少女が、背後から男に突然髪を切られたが、蹴りで反撃し撃退した。 

https://www.youtube.com/watch?v=T8Y2iEFjy5Q 

19 声を出しての蹴りや突きはストレス解消にもなるし空手は健康維持にぴったり」という。 

https://yomidr.yomiuri.co.jp/article/20171004-OYTET50011/ 

20 「ただポンとやるだけで吹っ飛ばすというより、少し力を入れてやる設定だったので、そ

の力の見せ具合が難しくて。あまり弱い蹴りだと『これだと遠くに飛ばないよ』とアクシ

ョンの方に言われたりもしました。 

https://hustlepress.co.jp/tsunematsu_20170903_interview/ 
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オ）「溶け」に関す用例 

21 ミルクの「はいはい」はものすごく溶けが悪くないですか？はぐくみはす～っと溶けま

す。いくら宣伝費をかけていないとはいえ、品質とかどう思いますか？ 

http://detail.chiebukuro.yahoo.co.jp/qa/question_detail/q134997303 

22 また炭酸塩は粉石けんの溶けをよくします。なお、炭酸塩（炭酸ナトリウム、ソーダ灰

ともいう）は、食塩（海水）と炭酸ガスからつくられた無機物です。 

https://www.taiyo-yushi.co.jp/soap/faq/faq.html 

23 さっくさくビスケット食感のメロンパンにさっぱり味のアイスクリーム。なるほど、良

い組み合わせです。難点はアイスの溶けで黄金期が短い事位でしょうか。メロンパンア

イス、一食の価値あり、です。 

https://tabelog.com/en/shiga/A2503/A250303/25007553/dtlrvwlst/7473802/ 

24 注）商品「雪」の特質上、輸送途中に若干の溶けや変質がある場合がございますが 返品・

返金はお受けできません 

http://www.hakuba.org/snowman/ 

25 フロストシュガーは日新製糖が開発した多孔質で顆粒状の砂糖です。溶けの速い砂糖が

欲しいというご要望にお応えして開発し、製品化されたものです。 

 https://www.nissin-sugar.co.jp/product/frost/ 

 

以上の25用例の連用形名詞を他の名詞に置き換えてみたらどうなるのだろうか。「温めること」「吸うこ

と」「ぶつかること」「蹴ること」「溶けること」と同じ意味の名詞を「日本語大シソーラス―類語検索

大辞典―」で調べて以下のような類似の名詞を見つけた。 

 

表12 連用形名詞とその同義語 

番号 連用形名詞 同義語 

1 温める 加熱 

2 吸う 吸引 

3 ぶつかる 衝突 

4 蹴る キック 

5 溶ける 熔融 ・ 溶融 ・ 解凍 ・ 溶化 ・ 融解 
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では、それぞれの例文に類似の名詞を置き換えた結果をみてみよう。まず、１「温め」を類似語である「加

熱」に置き換えてみると、次のような文になる。 

 

カ)「温め」を置き換えた場合 

番号 用例 判定の結果 

1’ 惣菜パンの加熱が上手く出来ず硬くなってしまいます。 

https://www.kitchen-pocket.com/question/qa/range/357/ 

○ 

2’ 温めると筋肉をリラックスさせ、血流を促進します。 

加熱を行うタイミングは、運動前・運動をしていない休憩時になります。 

https://ranrun.jp/healthcare/physicalcare-160725 

？ 

3’ 1日１回は体の加熱で代謝アップしていきましょう♪ 

https://www.cosme.net/beautist/article/2152195 

？ 

4’ なぜなら、「フライヤー（リクック）」機能には、ボタン1つでメニュー

に合わせた加熱や調理を行う自動メニュー（「リクックメニュー」と「自

動調理メニュー」）を搭載しており、これが非常に便利なのだ。 

https://kakakumag.com/seikatsu-kaden/?id=3109 

○ 

5’ 「ヘルシオ グリエ」はカラっとすべき部分はカラッと仕上げながら、中

は水分を損なうことなく加熱しますから、本当に食品を出来たてに近い状

態にしてくれます。電子レンジとは違う新しい加熱だと思います。 

https://kaden.watch.impress.co.jp/docs/column_review/kaden/102627

1.html 

？ 

 

以上の表にある「判定の結果」という欄に「○」「？」という二種類の評価を設定した。ここでの判定は

日本語母語話者3名の意見を聞いてまとめたものである。○の印は「置き換えた後の文は意味が通じて違

和感がない」という意味で、また「？」の印は「意味が通じない非文である」か「意味が一応通じるが何

か物足りない・違和感を感じる」のどちらかの意見が出た場合に付けられた判定の印である。「温め」を

「加熱」に置き換えた場合、５つの例文のうち例文（１’）と例文（4’）は「○」で、（2’）と（3’）

と（5’）は「？」という結果になった。（1’）と（4’）は電子レンジのより熱くするという機能を示し

ている「温め」なので、どちらも「加熱」に置き換えることができる。一方、（2’）と（3’）は体を温

めるということで、どちらにも「加熱」に置き換えることができないため「？」の判定結果になる。最後
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の例文（5’）も同じ「？」の判定であるが、理由は（2’）と（3’）とは少し異なる。（5’）は一見意

味が通じるように見えるものの、「加熱」だけでは何か物足りなく、「加熱」の後ろに「方法」か何かが

加えればより完全に理解できるという解釈できる。 

次に、「吸い」を「吸引」という言葉に置き換える場合、次のような結果になる。 

 

キ）「吸い」を置き換えた場合 

番号 用例 判定の結果 

6’ タオルって何で新しい時は水の吸引が悪いの？ 

https://detail.chiebukuro.yahoo.co.jp/qa/question_detail/q1115479934

6 

？ 

7’ 普通のパン粉はザルなどに通して細かくする。 

パン粉を細かくすることで油の吸引を押えます。 

http://www4.hbc.jp/agri_recipe/list.php?selectmonthforlist=201111&se

lectmonthforcal= 

○ 

8’ だが、紙巻みたいに、タバコ本体吸って、外気を含めて2 度目の吸引で肺に

入れると、何も感じない。  

http://mint.2ch.net/test/read.cgi/smoking/1471430476/612-n 

○ 

9’ 洗った後は汗の吸引や保温力も高まり気持ちがいいですよ。 

http://www.suiminkan.net/sekken/settken3-H20.html 

？ 

10’ 夜泣き、アトピー、乳の吸引の悪さ、機嫌が悪いなど骨盤の歪みが原因とな

ることもありますので、一度ご相談ください。 

http://ko2ban.com/blog/tag/%E8%B5%A4%E3%81%A1%E3%82%83%E3%82%93%E6%9

5%B4%E4%BD%93 

？ 

 

以上、（6’）と（9’）、（10’）は（？）で、（7’）と（8’）は○、いう結果になった。（6’）と（9’）

では、「吸い」と比べて、「吸引」だけでは何か物足りず、せめて「吸引力」のように「力」を付け加え

なければ違和感を覚える。また、（10’）の場合、文体的に「吸引」という漢字が「夜泣き」や「機嫌が

悪い」等、日常的な言葉で綴られる文全体とマッチしていないような印象を受けるという回答があった。 

次に、3）「ぶつかり」を「衝突」という類義語に置き換える場合、次のような用例を得られる。 
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ク）「ぶつかり」を置き換えた場合 

番号 用例 判定の結果 

11’ おでこの真ん中の毛と毛と衝突がかわいすぎて 

https://ameblo.jp/mamezou9689/entry-12126823190.html 

？ 

12’ 構造上問題がなければ一部の壁を取り除き、開けた空間にします。 

衝突を防いだり、家族を見渡せることで安心感も増します。 

http://www.kyoto-kenzo-hand.jp/kaigo_reform.html 

○ 

13’ 荒行志はね、衝突でもっと重い奴にぶつかりなさい。飛んだり跳ねたりはもうい

いから、怪我するだけ。衝突で重い相手にぶつかれ。 

http://www.arashio.net/basho140102.html 

？ 

14’ どんな企業でも、農業でも、事業をしていれば必ず訪れる世代交代。 そして起こ

る現経営者と後継者の衝突や対立。意見のくい違い。 

 https://met-

p.jp/consulting/%E7%8F%BE%E7%B5%8C%E5%96%B6%E8%80%85%E3%81%A8%E5%BE%8C%

E7%B6%99%E8%80%85%E3%81%AE%E6%88%A6%E3%81%84%E3%82%92%E3%82%88%E3%82%8A

%E8%89%AF%E3%81%84%E6%9C%AA%E6%9D%A5%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%AA%E3%81%9

2/ 

○ 

15’ それが実は感情の衝突だと理解に至ると自然に打ち解けていく。

https://twitter.com/tricolorebicol1/status/868077510042411008 

○ 

 

以上のように（11’）と（13’）の文は「？」で、残り（12’）、（14’）と（15’）は「○」という

判定結果になった。（11’）の場合、毛と毛が接触する程度なので、「衝突」に置き換えると度が過ぎる

印象を受ける。また（13’）はなぜ「？」の結果になるかというと、これは相撲の技の一つである「ぶつ

かり」に関する例文で、これは既に特定分野の用語として意味が定着しているため、「衝突」に置き換え

ると違和感を覚える。その他の（12’）は「障害と激しく当たる」という意味、（14’）と（15’）は人、

意見、利害が対立しているという意味で「衝突」が「ぶつかり」の代わりに使用することができる。 

 

次に、4）「蹴り」についてであるが、「蹴り」を置き換える漢語の言葉を見つけることができない。強

いていれば漢語ではなく、外来語である「キック」という名詞がある。では、「蹴り」をキックに置き換

えてみると次のようになる。 



81 

 

ケ）「蹴り」を置き換えた場合 

番号 用例 判定の結果 

16’ カポエイラはキックが多いです。カポエイラほどキックが多い格闘技はお

そらくないと思います。 

http://capoeira.or.jp/exercise_m.php 

？ 

17’ しかし、上段廻し蹴りは、いくら筋力をアップさせたところで、なかなか

力強いキックや、スピードのあるキックを出すことはできません。 

http://www.budosuki.com/category19/entry114.html 

？ 

18’ 中学１年の少女が、背後から男に突然髪を切られたが、キックで反撃し撃

退した。 

https://www.youtube.com/watch?v=T8Y2iEFjy5Q 

？ 

19’ 声を出してのキックや突きはストレス解消にもなるし空手は健康維持に

ぴったり」という。 

https://yomidr.yomiuri.co.jp/article/20171004-OYTET50011/ 

？ 

20’ 「ただポンとやるだけで吹っ飛ばすというより、少し力を入れてやる設定

だったので、その力の見せ具合が難しくて。あまり弱いキックだと『これ

だと遠くに飛ばないよ』とアクションの方に言われたりもしました。 

https://hustlepress.co.jp/tsunematsu_20170903_interview/ 

？ 

 

意味が通じないことはないが、どこか「蹴り」と比べて「キック」が与える程度のニュアンスが異なる

のではないかと思われる。もともと「キック」とは「水泳や柔軟体操で、リズミカルに脚を突き出す動作」

という意味で、ダンスや体操によく使用されているのに対して、「蹴り」に関する用例をみると合気道や

テコンドーなど格闘技の技として使用される傾向が多い。そのせいか、「蹴り」と比べて「キック」は力

がより弱く、攻撃性よりもパフォーマンス性の方が有利であるというニュアンスを受ける。 

 

最後に、5）「溶け」を置き換える場合であるが、「溶け」の類義語として溶解、熔融 、熔化 、 溶融 、

解凍 、 溶化 、融解等の語がみつかった。以下の用例はそれぞれの文中にある「溶け」の意義素と同じ語

に置き換えてみたものである。 
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コ）「溶け」を置き換えた場合 

番号 用例 判定の結果 

21’ ミルクの「はいはい」はものすごく溶解が悪くないですか？はぐくみはす～

っと溶けます。いくら宣伝費をかけていないとはいえ、品質とかどう思いま

すか？ 

http://detail.chiebukuro.yahoo.co.jp/qa/question_detail/q134997303 

？ 

22’ また炭酸塩は粉石けんの溶解をよくします。なお、炭酸塩（炭酸ナトリウム、

ソーダ灰ともいう）は、食塩（海水）と炭酸ガスからつくられた無機物です。 

https://www.taiyo-yushi.co.jp/soap/faq/faq.html 

○ 

23’ さっくさくビスケット食感のメロンパンにさっぱり味のアイスクリーム。な

るほど、良い組み合わせです。難点はアイスの熔融で黄金期が短い事位でし

ょうか。メロンパンアイス、一食の価値あり、です。 

https://tabelog.com/en/shiga/A2503/A250303/25007553/dtlrvwlst/74738

02/ 

？ 

24’ 注）商品「雪」の特質上、輸送途中に若干の熔融や変質がある場合がござい

ますが 返品・返金はお受けできません 

http://www.hakuba.org/snowman/ 

？ 

25’ フロストシュガーは日新製糖が開発した多孔質で顆粒状の砂糖です。熔融の

速い砂糖が欲しいというご要望にお応えして開発し、製品化されたもので

す。 

https://www.nissin-sugar.co.jp/product/frost/ 

？ 

 

以上の例文のうち、（22’）の「○」という判定結果以外は全て「？」、つまり、違和感を覚える文に

なるのである。意味的には通じるかもしれないが、（21’）、（23’）、（24’）、（25’）の4つの文

は「粉ミルク」や「砂糖」など日常生活に出てくる言葉なため、比較的馴染みやすい感じのことばのため、

フォーマルな感じを与える「溶解」や「溶融」等の漢語名詞と文体的に適切ではないのではないかと思わ

れる。一方（22’）の文では、同じ日常生活によく使用される「粉石鹸」という言葉がでてきたのである

が、説明文であるためフォーマルな漢語名詞を使っても違和感がないように思われる。 
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以上５つの連用形名詞に関する合計25例文の置き換えの結果である。判定結果「？」の例文を見てみる

と連用形名詞は漢語名詞や外来語の名詞と異なる性質があり、なぜ他の名詞ではなく動詞の連用形から転

生された連用形名詞が使用されるのかが見えてくる。その原因は連用形名詞に関する以下の３つの特徴で

あるのではないかと思われる。一つ目①は「曖昧さ」、２つ目②は「生活のことばとしての馴染みやすさ」、

そして三番目③は「時代の変化への対応の柔軟さ」である。以下でそれぞれの性質について詳しく分析し

ていきたい。 

 

① 曖昧さ 

まず、他の名詞と明らかに異なる点は連用形名詞は曖昧さを持っている。第4章でも述

べたように、連用形名詞、特に不安定な連用形名詞の用例を初めて読んだ時、たいていの

人はそれは誤用かあるいは「～こと」「～方法」「～加減」の省略と考えてしまう傾向が

あるが、実際はどの省略でもなく、むしろ連用形名詞は場合によって「～こと」「～方

法」「～加減」のどれにも解釈できるし、そのすべての意味を含んでいるのではないかと

思われる。例文と置き換え文を比較しているとよりこの連用形名詞の曖昧さが理解できる

だろう。例文（5）、（6）、（9）と（5’）、（6’）、（9’）のように、置き換えた後

の文が最初の連用形名詞の用例に比べて何かが物足りない感じを与える場合が多い。例え

ば、例文（5）をもう一度見てみよう。 

 

（5）「ヘルシオ グリエ」はカラっとすべき部分はカラッと仕上げながら、中は水分を損なうことなく加

熱しますから、本当に食品を出来たてに近い状態にしてくれます。電子レンジとは違う新しい温めだと思

います。 

https://kaden.watch.impress.co.jp/docs/column_review/kaden/1026271.html 

（5’）「ヘルシオ グリエ」はカラっとすべき部分はカラッと仕上げながら、中は水分を損なうことなく

加熱しますから、本当に食品を出来たてに近い状態にしてくれます。電子レンジとは違う新しい加熱だと

思います。 

https://kaden.watch.impress.co.jp/docs/column_review/kaden/1026271.html 

 

以上（5）は元の用例で、（5’）は他の名詞（この場合「加熱」）に置き換えた文である。もともと同

じ「熱くする」という機能を表す名詞なのであるが、以上の文（5’）にはなんだか足りない印象を与える。

その「何だか」とは「加熱方法」か「加熱の仕方」「加熱技術」のように加熱の後にくる具体的に表す言
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葉の何かではないかと思われる。一方（5）の場合、「温め」だけで一見曖昧そうにみえるが、曖昧だから

こそ「温める方法」「温める技術」「温めた結果」の何にでも解釈できるのではないかと思われる。同じ

ように次の例文（6）を見てみよう。 

 

（6）タオルって何で新しい時は水の吸いが悪いの？ 

https://detail.chiebukuro.yahoo.co.jp/qa/question_detail/q11154799346 

 

（6‘）タオルって何で新しい時は水の吸引が悪いの？ 

https://detail.chiebukuro.yahoo.co.jp/qa/question_detail/q11154799346 

 

以上（6’）は（6）の置き換えの文であるが、「水の吸引」だけでは物足りず、「吸引力」というよう

に「吸引」の後ろに「力」をつけたくなるような印象を受ける。一方（6）の場合「水の吸い」は一見誤用

のように見えるが、その「吸い」の中に「吸い方」「吸い加減」等の意味も含まれており、どれに解釈し

てもいいような印象を受ける。 

 

以上まとめると、連用形名詞は曖昧さを持っている。その曖昧さの中には何かをする方法や加減などい

ろいろな意味の解釈ができるため、かえって漢語と比べて使用される範囲が広いのではないかと思われる。

前章では連用形名詞が曖昧さを持っているため、「連用形名詞＋が＋形容詞・形容動詞」という文で評価

の際によく使用されると指摘した。ここでも改めて連用形名詞の曖昧さによる効果を感じるのである。 

 

以上の連用形名詞以外に、曖昧さを持っているからこそ好んで用いられている連用形名詞がいくつかあ

る。その一つは「住む」の連用形である「住み」である。「住み」に関する用例で以下のようなものが挙

げられる。 

 

(26) 長野県松本市に住んでる22歳の新米ママです。先月、出産したばかりで、ベビちゃんは一ヶ月経っ

てません。住みが近い人、年が近い人、ベビの年齢が近い人…色々お話ししたいです 

 https://cookpad-baby.jp/talk/topic/detail/7525 

 

(27) 年齢と住みを忘れずにコンタクト申請くださいね。 

http://skypech.com/search/nanonanona22 
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以上は友達探しサイト等で投稿される文章から抜き出した用例である。第3章の特定分野の用語でも述べ

たように、ここで使われる「住み」は「住んでいるところ」「住んでいるエリア」の意味として友達探し

のサイト等で使用される傾向がある。そこで、正確な住所ではなく、東京や埼玉など、どのエリア、地方

に住んでいるか大まかに聞くときに、曖昧な意味合いを持っている「住み」が好まれる傾向があるのでは

ないかと思われる。 

 

②生活のことばとしての馴染みやすさ 

25例文に対して連用形名詞を他の名詞を置き換えた後、最も違和感を覚える理由の一つは文体的コロケ

ーションが適切ではないということである。例えば、例文（10）、（21）、（25）とその置き換えの文（10’）

（21’）、（25’）を比較してみると 

 

（10）夜泣き、アトピー、乳の吸いの悪さ、機嫌が悪いなど骨盤の歪みが原因となることもありますので、

一度ご相談ください。 

http://ko2ban.com/blog/tag/%E8%B5%A4%E3%81%A1%E3%82%83%E3%82%93%E6%95%B4%E4%BD%93 

 

（10’）夜泣き、アトピー、乳の吸引の悪さ、機嫌が悪いなど骨盤の歪みが原因となることもありますの

で、一度ご相談ください。 

http://ko2ban.com/blog/tag/%E8%B5%A4%E3%81%A1%E3%82%83%E3%82%93%E6%95%B4%E4%BD%93 

 

（21）ミルクの「はいはい」はものすごく溶けが悪くないですか？はぐくみはす～っと溶けます。いくら

宣伝費をかけていないとはいえ、品質とかどう思いますか？ 

http://detail.chiebukuro.yahoo.co.jp/qa/question_detail/q134997303 

 

（21’） ミルクの「はいはい」はものすごく溶解が悪くないですか？はぐくみはす～っと溶けます。いく

ら宣伝費をかけていないとはいえ、品質とかどう思いますか？ 

http://detail.chiebukuro.yahoo.co.jp/qa/question_detail/q134997303 

 

（25）フロストシュガーは日新製糖が開発した多孔質で顆粒状の砂糖です。溶けの速い砂糖が欲しいとい

うご要望にお応えして開発し、製品化されたものです。 https://www.nissin-sugar.co.jp/product/frost/ 
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（25’）フロストシュガーは日新製糖が開発した多孔質で顆粒状の砂糖です。熔融の速い砂糖が欲しいと

いうご要望にお応えして開発し、製品化されたものです。  

https://www.nissin-sugar.co.jp/product/frost/ 

 

（10）は赤ちゃんが母乳を吸う様子について、（21）は粉ミルクの水に溶ける様子、（25）は砂糖の溶け

る具合について述べている文で、どれも日常生活に関する情報を述べている文である。そのため、漢語名

詞の「吸引」や「溶解」「溶融」等よりも和語である連用形名詞の方がすっと馴染んでいるように見える。

また、例（17）と置き換えの文（17‘）を比較してみても同じ印象を受ける。 

 

（17）しかし、上段廻し蹴りは、いくら筋力をアップさせたところで、なかなか力強い蹴りや、スピード

のある蹴りを出すことはできません。 

http://www.budosuki.com/category19/entry114.html 

 

（17’）しかし、上段廻し蹴りは、いくら筋力をアップさせたところで、なかなか力強いキックや、スピ

ードのあるキックを出すことはできません。 

http://www.budosuki.com/category19/entry114.html 

 

（17）と（17’）の場合、意味的には通じるが、実際「蹴り」は空手や合気道等格闘技の技として使用さ

れることが多い一方、「キック」はダンス、体操等の動作として使用される傾向が見られる。力の加減に

ついて「蹴り」の方が「キック」より強い印象を与えるという解釈のほかに、伝統のある武道には外来語

である「キック」という言葉よりも「蹴り」という和語の方が馴染んでいるのではないかと思われる。 

 

これまで漢字はフォーマルで厳かなイメージを有している場合が多く、外来語は近代的かつおしゃれな

イメージを有しているものが多い一方、和語は馴染みやすい印象を与えるものが多いと言われている。   

そのせいか採集された用例をみてみると、衣食住といった日常的なテーマについての用例が多い。西尾

(1961)が指摘しているように、漢語と比べ、連用形名詞は家庭生活など衣食住に直結した場面で使用され

る場合が多い。それは日常生活のことだからこそ、わかりやすく馴染みやすい連用形名詞の方が合ってい

るのではないかと思われる。 
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 また、この「馴染みやすい」という性質はほかの場面でも効果を発揮しているように思われる。上述の

ように不安定な連用形名詞は漢語名詞と異なって新聞記事などフォーマルな文章に使用される用例はほと

んどないが、市役所や学校等のパンフレットに使用されることが多い。以下は「過ごし」や「植え」に関

する用例である。 

 

(28) 子どもたちは豊かな愛情を糧として成長していきます。 

幼稚園での生活は子どもたちにとって楽しいだけではなく、さまざまな悩みや葛藤を経験します。子ど

もたちが安心して次の一歩を踏み出せるよう、園と家庭がともに力を合わせて子どもたちの園での過ご

しを支えていきましょう。 

http://homepage3.nifty.com/ougimachich/youtien/hoshin.html 

 

(29) 通常学級 の子どもたちの過ごしから福祉だけでなく学校での放課後の過ごしや地域 活動も検討す

る。 

http://www.city.joetsu.niigata.jp/uploaded/attachment/88630.pdf 

 

(30) 子ども会が中心になって、まさかりが渕の広場にある花壇の花植えを行っています。青指は花の植

えが終わった後のレクレーションを主に担当しています。 

11月は汲沢地区社協の「環境美化活動」として行っています。 

http://www.city.yokohama.lg.jp/totsuka/chishin/seishidayori/20130927112108.html 

 

(31) 5月22日、地元小学生や中学生へのアンケートを基に整備を進めている「城端散歩みち公園」に、

花と野菜苗の植えを行いました。 

https://www.city.nanto.toyama.jp/cms-sypher/www/info/detail.jsp?id=16477 

 

上記の用例（28）は幼稚園のウェブサイトから採集した用例で、（29）、（30）、（31）はどれも市役

所ホームページからの用例である。なるべく住民や子供の保護者に対して親近感を持ってもらいたいため、

暮らしに馴染みやすい連用形名詞を用いたのではないかと思われる。 

 

② 時代の変化への対応の柔軟さ 

 「温め」を「加熱」で置き換える際に、例（2’）と（3’）はどうしても違和感を覚える文になる。 
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（2）温めると筋肉をリラックスさせ、血流を促進します。 

温めを行うタイミングは、運動前・運動をしていない休憩時になります。 

https://ranrun.jp/healthcare/physicalcare-160725 

 

（2’） 温めると筋肉をリラックスさせ、血流を促進します。 

加熱を行うタイミングは、運動前・運動をしていない休憩時になります。 

https://ranrun.jp/healthcare/physicalcare-160725 

 

（3）1日１回は体の温めで代謝アップしていきましょう♪ 

https://www.cosme.net/beautist/article/2152195 

 

（3’）1日１回は体の加熱で代謝アップしていきましょう♪ 

https://www.cosme.net/beautist/article/2152195 

 

（24）注）商品「雪」の特質上、輸送途中に若干の溶けや変質がある場合がございますが 返品・返金はお

受けできません 

http://www.hakuba.org/snowman/ 

 

（24’）注）商品「雪」の特質上、輸送途中に若干の熔融や変質がある場合がございますが 返品・返金は

お受けできません 

http://www.hakuba.org/snowman/ 

 

なぜ違和感を覚えるかというと、元の文である（2）、（3）は体を温めることについて述べているため、

調理道具や料理等を対象にして熱くするというニュアンスを持っている加熱は（3）の「温め」の代わりに

用いることができないからである。体を温めることにより様々な病気から身体を守ることが近年重視され

てきたため最近そういった内容の文章も増えてきた。その際、それを意味する名詞が必要になるのだが、

漢語を使いたくても適切な言葉がない。そのような背景から連用形名詞を多く使用されるようになったの

ではないかと思われる。 
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また、（24）は「雪だるま」を販売する会社の注意書きである。雪を送るというサービスはおそらく最

近ならではのサービスで、その商品輸送の際に生じる「溶ける」というトラブルも昔からある漢語では表

現しにくいのではないかと思われている。そのため、和語である連用形名詞「溶け」が使用されるように

なったのではないかと思われる。上記の例のほかに、連用形名詞が新しい機能や概念を表現する用例が多

くみられる。例えば次の「暖め」に関する用例である。 

 

（32）<ふとん乾燥・暖めをしながら脱臭する場合>掛けふとんと敷きふとんの間に枕を入れノズルを差し

込み、吹出口から約15cmの位置で6段階臭気強度表示法による検証。 

http://panasonic.jp/futon/p-db/FD-F06X1_points.html 

 

用例（32）はふとん暖め乾燥機について紹介する文章からの用例である。暖房とは違ってふとんだけ温め

たり乾燥させたりするための機械なので、「暖房」という漢語名詞は適切ではない。明らかに時代の変化

とともに生まれてきた機械の新機能であるため、古くからある漢語には適切な言葉がない。一方もともと

ある動詞「暖める」から転生された「暖め」はイメージも湧きやすく機械の機能として適切に表している

ことから使われるようになったのではないかと思われる。 

 

このように、時代の変化とともに新しいものが続々と生まれてきて、それらに対して名づける必要も生

じてきた。限られた数の漢語名詞と比べて動詞連用形は独立しても名詞として使用できるうえ、接頭辞接

尾辞などと結合して複合語の連用形名詞を作り出すこともできる。つまり、漢語動詞より連用形名詞の方

が遙かに生産性が富んでいるのではないかと思われる。また、同音異義語が多い漢語動詞や「ディメンシ

ョン」「メガトレインアタック」等、ほとんどの場合長くてイメージが湧きにくいカタカナ語の外来語と

比べると、もともと動詞から転成している和語である連用形名詞は馴染みやすく、内容がイメージしやす

い特徴がある。つまり、連用形名詞は柔軟さ・即戦力があるのではないかと思われる。それらの特徴を持

っている連用形名詞だからこそ機能の名づけや工程・技の名づけとして多く使用されたのではないかと思

われる。 
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5.2 第5章のまとめ 

第5章をまとめると、意味的な観点からいくつかの用例を分析した結果、他の名詞と比べることによっ

て連用形名詞の特徴が３つ挙げられた。それは①「曖昧さ」、②「生活のことばとしての馴染みやすさ」、

そして③「時代の変化への対応の柔軟さ」である。曖昧さを有しているからこそ動作の方法、動作の加減

等の解釈も読み手がそれぞれ自由に想像できるため、漢語名詞よりも使用の幅が広いのではないかと思わ

れる。また、フォーマルな印象の漢語名詞と近代的でおしゃれな印象を有するカタカナの外来語と違って、

和語である連用形名詞は馴染みやすく、日常生活を綴るブログや経験談などに好んで使われる傾向がある。

最後に連用形名詞は、同音異義語や表記が長くなりがちで日本人が慣れるのに時間がかかりそうなカタカ

ナの外来語と異なって、元々使い慣れている動詞から転成されたため、時代と共に生まれてくる新機能な

どの名づけの際にわかりやすいという利点がある。つまり、連用形名詞には柔軟さ・即戦力が備わってい

るのではないかと思われる。以上の性質を持っている連用形名詞だからこそ、まだ日本語母語話者のレキ

シコンに定着していないながらも、連用形名詞は様々な文章に使用されているのではないかと思われる。 
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第 6 章 

まとめと今後の課題 

 

6.1 まとめ 

本稿は不安定な連用形名詞の使用について3つの観点から分析を行った。それは①発話の場という観点、

②構文の観点 ③意味の観点である。 

 

まず、①語用論の観点として、発話の場について分析した結果、連用形名詞の大半は何等かの特定分野

の仲間の間で使用される傾向がある。その特定分野の仲間は概ね、（a）「仲間ことば」、（b）「機械等

の機能の名称」、（c）「モノづくりの工程の名称」、（d）「スポーツの動作名」という4種類に分けら

れる。そして、連用形名詞の成立条件については、動詞連用形が一般に名詞化しにくい一つの原因に、「動

作主」や「対象物」と離れて自立的にモノ化できないことがあげられる。実際、単独では名詞化できない

が、他の名詞などと結合して初めて名詞化できる連用形が多い。しかし、「特定分野の用語」として使用

される場合、動詞連用形が単独でも名詞として使用される。それは「特定分野の用語」の場合、①動作主・

対象物がすでに確定されている（「仲間ことば」、「機械等の機能の名称」、「モノづくりの工程の名称」）

か、または②動作主・対象物より動作自体が注目される（「スポーツの動作名」）ため、連用形名詞が単

独でも名詞化できるのだと考えられる。ある動詞連用形が名詞化できるかどうかを判断するためには、今

までの文法的基準だけではなく、「発話の場」なども大切な判断基準になる。特定分野の用語としての連

用形名詞は、文法上の制限により名詞化しにくいと判断される動詞連用形でも、「発話の場」によって、

名詞になるために不足している特徴が補充されるため、単独で名詞化できることが明らかになった。  

 

 次に②構文の観点からは、連用形名詞と前後の文法要素との関係を分析して、最も数の多い「～＋の

＋連用形名詞」という組み合わせと、「連用形名詞＋が＋形容詞・形容動詞」という構文、「連用形名詞

＋を＋する/やる/行う」という構文について分析を行った。結論として、まず、「～＋の＋連用形名詞」

という形は単独の連用形名詞の意味を補充し、まだ日本語母語話者のレキシコンに定着していない「不安

定な連用形名詞」をより具体化し、安定化させる役割がある。「～＋の＋連用形名詞」という形の「の」

の前の部分には動作の対象物や助数詞から目的を表す言葉、他の動詞連用形等様々あって、一つの複合語

の連用形名詞に収めきれない意味まで表現できる。そのため、「～＋の＋連用形名詞」という形は用例の

多くに現れ、単独の連用形名詞を使用する際の最も顕著な組み合わせではないかと思われる。 
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また、「連用形名詞＋が＋形容詞・形容動詞」に対しては、他動詞の動詞連用形の場合と自動詞の動詞連

用形に分けて分析を行った。まず、他動詞の連用形名詞の場合では、この構文は動作主の明示を避け、そ

の動作によってもたらされた結果のみに注目させる効果がある。このような表現は、相手を評価する際に

直接非難することを避けることができる。また一方で、自分のしたことに対して否定的評価を述べる時に

は、具体的なマイナス表示を避けることができる。つまり、「連用形名詞＋が＋形容詞・形容動詞」という

構文は巧みに否定的評価を表すことができる構文になる。次に、「連用形名詞＋が＋形容詞・形容動詞」の

組み合わせであるが、連用形名詞は自動詞からなるものの場合、この組み合わせは性質・属性を表す機能

があるように思われる。「溶けがいい」や「温まりが早い」などは、「飲み込みが早い」や「詰めが甘い」

といったような連用形名詞を用いた慣用句と同じようなニュアンスを持ち、物事の性質・属性を表してい

る。 

 

一方、「連用形名詞＋する/やる/行う」という構文について三つの場合に分けて分析を行った。その３つ

の場合とは（a）連用形名詞の前に修飾部がある場合、（b）連用形名詞を他の名詞と共に用いる場合及び(c)

修飾部と共起する名詞等がなく連用形名詞だけの場合である。（a）の 「連用形名詞の前に修飾部がある場

合」では、修飾部により連用形名詞が表す動作がより具体化され、「修飾部＋連用形名詞」の組み合わせが

一つの複合語に相当するかあるいは一つの複合語ではカバーしきれない意味を表示することができ、連用

形名詞が表す動詞が何を目的にする動作か、どうやって行う動作かをより詳しく述べる効果がある。また、

一部の「修飾部＋連用形名詞＋を＋する」では、動作を表す意味ではなく、物の性質を表す役割もある。

（b）の「連用形名詞を他の名詞と共に用いる場合」では、連用形名詞は一連の作業の一つの動作を表す役

割を果たす。この場合、連用形が他の名詞と共起して後ろに一つの動詞（する/やる/行う）でまとめられ

ているが、共起する名詞の多くが漢語動詞の語幹である。漢語動詞の語幹と連用形名詞は今まで多くの文

型の中で同じ位置を有していることと、さらにこの構文の中で対等の位置を有していることから連用形名

詞は漢語動詞の語幹と同じ性質を持っているのではないかと思われる。 (c) は「修飾部と共起する名詞

等がなく連用形名詞だけの場合」である。これらの用例の約79%の連用形名詞が第2章で述べている「特

定分野の用語」である。特定分野の用語としてすでに定着している連用形名詞であるため、そのまま「す

る/やる/行う」と共に用いて「～機能」「～工程」「～技」を「する/やる/行う」という意味を表すように

なる。この節の結論として動詞の連用形をわざわざ名詞化して、そしてまた動詞（する/やる/行う）と共

起させて「連用形名詞＋する/やる/行う」という構文を使うという二重手間にするには訳がある。その訳

とは（1）より動作を具体的に描写したい場合、（2）ものの性質を表したい場合、（3）一連の作業の一つの

動作を表したい場合あるいは（4）その名詞はもともと「～機能」「～工程」「～技」という意味で一定の仲
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間内で定着した名詞なので後ろに「する/やる/行う」と結合した場合「～機能」「～工程」「～技」を「す

る/やる/行う」という意味になる場合である。 

 

最後に③意味の観点からはいくつかの用例を分析した結果、他の名詞と比べることで連用形名詞の特徴

が３つ挙げられた。それは①「曖昧さ」、②「生活のことばとしての馴染みやすさ」、そして③「時代の

変化への対応の柔軟さ」である。曖昧さを有しているからこそ動作の方法、動作の加減等の解釈も読み手

がそれぞれ自由に想像できるため、漢語名詞よりも使用の幅が広いのではないかと思われる。また、フォ

ーマルな印象の漢語名詞と近代的でおしゃれな印象を有するカタカナの外来語と違って、和語である連用

形名詞は馴染みやすく、日常生活を綴るブログや経験談などに好んで使われる傾向がある。最後に連用形

名詞は、同音異義語が多い漢語名詞や表記が長くなりがちで日本人が慣れるのに時間がかかりそうなカタ

カナの外来語と異なって、元々使い慣れている動詞からの転成であるため、時代と共に生まれてくる新機

能などの名づけに使用される時にわかりやすいという利点がある。つまり、連用形名詞には柔軟さ・即戦

力が備わっているのではないかと思われる。以上の性質を持っている連用形名詞だからこそ、まだ日本語

母語話者のレキシコンに定着していないながらも様々な文章に使用されているのではないかと思われる。 

 

6.2 連用形名詞による表現性と今後の課題 

総じて、上記3つの観点から分析した結果、連用形名詞がもつ表現性として、次のような特性があげら

れるのではないかと思われる。 

 

まず、連用形名詞には曖昧さがある。上述したように先行研究では、名詞化した連用形名詞はコト名詞

になるのか、モノ名詞になるのか等、動詞連用形名詞が名詞化した後にどのような意味を持つのかを分析

した研究が多い（西尾1961、山本1993、玉村1970、金2003等））。しかし、56動詞の連用形名詞に関す

る用例を分析した結果、連用形名詞（特に単独の連用形名詞）には明らかにモノ名詞やコト名詞のように

一つだけの意味を表しているのではなく、むしろ、一つの側面に特化できない、ぼんやりとした意味で、

動作の方法、動作の加減などの多様な側面を表しているように思われる。つまり、連用形名詞には「曖昧

さ」という性質がある。曖昧だからこそ、否定的評価のような場合には巧妙にぼやかすことで相手を傷つ

けないようにするという効果が生まれる。そして、動作の方法、動作の加減等の解釈も読み手がそれぞれ

自由に想像できる余地も生まれるのである。 
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連用形名詞による表現性について、もう一つ挙げられるのは、物事の性質・属性を表現する機能がある

ということである。具体的には、自動詞の「連用形名詞＋が＋形容詞・形容動詞」という組み合わせと、

一部の「修飾部＋連用形名詞＋する」という表現にはこのような効果が見られる。もともと動詞連用形と

いう動詞由来のものが名詞に転成したことにより、なぜ、元来形容詞・形容動詞が担うべき性質・属性を

表現するという機能をもつようになるのだろうか。動詞連用形の名詞化については、動詞そのものに関す

る定義や性質、名詞に関する定義や性質と関連付けながらの分析がこれまでの主流であったが、今後は、

動詞、名詞にとどまらず、「表現性」「表現する力」を視野に入れて、より幅広く連用形名詞について研

究を深めたいと考えている。 

 

最後に、連用形名詞による表現性について言えば、和語であるという性質を見逃すわけにはいかないの

ではないかと思われる。採集した用例をみると、ほとんどが趣味や毎日のちょっとした出来事、観光施設

のレビュー等、日常生活に密接したテーマが多くみられる。このような文章には連用形名詞がとても馴染

んでいるようにみえる。採集した用例の中には、「知り合い」を略して「知り」と使ったり、「目覚まし

時計」の意味を示そうとして「覚まし」を使ったりする例もあれば、オンラインゲーム中のチャットの言

葉の中には意味が取りにくい用例も見受けられた。しかし、それらの用例はごくわずかで、たいていの連

用形名詞は日常生活を綴った文章からのもので、読みやすく、またどこか庶民的で親しみを感じさせる印

象を受ける。つまり、連用形名詞には和語から醸し出される親近感や分かりやすさ、柔らかさ、時には素

朴さが備わっていることから、時代遅れどころか時代と共にどんどん新たな場面に使用されていくように

思われる。 

 

本稿の結論として、まず、動詞の連用形の名詞化率が非常に高いこと、また、連用形名詞は「曖昧さ」

「性質・属性を表現する機能」「和語」という性質を持っていることを強調しておきたい。これらの３つ

の性質については、今後も引き続き様々な観点から研究を深めていかなければならない。西尾（1961）に

よると、動詞連用形名詞の動詞から名詞を引き出す語形成の形式は、かつては活発だったが、漢語が導入

されることにより和語の造語力の弱さが省みられるようになったという。しかし、本稿で提示したように、

和語である連用形名詞の造語力は決して衰えることなく、むしろ以前よりも様々な発話の場に出現したり、

意味の面においても動詞・名詞の性質を超えて形容詞と同様に性質を表したりするなど、今後も積極的に

使用されていくのではないかという見通しを抱かずにはいられない。 
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